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令和７年第３回甲佐町議会（定例会）議事日程 

 

（第１号） 

１．招集年月日  令和７年９月12日 

１．招集の場所  甲佐町議会議場 

１．開会・開議  ９月12日   午前10時00分 議長宣告 

１．散会     ９月12日   午前10時35分 議長宣告 

 

１．出席議員 

  １番 甲 斐 良 二    ２番 田 中 孝 義    ３番 鳴 瀬 美 善 

  ４番 森 田 精 子    ５番 佐 野 安 春    ６番 荒 田   博 

  ７番 宮 本 修 治    ８番 福 田 謙 二    ９番 井 芹 しま子 

  10番 宮 川 安 明    11番 本 田   新 

 

１．欠席議員 

  なし 

 

１．本会議に職務のために出席した者の職氏名 

  議 会 事 務 局 長  北 野   太   議会事務局書記  後 藤 理恵子 

 

１．地方自治法第 121 条の規定により説明のために出席した者の職氏名 

  町 長  甲 斐 高 士   副 町 長   三 輪 孝 之 

  会 計 管 理 者   渡 邉 友 美   総 務 課 長  荒 田 慎 一 

  地 域 振 興 課 長   羽祢田 直 美   くらし安全推進室長  山 下 玄 介 

  税 務 課 長  松 野 洋 幸   環 境 衛 生 課 長   田 上 和 広 

  健 康 推 進 課 長   宮 崎 貴美代   福 祉 課 長  高 原 貞 典 

  住民生活課長兼町民センター所長  奥 名 雄 吉   農 政 課 長  上古閑 一 徳 

  建 設 課 長  白 石   亨   会 計 課 長  渡 邉 友 美 

  企 画 政 策 係 長   本 田 幸 嗣   広 報 電 算 係 長  中 村 聡 健 

  教 育 長   蔵 田 勇 治   学 校 教 育 課 長  井 上 幸 介 

  社 会 教 育 課 長  内 田 健 司   農業委員会事務局長  上古閑 一 徳 

  選挙管理委員会書記長  荒 田 慎 一   代 表 監 査 委 員  井 芹 雅 洋 

  監 査 委 員  森 田 精 子 

 

１．会議録署名議員の指名について 

  議長は会議録署名議員に次の２名を指名した。 

       ５番 佐野 安春    ６番 荒田  博 



- 2 - 

 

１．議事日程 

  議長は本日の議事日程を別紙のとおり報告した。 

 

１．会議に付した事件 

  日程第１ 会議録署名議員の指名について 

  日程第２ 会期の決定について 

  日程第３ 議長の諸般の報告について 

  日程第４ 町長の提案理由の説明について 

  日程第５ 監査委員の報告について 

  日程第６ 甲佐町教育委員会委員の任命に付き同意を求めることについて 
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１．議事の経過 

開会・開議 午前10時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） おはようございます。 

 これより、令和７年第３回甲佐町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程を報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございますので朗読を省略いたします。 

────────────── 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（宮本修治君） 日程第１、会議録署名議員の指名について行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第117条の規定により、５番、佐野安春議員、

６番、荒田博議員を指名いたします。 

────────────── 

 日程第２ 会期の決定について 

○議長（宮本修治君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 本件は、議会運営委員会に付託してありますので、委員長の報告を求めます。 

 ６番、荒田議会運営委員長。 

○議会運営委員長（荒田 博君） おはようございます。 

 ご報告いたします。 

 さきの定例会において付託を受けておりました令和７年第３回定例会の会期及び日程に

ついて、議会運営委員会より報告いたします。 

 去る９月１日に議会運営委員会を開催し、執行部から町長、副町長、総務課長、行政係

長、財政係長の出席を求め、議長を交じえ、執行部からの提出案件及び一般質問、その他

の案件を勘案し、お手元に配付のとおり、会期を本日９月12日から18日までの７日間と決

定いたしました。 

 本日は、会期の決定、議長の諸般の報告、町長の提案理由の説明、監査委員の報告、同

意案件、13日から15日は議案調査のため休会、16日は一般質問及び令和６年度一般会計、

各特別会計及び水道事業会計歳入歳出決算の認定、17日は承認、報告、条例、工事請負契

約の変更、財産の取得、町道の路線廃止及び認定、並びに訴えの提起案件、18日は令和７

年度一般会計、各特別会計及び水道事業会計の補正予算、その他の議会提出案件について

の審議、以上のとおり議会運営委員会では決定いたしましたので、議員各位におかれまし

ては、よろしくご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げ、ご報告といたしま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（宮本修治君） 今期の日程については、ただいまの荒田委員長の報告のとおり決

定したいと思います。これにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、ただいまの

荒田委員長の報告のとおり、本日９月12日から18日までの７日間と決定いたしました。 

 同意第３号の甲佐町教育委員会委員の任命に付き同意を求めることについて、認定第１

号から認定第５号までの令和６年度甲佐町一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに水

道事業会計決算の認定案件、承認第８号、専決処分の報告及び承認について、報告第６号、

専決処分の報告について、報告第７号、財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いて、議案第38号から議案第47号までの条例、工事請負契約の変更、財産の取得、町道の

路線廃止及び認定、訴えの提起案件、議案第48号から議案第52号までの令和７年度甲佐町

一般会計、各特別会計補正予算及び水道事業会計補正予算、その他議会提出案件を一括上

程いたします。 

────────────── 

 日程第３ 議長の諸般の報告について 

○議長（宮本修治君） 日程第３、議長の諸般の報告を行います。 

 議長の諸般の報告及び議員派遣の報告については、お手元に配付のとおりですので朗読

を省略いたします。 

 以上で議長の諸般の報告を終わります。 

────────────── 

 日程第４ 町長の提案理由の説明について 

○議長（宮本修治君） 日程第４、町長の提案理由の説明を求めます。 

 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） おはようございます。 

 本日は、令和７年第３回甲佐町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におか

れましては、大変ご多忙の中にご参集いただきまして、誠にありがとうございました。 

 提案理由を述べます前に、８月10日から11日にかけての豪雨によります災害の件につき

まして言葉を述べさせていただきます。 

 熊本県内各地で線状降水帯による記録的な大雨となり、河川の氾濫や土砂崩れなどによ

る多くの被害が発生しています。本町におきましても、町内の至るところで土砂崩れや浸

水による大きな被害が発生し、人的な被害も２名あっているところでございます。今回の

豪雨により、残念ながら貴い命を失われた皆様には心から哀悼の意を表しますとともに、

被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

 現在、町では、町民の皆様の一日も早い生活再建のために、災害対策本部を核として、

被災者の命と身体の安全を守るための生活支援の体制を整え、職員一丸となって進めてい

るところです。今後も安全確保と生活再建を両輪としまして、地域の防災力をさらに高め

るとともに、安心して暮らせるまちづくりを進めてまいりますので、議員皆様のより一層

のご支援、ご協力を賜りますようお願いを申し上げます。また、ご支援いただいておりま

す各関係機関の皆様に改めて感謝を申し上げます。 
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 それでは、今期定例会に提出いたしております各議案についてご説明を申し上げます。 

 今期定例会にご提案いたしております案件は、同意案件１件、認定案件５件、承認案件

１件、報告案件２件、条例案件４件、工事請負契約の変更案件１件、財産の取得案件３件、

町道の路線廃止及び認定案件１件、訴えの提起案件１件、補正予算案件５件の合わせて24

件であります。 

 まず、同意案件としましては、現教育委員会委員の渡邉眞彰氏が令和７年10月17日で任

期満了となるため、後任として藤﨑美知氏を任命したく、議会の同意を求めるものでござ

います。 

 認定案件としまして、令和６年度甲佐町一般会計歳入歳出決算ほか４件の各会計の歳入

歳出決算認定についてを、承認案件としまして、令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第

２号）の専決処分の報告及び承認についてを、報告案件としまして、損害賠償及び財政健

全化判断比率等の報告についてを、条例案件としましては、町長等の損害賠償責任の一部

免責に関する条例の一部を改正する条例の制定について、ほか３件をご提案いたしており

ます。 

 工事請負契約の変更としましては、仁田子養豚団地解体工事の工事内容変更に伴う契約

金額の変更について、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第

２条の規定に基づき、議会のご議決を求めるものであります。 

 財産の取得案件としましては、小型ポンプ付積載車の購入についてほか２件、議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、ご議決を

求めるものであります。 

 町道の路線廃止及び認定案件としましては、町道船津上早川線に係る路線の廃止及び認

定についてを、訴えの提起案件としましては、滞納家賃等について差押命令の申立てを行

うため、地方自治法第96条第１項第12号の規定に基づき、ご議決を求めるものであります。 

 補正予算案件としましては、まず、令和７年度甲佐町一般会計補正予算第３号について、

歳出については、主に物価高騰対応に関する事業費や過年度分の国・県への返還金、また、

災害復旧などに関連した補正を行っております。 

 歳入については、令和６年度の決算により、歳計剰余金の処分による繰越金８億1,446

万3,000円、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金826万5,000円などを追加し、歳入

が歳出を上回る5,709万3,000円を財政調整基金繰入金から減額し、総額で９億995万1,000

円を増額補正し、補正後の総額を155億6,315万2,000円としております。 

 次に、令和７年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、令和７年度介護保

険特別会計補正予算（第１号）、令和７年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）につきましては、歳出では、主に過年度分の国・県への返還金及びその他予備費の

増額等を行い、歳入につきましては、歳計剰余金の処分によります繰越金等を計上し、国

民健康保険特別会計では、1,773万2,000円を追加し、総額で13億9,990万2,000円、介護保

険特別会計では、１億642万8,000円を追加し、総額で17億8,958万1,000円、後期高齢者医

療特別会計では、422万7,000円を追加し、総額で２億2,980万4,000円といたしております。 
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 次に、水道事業会計補正予算（第１号）につきましては、収益的収入に、水道料金の基

本料の減免事業に伴う一般会計補助金2,086万9,000円を追加し、歳出には、水道料金基本

料の減免事業に伴う事務経費106万9,000円を追加しております。 

 以上、今期定例会にご提案いたしております各議案についてご説明を申し上げましたが、

各議案のご審議の節は各担当課長等に説明を行わせますので、適切なご議決をいただきま

すようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮本修治君） 以上で、町長の提案理由の説明を終わります。 

────────────── 

 日程第５ 監査委員の報告について 

○議長（宮本修治君） 日程第５、監査委員の報告についてを議題とします。 

 井芹代表監査委員に決算審査意見書の報告を求めます。 

 井芹代表監査委員。 

○代表監査委員（井芹雅洋君） おはようございます。代表監査委員の井芹雅洋でござい

ます。 

 これより令和６年度決算審査に対する監査委員の報告を行います。 

 町長から、地方自治法第233条第２項及び同法第241条第５項並びに地方公営企業法第30

条第２項の規定に基づき、令和６年度甲佐町各会計の歳入歳出決算及び各基金の運用状況

並びに水道事業会計決算について審査に付されましたので、森田監査委員と共に審査を実

施し、その審査結果について町長へ報告を行ったところでございます。 

 それでは、令和６年度各会計歳入歳出決算審査意見書をご覧ください。 

 まず、１ページの第１、審査の概要でございますが、１の審査の対象につきましては、

記載のとおりでございます。 

 ２の審査の期間につきましては、令和７年７月18日から令和７年８月６日までの実質延

べ８日間でございます。 

 ３の審査の場所及び４の審査の手続につきましては、記載のとおりでございます。 

 次に、第２、審査の結果でございますが、一般会計及び各特別会計並びに水道事業会計

の決算書及び政令で定める付属書類については、関係法令に準拠して作成されており、そ

の計数は関係諸帳簿その他証書類と照合した結果、誤りのないものと認めました。なお、

決算の概要及び意見等につきましては、２ページ以降に記載のとおりでございます。 

 最後に、意見書の結びを朗読して報告とさせていただきます。最後のページ、23ページ

をご覧ください。 

 第９、結び。令和６年度一般会計、特別会計及び水道事業会計の歳入歳出決算及び実質

収支に関する調書、財産に関する調書を審査の結果、各会計決算関係については、法令に

準拠して適正に会計経理が処理されていることを認めた。下表は、財政構造指標の推移で

ある。経常収支比率は84.6％と前年度から0.9ポイント増、実質公債費比率は8.7％と、

0.8ポイント増となっている。 
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 財政調整基金は、17億5,939万6,000円と、前年を１億3,680万1,000円上回っている。 

 地方債現在高は97億7,232万7,000円と、平成28年の熊本地震以降伸びを示していたが、

本格的な償還が始まったことにより減少に転じている。 

 第27表の下をご覧ください。 

 なお、本年度の歳入において、ふるさと納税での寄附金額が前年度と比較して約2.4倍

の約68億円となっており、ここ数年の伸びは著しく、財源の大半を占めている。創意工夫

による歳入増については特に評価するものであり、この財源については、将来に備えての

貯蓄や老朽化が進む公共施設の更新など、中長期的な視点を踏まえた様々な施策への効果

的な活用が期待され、引き続きさらなる財源確保に努められたい。 

 最後に、本格的な少子高齢化社会が進む中での社会保障費の増加は避けられず、子育て

環境の充実等、各種施策の着実な推進が求められる。 

 今後も、多様化する社会の変化に的確に対応し、将来にわたり安定的な財政運営を行え

るよう、事務事業の見直しや業務改善等に取り組むとともに、国県補助金及び交付金事業

の活用に努め、安全・安心、快適なまちづくりに取り組んでいただきたい。 

 以上で、令和６年度決算審査に係る報告を終わります。 

○議長（宮本修治君） 以上で、井芹代表監査委員による令和６年度一般会計、各特別会

計歳入歳出決算並びに水道事業会計決算審査意見書の報告を終わりました。 

 何か質問等ございませんか。 

 （「ちょっと待って。すみません、議長、ちょっと休憩」と呼ぶ者あり） 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時18分 

再開 午前10時22分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質問なしということで、監査委員におかれましては長期間の監査、

大変お疲れでございました。 

 議会を代表して、両監査委員に深い敬意を表しますとともに、心から敬意を申し上げま

す。 

────────────── 

 日程第６ 同意第３号 甲佐町教育委員会委員の任命に付き同意を求めることについて 

○議長（宮本修治君） 日程第６、同意第３号「甲佐町教育委員会委員の任命に付き同意

を求めることについて」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 
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○総務課長（荒田慎一君） それでは、同意第３号についてご説明申し上げます。 

 同意第３号、甲佐町教育委員会委員の任命に付き同意を求めることについて。 

 下記の者を甲佐町教育委員会の委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

 記、氏名、藤﨑美知。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 提案理由につきましては、現委員渡邉眞彰氏が令和７年10月17日で任期満了となること

に伴い、後任に藤﨑美知氏を任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 町長の選任理由を求めます。 

 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） それでは、教育委員会委員の任命についてご説明を申し上げます。 

 教育委員会委員としてご提案いたしております藤﨑美知氏は、昭和42年４月に御船町立

若葉保育園保母として採用されておられます。昭和49年１月に、同年４月新設の御船町立

御船幼稚園の開設準備のため３か月間御船町教育委員会に出向され、４月からは御船幼稚

園主任教諭として赴任されておられます。また、昭和54年４月からは同園園長を任命され、

平成２年３月までその職責を全うされました。 

 退職後も熊本県幼稚園新規採用教員指導者として天草、御船、益城、甲佐の各幼稚園に

おいて勤められ、その後も支援員として熊本市の光輪保育園に、また、甲佐町内の放課後

育成クラブにおいても、子どもたちに関わり続けてこられておられます。 

 このように氏は豊富な経験と見識をお持ちでございまして、また、誠実温厚な人柄で地

域の人望も厚く、教育委員会委員として適任と判断し、10月18日付で教育委員会委員に任

命したいので議会の同意を求めるものであります。 

 ご審議のほどお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑ありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 質問することではないと思うんですけど、ここにご説明されたお

名前がですね、字は違っているということで、藤﨑さんのサキの字が、提案理由と条文で

説明されている字体とちょっと違うと思うんですけど。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時26分 

再開 午前10時30分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかにありませんか。 
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〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 同意第３号、甲佐町教育委員会委員の任命に付き同意を求めるこ

とについてでありますが、今回、芝原の藤﨑氏の選任の同意が求められております。 

 先ほどの町長の選任理由にありましたとおり、同氏は、これまで長年にわたり幼児教育

に従事され、また、その後のご活躍なども、活動されていることも含め、これまでの経歴

並びに見識等を考えますと、我が町の教育行政に多大に貢献されることが期待されますの

で、本同意につきましては、賛成をいたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから同意第３号「甲佐町教育委員会委員の任命に付き同意を求めることについて」

を採決します。 

 本案は原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。よって、同意第３号「甲佐町教育委員会委

員の任命に付き同意を求めること」については、同意することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時32分 

再開 午前10時34分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 

 明日13日から15日までは議案調査のため休会、16日は午前10時から本議場において会議

を開きます。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

────────────── 

散会 午前10時35分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 16日（火曜日） 
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１．議事の経過 

開議 午前10時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程を報告いたします。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりですので、朗読を省略いたします。 

────────────── 

 日程第１ 一般質問 

○議長（宮本修治君） 日程第１、一般質問を行います。 

 今期定例会の文書による一般質問の通告は２名です。順次質問を許します。 

 なお、議事の進行上、かねてからの申合せのとおり、１議員当たりの質問時間をおおむ

ね１時間として議事運営させていただきますので、質問者並びに答弁者の的確な対応をお

願いいたします。 

 最初に、５番、佐野安春議員の質問を許します。 

 ５番、佐野安春議員。 

○５番（佐野安春君） 改めまして、おはようございます。 

 予定どおり一般質問を進めさせていただきます。よろしくお願いします。 

 ８月10日から11日にかけまして発生しました豪雨災害について、また、甲佐町の防災対

策について質問をいたします。 

 被害状況につきましては、今月12日の全員協議会において、町から報告がありました。

住宅被害や道路被害など、多くの被害があり、被災された皆様は復旧途上であられるかと

思いますが、被災された皆様には心からお見舞いを申し上げます。私の家の近くでは、こ

の災害によってお亡くなりになられた方もおられて、言葉にできないような悲しみであり

ます。 

 今回の豪雨災害に対し、町当局は被害状況調査や災害からの復旧等で多忙な状況の中に

あるものと考えます。そういう状況の中での一般質問でありますが、町民の皆様からも関

心を持たれている議会でありますので、一般質問を行うことにしました。よろしくお願い

いたします。 

 まず、初めに、南谷川からの増水や流木対策についてであります。 

 竜野川特定都市河川指定についての流域水害対策計画構想図の中に示されている南谷川

放水路については、計画構想にあるものと思いますが、この放水路により南谷川の増水が

大井手川に流れを少なくし、現在発生している大井手川の増水により、岩下、緑町、横田、

仁田子、大町に及ぶ被害を減少させることはできるものと考えられます。 

 この南谷川放水路についての説明をお願いしたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 南谷川の放水路についてご説明させていただきます。 
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 本町では、平成28年の豪雨被災を受け、平成29年度に内水調査検討業務を行っており、

流域別に対策案を検討し、短期中期、中・長期における実施可能な対策から順次行ってい

るところであります。 

 当時検討した対策で、南谷川放水路案は南谷川から緑川へ新たな河川をつくり、緑町樋

管から緑川へ放水する案でございます。この放水路を整備する場合、計画では１秒間に３

トンの排水をする大型のポンプ施設も必要となります。放水路案は、市街地における浸水

被害の低減効果として大きいものと考えられます。 

 しかし、放水路案が完成し、効果を発揮するには莫大な費用を要することから、放水路

の効果が規模によってどれだけあるのか検証していく必要があります。当面の対策としま

しては、大井手川の河川改修などの早期に効果を発揮する対策から行ってまいりました。 

 一方で、内水処理施設の計画降雨規模といいますのは、10年規模程度と考えられていま

したが、今回の豪雨では６時間雨量が263ミリの降雨を観測しており、排水能力を超える

降雨となっております。 

 気候変動による大雨等の災害の激甚化、頻発化が危惧されている中、南谷川の放水路案

だけでなく、上流の砂防施設や調整池の活用など、あらゆる方向から対策を検討していく

必要があると考えます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 被害を受けられました大井手川沿いの町民の皆様からは、大井手

川から水があふれ、宅地・敷地内に水があふれたために、何のためにかさ上げをしたから

分からないと、どうにかしてもらわないとと嘆いておられますし、水の被害を止めてほし

いと強く思われています。今、お話がありましたが、やはり対策の強化と、やはり速度を

早めることがどうしても必要であるというふうに考えます。 

 質問を進めます。湯田川からの増水や流木対策についてであります。 

 湯田川からの増水と流木によって、国道443号線に接する橋で水の流れを止められ、そ

こからあふれた水が国道443号線や岩下や横田地区の道路に川のようにあふれて、床下や

床上浸水の被害を引き起こしていると考えられます。 

 ここからの増水での被害がどうしても改善されていないと思いますが、流域水害対策計

画構想図を見ますと、湯田地区貯留浸透施設や、大井手川改修、川床掘削などの対策を考

慮中または実行中であるというふうに思いますが、湯田川からの増水をどのように止めよ

うとされているのか、ご説明いただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） お答えします。 

 ご質問いただきました湯田川の浸水被害対策においては、下流の大井手川との関連が重

要になってきます。湯田川は、大井手川に流れ込んでいますが、大井手川の水位が高く流

れが悪い状態だと、湯田川の水が大井川に流れ込めずに湯田川にあふれてしまいます。そ

のため、湯田川の浸水被害の対策を行うには、まずは大井手川などの下流域での対策を先
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行して行う必要があると考えます。 

 現在、大井手川など下流域における整備としては、大町や下横田の排水ポンプ場の整備、

大井手への河川掘削、土砂除去による流下能力の向上を図っております。これらの対策に

より、大井手川の水位を下げることで、結果的に湯田川の流れもよくなり、浸水被害の軽

減につながると考えています。 

 実際に、今年の８月７日の15時に時間雨量63ミリという非常に激しい雨を記録しました

けれども、このときの湯田川や大井手川の流域では、浸水被害が発生しておらず、これま

での整備で効果が得られたものと考えております。 

 今後につきましては、先ほど申しましたとおり、激甚化、頻発する災害に対応するため

にも、抜本的な取組・考え方が必要であると考えます。湯田川流域の内水対策については、

調整池の整備など効果的な対策について早急に検討し、事業実施に向け、さらに加速化さ

せていきたいというふうに思っております。 

 また、国や県においても、緑川河川の整備、竜野川特定都市河川における対策が検討さ

れています。国、県共に連携しながら、激甚化する災害にも効果が出るような効果を考え

ていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 国道443号線をはじめとして、道路横の蓋がされている水路が、

長年にわたって砂や砂利等が堆積し、水路の流れをスムーズに行われなくして排水処理の

障害となっていると考えますが、ここへの改善についてはいかがお考えでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） お答えします。 

 議員がおっしゃられますように、土砂が堆積しているようであれば、流下能力が阻害さ

れますので、国道443号線の下を流れる湯田川のボックス内の土砂につきましては、調査

を行いまして状況を確認し、必要であれば周辺の土砂と併せてですね、堆積土砂の除去を

行っていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 質問を進めさせていただきます。 

 次に、甲佐町小学校体育館横の駐車場の問題であります。 

 駐車場は雨水調整池でもありますが、水の浸透が遅過ぎてあふれた雨水が人家に侵入し

ております。建設当時よりも雨量は予想以上に多いこともありますが、雨水駐車場の構造

的な改善が必要ではないかというふうに思います。たまった雨水をもっとスピードを速め

て浸透させることはできないのでしょうか。 

 また、浸透ますの周りは雑草などが生えて水が入りにくくなっています。日常的な点検

や整備が必要であるというふうに思いますが、改善が必要ではないでしょうか、お尋ねい

たします。 
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○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 内水対策に関することですので、施設の能力について、私の

ほうで説明させていただきたいと思います。 

 甲佐小学校体育館横の駐車場につきましては、周辺の雨水を集積し、地下浸透させるた

めの調整池というふうになっております。大雨となった場合は、小学校周辺の雨水をすぐ

に大井手川に流入させないための施設ということになります。最大貯水量は1,250トンで、

調整池を超える雨水が流入した場合は、オーバーフローして大井手川に流されます。大井

手川に流入できなくなりますと、調整池周辺は次第に浸水していくということになります。 

 調整池の施設規模決定となる降雨確率は10分の１というふうになっておりますので、調

整池の浸透能力については渇水期は２時間程度、出水期は１日から２日程度かけて地下に

浸透させるようになっております。その時期によっても、浸透能力は違っているというこ

とになります。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは、沈殿槽についての管理についてお答えいたし

ます。 

 今回の大雨によって、中についてかなり沈殿槽それと駐車場部分についての土砂がかな

り堆積しておりました。まずは、小学校の駐車場の機能を回復させるために、まずもって

駐車場の土砂撤去というのをまず行っております。その後、沈殿槽のほうの土砂撤去を行

う予定でしたけれども、かなりまだ水が残っておって、それが乾いた状況じゃないとなか

なか持ち出しができないということで、これについては早急にするように今、計画を立て

ているところでございます。 

 以上となります。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 建設課長よりご説明がありましたが、やっぱり雨の量、土砂の量

の多さでですね、この汚水が浸透するには１日か２日かかるというふうなご説明でしたが、

やはり１日か２日かかるというのをですね、やっぱり近所の住民としてはですね、もっと

スピードが出ないのかということなんですけど、その点というのは難しいんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 浸透能力が１日、２日といいますのは出水期のことでありま

して、どうしても地下に水がたまっている状況でありますので、その分浸透能力が落ちて

しまうというのがあります。 

 渇水期であればですね、先ほど申しましたとおり、２時間程度で引いてしまうんですけ

れども、出水期であればかなり難しいかと思いますので、もともと大井手川のほうにです

ね、水がオーバーフロー、流れるようになりますけども、そちらの大井手川下流域のです

ね、先ほど申しましたような下流域の整備を進めればですね、そういった対策もできてい

くのではないかというふうには考えます。 
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 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 是非改善策をですね、研究いただいてですね、やっぱりそこの浸

透のスピードアップというのをですね、研究いただいて、改善をいただきたいというふう

に思います。よろしくお願いします。 

 次の質問に進みます。 

 急傾斜地対策の具体化の進捗状況についてであります。 

 ８月11日未明に発生した上豊内地区の急傾斜地危険箇所からの土砂崩れにより、貴い人

命が失われました。また、２軒の民家も巻き込まれ、全壊状態となっております。急傾斜

地崩壊の可能性は町内各地にあると思いますが、擁壁等の対策は進んでいるのでしょうか。 

 町内における急傾斜地危険箇所はどれくらいあるのか、また、その対策はどうなってい

るのか、擁壁等の対策ができている箇所はどれくらいあるのか、そういった点で答弁をお

願いします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 箇所数につきましては、全体の箇所でよろしいですかね。 

 まず、急傾斜地崩壊危険区域が町内にどれだけあるのかということですけれども、全体

で警戒区域につきましてが219か所、それから特別警戒区域が216か所となっております。 

 それから、対策ですね、どういった対策が行われているかということですけれども、急

傾斜地崩壊危険区域の対策についてですが、急傾斜地対策につきましては、「急傾斜地の

崩壊による災害の防止に関する法律」に基づきまして、急傾斜地崩壊危険区域の指定を

行った上で、県が所有者に代わって崩壊対策工事を実施される事業でございます。 

 主な対策工事としましては、待ち受け擁壁工それから法面工等が行われているところで

あります。これまでに、谷内地区ですとか、中早川地区などの９か所において対策が行わ

れている状況であります。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 今、対策についてお話しいただきましたが、これからのですね、

擁壁等の計画があるものが近々とか、そういったことがあるのかどうかですね。それと、

急傾斜地対策における課題とかいうのがないのかどうか、被害が大きく、自宅を解体せざ

るを得なくなった方は、復旧のための公的支援があることは大変ありがたいということで

お話をされています。また、どこまで公的支援があるのか、早めにですね、示していただ

ければありがたいんだがというふうなお話もまたされています。 

 そういった点で、擁壁等の計画があるもの、それと、こういうふうに被害に遭われた方

に対する支援の在り方についてはいかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 崩壊危険のある箇所の対策につきましては、現在県のほうに

ですね、相談をしておりまして、事業の要望を行っております。事業の計画につきまして
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ですけれども、急傾斜地崩壊危険区域に指定されても、事業採択には厳しい要件がござい

ますので、要件を満たすところにつきましては、県に対して早期の実施要望を行っている

ところであります。 

 現在行っている要望箇所としましては、船津地区ですとか安平地区の要望を行っている

ところですけれども、県のほうとしましてもですね、その要望に対して調査を行っている

ところです。 

 課題といたしましては、事業対策には厳しい要件がございますので、要件を満たしてい

ない箇所につきましては他の事業でできないか、例えば治山事業ですとか、そういった事

業で対策を行えないか検討を行っているところであります。そういったところでですね、

可能であれば周知等も行っていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 建設課長のほうからご説明があって、やっぱり町内にはですね、

200か所を超えるそういうふうな危険なところがあると。全県で見れば、まだそれ以上に

ですね、多くの危険箇所が存在すると思いますが、一つでも二つでもですね、危険箇所を

なくすようにですね、県に対してもしっかりと働きかけをしていただくと、それしかない

かとは思うんですけど。 

 やはり、今回の災害のようにですね、やはり住んでいる人は予期しない面もあったかと

思うんですけど、そういった点でやはり危険と隣り合わせの箇所が多いということで、で

きるだけ減らしていくように対策をですね、強めていただきたいというふうに思います。

よろしくお願いしたいと思います。 

 次に質問を進めます。 

 緑川の洪水対策についてであります。 

 緑川の浚渫が進んでいるのか、過去の浚渫例とこれからの予定はどうなのか、それは計

画の何％ぐらい進んでいるのか、そういった点でご説明をお願いしたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） お答えします。 

 緑川の河川の掘削ですけども、こちらにつきましては国土交通省のほうで実施されてお

りまして、甲佐町管内の近年における河道掘削の実績といたしましては、令和元年度に西

寒野地区で約１万6,000トン、それから令和２年度に麻生原地区で２万トン、２万立米で

すね、それから糸田・白旗地区で１万7,000立米、令和３年度に麻生原地区で約3,000立米、

それから令和４年度に麻生原地区で２万5,000立米、令和５年度に津志田地区で約１万立

米の河道掘削が実施されているというところで報告を受けております。 

 今後も、計画的な河道掘削が行われる予定ですけれども、今回の８月11日に起きました

豪雨災害のような出水等により、河川内にですね、著しく堆積した土砂の撤去につきまし

ても、継続的に実施される予定というところで伺っております。 

 パーセントについてはですね、ちょっと把握できませんので、申し訳ございません。 
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○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） この土砂の浚渫ちゅうのも、終わりがない戦いみたいな感じでで

すね、大変だというふうに思いますけども、やはりその堆積がですね、また洪水の呼び水

ちいいますか、そういうことにもなるかと思いますので、今、報告ありましたように、順

次進めていただきたいというふうに思います。 

 続いての質問に進みます。 

 堤防の高さや安全性がどうなのかと、改善は急務ではないのかということでご質問しま

す。 

 ８月11日の午前４時半発表の、熊本河川国道事務所災害対策支部情報では、緑川の河川

情報について、氾濫危険水位に達していますと報じていました。緑川は、午前２時40分に

中甲橋観測所で水位が氾濫危険水位4.6メートルに達していました。防災無線の放送では、

堤防を越水している可能性があると放送していたと記憶しております。今回の豪雨は、ま

さに緑川堤防を越水し、堤防を破壊し、甲佐町に大惨事をもたらす可能性もあったものと

いうふうに思います。 

 熊本河川国道事務所の調査によれば、重要水防箇所一覧表Ａには、緑川の堤防の状況が

載せられています。それを見れば、津志田、麻生原、船津古閑、船津、上豊内、東寒野、

上揚がいずれも堤防高が低く、水があふれ出るおそれがあるとされています。堤防の高さ

や安全性や強度はどうなのかというふうに思いますが、ご答弁をお願いします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） それでは、緑川の堤防整備や河川の掘削等につきまして、計

画についてご説明いたします。 

 緑川水系の河川整備計画は、令和７年１月に変更されておりまして、計画の対象期間は

おおむね30年となっています。甲佐町管内における整備内容としましては、次のように記

載されております。 

 まず、堤防整備箇所といたしましては、地区名でいきますと、吉田地区、糸田地区、津

志田地区、船津地区、豊内地区が堤防整備箇所として計上されております。 

 また、河道掘削箇所としましては、緑町付近それから寒野地区が河道掘削箇所として計

上されております。 

 また、堤防の浸水や侵食に対して安全基準を満たしていない区間における堤防強化対策

につきましては、府領地区、田口地区、糸田地区、津志田地区が堤防強化対策箇所として

計上されているところであります。 

 このほかに、特定都市河川に指定された竜野川と緑川との合流点について、竜野川合流

点処理が計上されているところであります。 

 実施時期につきましては、緑川流域全体での整備計画となるため、状況を見ながら優先

度を踏まえて整備されますので、明確な実施時期はありません。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 
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○５番（佐野安春君） やっぱり、河川においてはこの堤防というのは本当に重要である

というふうに思いますが、今ご説明がありましたが、整備をしなければならないというと

ころはもう分かっているというふうに思いますので、実際それを実行ができるようにです

ね、やはり町としてもしっかり国交省や県やら、そういったところにご相談いただいてで

すね、もう本当に実行できるようにしていただきたいと。やはり、堤防がもしも万が一決

壊したらですね、やっぱり防災マップにもありますように、もう町内ほとんどが赤で示さ

れるような状況になりますので、是非実行できますようにですね、お願いをしたいという

ことです。 

 質問を進めさせていただきます。 

 今、指定場所についてはご説明がありましたが、堤防は防災においてですね、重要な問

題であると考えます。町総合防災マップを見ますと、洪水浸水想定区域の濃ゆく表示され

た場所というのは、５メートルから10メートル以上となっております。あってはなりませ

んが、万が一堤防が寸断されれば、こういう状態もあり得るということです。 

 堤防の強化や万が一に備えて、水没しない避難所の確保など、災害に備えての防災対策

が求められると考えます。最大限の対策が求められると思います。よろしくお願いしたい

というふうに思います。 

 続いての質問に進みます。 

 過去の一般質問で、調整池を計画しているという答弁があっておりますが、調整池につ

いての進捗状況はどうなっていますでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） すいません、調整池につきましては、どの地区というのはお

分かりなりますか。 

○５番（佐野安春君） 調整池は湯田とか。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時28分 

再開 午前10時31分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 失礼いたしました、内水対策についてということでの調整池

の計画ということでお答えしたいというふうに思います。 

 先ほどちょっと申し上げさせていただきましたけども、気象変動によります大雨等によ

りまして、激甚化、頻発化しているというところで、湯田川周辺あるいは南谷川周辺にお

きましてもですね、調整池の活用など、そういったものを検討しながらですね、進めて

いっているところであります。 

 以上であります。 
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○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 質問の順序をですね、一部間違えて申し訳ありませんでした。ご

答弁いただきまして、ありがとうございました。 

 次の質問に進めさせていただきます。 

 今回の豪雨による避難所の開設と避難者数はどれだけいらっしゃったか、ご説明をお願

いします。 

○議長（宮本修治君） くらし安全推進室長。 

○くらし安全推進室長（山下玄介君） ではお答えします。 

 町では、今回の大雨の被害が発生した前日、８月10日の午前11時に、熊本地方気象台が

発表した本県における線状降水帯予測情報を受けまして、まだ日の高い午後４時に町内全

域に高齢者等避難情報を発令し、その１時間後の午後５時に避難所を開設しました。 

 開設した避難所は、エアコンが完備しております宮内地区防災センター、甲佐町総合保

健福祉センター鮎緑、龍野福祉ふれあいセンター、白旗福祉ふれあいセンター、乙女高齢

者福祉センターの５か所でありまして、災害時この５か所の避難所に29世帯60名の方が避

難されております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 質問を進めます。 

 避難所のトイレが足りているかということで題されて、熊日新聞が県内全45市町村を取

材して、結果を９月１日付で報道しています。その結果を見れば、避難所のトイレの基準、

災害の発生当初は50人に１個の備蓄、一定期間後は20人に１個とし、女性用は男性用の３

倍必要だとする政府指針に対して、今後満たす予定だが時期のめどは立っていないと回答

した13自治体の中に甲佐町もありました。 

 また、避難所の専有スペース、国際基準被災者１人当たり3.5平方メートルについて、

今後も満たすことは困難とした11自治体の中に甲佐町もありました。 

 町は対策を考えられているというふうに思いますが、今回の災害で避難をされた町民の

皆さんは、避難所に入り切れないほどではありませんでしたが、熊本地震のような大災害

の場合は、避難所には入り切れないほどの避難者があふれることが考えられます。 

 この質問の回答にもありますように、トイレの数も避難所の専有スペースも今後満たす

予定で、時期のめども立っているというふうに回答ができるように準備いただきますよう

にと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） くらし安全推進室長。 

○くらし安全推進室長（山下玄介君） お答えします。 

 現在、本町では、被災者が一定期間滞在できる指定避難所を学校の体育館とかふれあい

センターとか、14か所設置しております。 

 そこで、まず避難所のトイレについてですが、学校体育館以外のですね、９施設は、避

難者20人にトイレ１基の国際基準というのを今現在も満たしておりますが、五つの学校体
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育館はそれぞれ数百人規模の避難者を収容することから、この収容人数に見合う国際基準

のトイレの数を満たしていない現状にあります。 

 そこで、この問題を解決するにはですね、これから業者と協定を結び、有事の際、避難

所に仮設トイレを速やかに設置する仕組みをつくる必要があると考えまして、質問が来た

ときにはですね、今後満たす予定だが時期のめどはたっていないと回答しましたところ、

新聞報道の後にですね、本町は平成30年に県と県環境事業団体連合会とが結んだ協定に基

づきまして、同連合会と本町が実施細目を交わして、有事の際に本町所在の事業者が仮設

トイレを必要数設置することになっていることが分かりました。 

 したがいまして、現時点においてもですね、この問題については既に国際基準を満たし

ているということになります。 

 協定を結んでいることを知らず回答した結果、本町における避難所のトイレの現状につ

いて、事実と異なる記事が掲載されたことは私のミスであります。この場をお借りしてお

わび申し上げます。申し訳ありませんでした。 

 次に、避難所１人当たりの専有スペースについてお答えします。 

 本町は地形上、一級河川の緑川が町の中央を流れ、また山間部も多くあることから、集

中豪雨等の予報が出された際は、町内の広い範囲で浸水や土砂崩れの災害が発生するおそ

れがありますので、避難情報を発する際は地域を指定せず、町内全域町民約１万人を対象

に発令しております。 

 そうした中、現在指定避難所全ての、14か所全ての収容人数を合計しますと約2,300人

でありますが、この数は１人当たりの専有スペースを２平方メートルとした値であり、こ

れを国際基準の3.5平方メートルにしますと、収容人数は約1,300人と大きく減り、災害時

避難所に滞在できる町民の方は全体の約13％ということになります。 

 被災された町民の方を、１人でも多く国際基準に満たす指定避難所に避難していただく

ようにするためには、町内に新たな指定避難所を建設することが一番の解決策だと思いま

すが、これは一朝一夕になし得るものではないと考えます。 

 したがいまして、現在本町では、近隣の自治体の施設に目を向け、令和４年に美里町と

協定を結び、美里町中央小学校体育館を指定緊急避難所、これは滞在するんじゃなくて、

もうとにかく命を守る避難所ですけども、付け加えました。その後もですね、町民の避難

に適した近隣自治体の施設を抽出してですね、働きかけを行っておりますが、なかなか結

果が出ておりません。 

 ただ、今後も引き続き、新たな避難所の確保に向けて進めてまいる所存であります。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 質問を進めさせていただきます。 

 もう最後になりますが、町長にもお伺いしたいというふうに思います。 

 甲斐町長は、町ホームページの町長挨拶におきまして、防災・減災対策の重要性を再認

識し、町民の皆様の安心安全な生活を守るための対策強化により一層努めてまいりますと
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述べられております。国土強靱化の基本目標の第一は、人命の保護とされております。何

度も繰り返し発生しています内水被害や、急傾斜地崩壊危険箇所からの土砂の崩落による

人命さえ奪ってしまった大きな被害や、出勤のために自宅を出られたために犠牲となられ

た方など、繰り返してはならない惨状が現実に今回ありました。 

 そういった点で、防災・減災対策について町長の思いをお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） 防災・減災に対する私の考えということでのご質問でございます。 

 今回のですね、８月10日から11日にかけての集中豪雨によりまして、本町は広い範囲で

ですね、甚大な被害を受けたところでございます。現在、職員と一丸となって、早期の復

旧・復興に向けて全力で取り組んでいるところでございます。 

 そのような中で、今後におきましては、やはり今回のこの水害というものを教訓といた

しまして、最近の異常気象によります大雨というのはですね、もう激甚化、頻発化という

ふうに言われております。そのような中で、今回は想定外の雨量だったということでござ

いますけれども、今後はこの想定外の雨量というものは決して言えないような状況じゃな

いかというふうに思います。このような大雨というものは、いつ起きるか分からないとい

う想定の下ですね、真に災害に強い、町民の皆さんが安心安全に暮らせるまちづくりとい

うものを今後進めていく必要があるというふうに強く今、思っているところでございます。 

 そのためにはですね、やはり防災対策等につきましては、これまで計画をつくって進め

てきました防災対策につきましては、今後も引き続き継続して実施していくことといたし

ますが、やはりですね、抜本的な対策が必要ではないかというふうに今強く考えていると

ころでございます。 

 その中で、抜本的な対策というのは、現段階で詳細にはお答えはできませんけれども、

現在私の頭の中で考えておりますのは、やはり宮内地区の土砂災害から宮内地区住民を守

るための対策がまず一つでございます。で、一つは、先ほど佐野議員もご質問されました

けれども、大井手川の内水氾濫から地域住民を守る対策、それから竜野川内水対策から町

民を守る対策、それから緑川本流からですね、甲佐町の地域住民を守る対策、それともう

一つは避難所、先ほど佐野議員も質問されましたけれども、避難所の充実・強化を図る、

以上五つのですね、対策を柱として、今後抜本的な対策を職員と一丸となってアイデアを

出しながら、迅速かつ早急にですね、進めていく必要があるというふうに、現在考えてい

るところでございます。 

 町もですね、町民の生命・身体・財産を守る責務がございますので、防災対策について

は早急に対応してまいりたいと現在考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 佐野議員。 

○５番（佐野安春君） これをもちまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（宮本修治君） これで、５番、佐野安春議員の質問は終わりました。 

 しばらく休憩します。10時55分から再開します。 
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────────────── 

休憩 午前10時45分 

再開 午前10時55分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、９番、井芹しま子議員の質問を許します。 

 ９番、井芹しま子議員。 

○９番（井芹しま子君） ９番、井芹です。よろしくお願いいたします。 

 今回は、８月10日、11日に発生をいたしました豪雨災害対応についてお尋ねをいたしま

す。 

 その前に、８月10日、11日の豪雨災害では、甲佐町において２名の方の貴い命が失われ

たことは、本当に痛ましい限りであります。心からご冥福をお祈り申し上げます。また、

被災された全ての皆様にもお見舞いを申し上げます。 

 また、災害対応では、職員の皆さんをはじめ、消防団、建設業者、地域の方々、ボラン

ティアの皆様に、本当に一議員としても心から感謝を申し上げます。 

 さて、今回の豪雨では、宮内地区を中心に多数の土砂崩れが発生し、家屋への大きな被

害やインフラの寸断による孤立集落の発生、また、町中心部をはじめ、船津や有安、田口

など、床上や床下浸水、また総合運動公園への濁流による土砂流入など、多々甚大な被害

を出しております。被災された皆さんは、暮らしや住まいの再建に向けて必死に頑張って

おられます。 

 こうした中で、寄せられました訴えなどの中から、幾つかの点についてお尋ねをしたい

というふうに思います。 

 １点目は、自治体独自の災害見舞金についてでございます。 

 床上浸水の被害に遭われ、家の中は泥だらけで、険しい顔で片づけに追われておられる

中を訪問いたしましたけれども、こんないろいろな苦しいときに、町は見舞金の一つも考

えないのかと訴えられました。本当に当然だと思いました。 

 既に、県内自治体でも、独自の災害見舞金制度は数々ありました。被害設定で支給され

ております。見舞金だけで救済されるものではありませんけれども、地震でも浸水でも自

宅の被災は本当に苦しいものです。何より、町のそうした配慮が、被災者を勇気づけ得る

ものになるというふうに考えます。 

 この点について、是非とも実現を図られるよう求めたいというふうに思いますけれども、

町の答弁を求めたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） それでは、町独自の災害見舞金の支給についてお答えします。 

 現時点におきましては、本町には災害に伴う町独自のですね、災害見舞金に関する規定

は設けておりません。設けておりませんので、災害見舞金の町独自の支給は、今のところ

実施はしておりません。 
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 以上になります。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） ただいま福祉課長の答弁もありましたとおり、本町におきまして

は町独自の災害見舞金に関する規程は現在のところございませんけれども、今回の本町の

被害状況を踏まえまして、現在住民の皆様の生活再建を支援する観点から、町独自の規程

の検討が必要であるという認識の下、災害見舞金の支給について現在検討を進めていると

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 分かりました。検討を進めておられるということですけども、

町長は今回もですね、本当に町民に寄り添った被害対応というふうに述べられております

し、そういった態度もですね、本当に奮闘されていることに表れているというふうに思い

ます。 

 そういった気持ちをですね、表すことにもなるというふうに考えますので、是非とも速

やかな検討を求めたいというふうに思います。よろしくお願いをいたします。 

 ２点目は、船津、有安地区の浸水対策についてお尋ねをいたします。 

 ご存じのように、星の川団地周辺の船津、有安地区は、豪雨ともなりますと浸水の常襲

地帯となっております。この周辺は、馬門の堤からの水、美里町からの水、乙女台地から

の水が合流します。また、今回は防災センターの工事によって、地域の周りが取り囲まれ、

一層雨がたまりまして、床上浸水を出しております。 

 長年この浸水被害におびえて暮らす地域住民にとりまして、この浸水対策は切なる願い

でもあります。この問題では、何回も質問をしてきたというふうに考えますけれども、今

回、馬門の堤の改修も行われましたが、記録的な大雨の中で浸水被害を起こしてしまって

おります。今後、果たして浸水対策としてですね、有効な手はあるのかというふうに考え

てしまいます。 

 町はどのようにこの点についてお考えなのか、お尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 現在、先ほど申されたとおりですね、馬門川の改修工事を

行っておりまして、こちらのほうでですね、10年規模の災害に関しましては対策を行って

いきたいというふうに思っております。 

 また、防災ステーション周辺につきましては、現在工事が行われておりまして、まだ完

成ではございませんけども、今後防災ステーションに降りました周辺の雨につきましては、

緑川本川側に流されるような計画がされておりますので、対策としてはですね、そういっ

た観点で考えられております。 

 あわせてですね、周辺のですね、浸水に関しましてはポンプを設置しまして、直接です

ね、緑川へ排水できるような形で考えておるところでございます。 

 以上です。 
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○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） そうですね、この船津地区のですね、浸水対策をですね、質問

をすれば、度々ですね、排水ポンプで緑川に排水をするという答弁をいただいて、まだそ

れが実現をしていないわけですけども、実際にですね、これが工事がですね、完全に終わ

らなくてもですね、やっぱりできるものだというふうに私はですね、改めて思ったのがで

すね、御船川の１か所のですね、ポンプでのですね、排水機場を見てきたんですけども、

そこではですね、以前の浸水被害をですね、教訓にして、４月から11月までの期間ですね、

ホースや発電機が備えられておりまして、いつでも稼働できるようになっていました。 

 そのホースも、大きいもので６本並べられていましたけれども、今回の地区の排水につ

いてもですね、もう是非検討していただきたいと、今後の問題でもありますけれども、そ

れが完全にできてなくてもですね、私はこの工事はですね、防災センターの工事は、今年

度いっぱいというふうに聞いておりますけれども、やはり今後ですね、いつあるかもまだ

分からないわけですので、水害等はですね。そういった点ではですね、ああいった形で備

え付けるということはですね、私はできるというふうに考えました。そういった点ではで

すね、この町の本気度がですね、私は問われているんじゃないかなというふうに思います。 

 当時はですね、水があふれるわけですけれども、11日の深夜の浸水ではたまたま防災セ

ンターのですね、工事関係者の方がおられたので、排水だの対応していただきました。そ

のときは、その排水をですね、アパートがあるんですけども、アパートとですね、そう

いったところにたまる、低いところにたまる水をですね、いつも浸水をする民家があるん

ですけども、その裏にためて、それからまたその民家の前の排水路に流すというような形

で、この排水対策を、深夜ですね、行っていただいたわけですけれども、でももうそこの

民家はですね、いつも浸かっているわけですから、もう既に浸かろうとしている中に、そ

ういった排水作業というのはですね、もうその後できないわけですね。 

 どうしてもやはり、緑川に流す、そういった必要があるというふうに思いますので、事

前にですね、町が本当に浸水被害から本当に救うというふうな気持ちがあればですね、そ

ういった対応というのはですね、私は考えられたんじゃないかなというふうに思うんです

けれども、そういった点ではですね、どうしてこれまでできなかったのか、完成しなけれ

ばできなかったものなのか、そういった点はどうなのかというのをですね、一つお伺いし

たいというふうに思います。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） それでは、お答えしたいと思います。 

 現時点ではですね、先ほどお話ししましたけれども、防災ステーションというのが造成

途中段階でありますので、議員がですね、ご質問のとおり、８月11日豪雨災害のときには

ですね、４日前ですね、８月７日の大雨時に防災ステーションの路面にですね、土のうを

設置しておりました。宅地側のですね、排水を抑制する対策と併せて排水ポンプを設置し

てですね、宅地側の内水の排除を実施してきたところであります。 

 防災ステーションの話をしますと、整備計画ではですね、先ほどと重複するところもあ
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りますけれども、出来上がりましたら駐車場路面や排水側溝の勾配が緑川本川側に流れる

ように勾配等整備される予定でありますので、そのため防災ステーションの完成後につき

ましては、防災ステーションの上に降った雨は、緑川本川側に排水される予定でございま

す。 

 ただし、防災ステーション完成後においてもですね、先ほど議員が言われたとおり、宅

地側はもともと低地で水がたまりやすいというような状況で、大雨の際には強制的に排水

が必要になるという場合がありますので、ポンプ設置につきましては、大雨が予想される

際には排水ポンプを必要な箇所に持ち込んで排水するという計画をしております。 

 しかし、今回の豪雨災害では、夜間で集中的な豪雨であったことなどから、二次被害を

考慮するとポンプを設置し排水することは困難な状況であったというところがございまし

た。 

 今回の状況を踏まえまして、今後はですね、先ほど議員が申されましたけれども、ポン

プを常時設置してですね、事前に対策が行えないか、そういったところをですね、検討を

進めていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 是非、この点はですね、検討をですね、進めていただきたいと

いうふうに思います。 

 夜中だからですね、できなかったとかですね、もうそら浸水ははしようがないというこ

とではなくてですね、やっぱりそういった事前にそういった準備をですね、しておくとい

うことがですね、大事だというふうに思いますので、その点はですね、検討を進めていた

だきたいものだというふうに思います。 

 次に、今、話がありました防災ステーションの活用についてお尋ねしたいというふうに

思います。 

 現在、国交省による船津地区防災ステーションがですね、今、整備中でございます。こ

の防災ステーションの目的とですね、工事日程はですね、改めてどのようになっているの

か、まず確認も含めてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） それではお答えします。 

 まず、工事の完了につきましてですけども、工事の完了につきましては、本年度末を目

標に進められております。目的なんですけれども、目的につきましては、防災ステーショ

ンは大雨災害時の水防活動、それから緊急復旧活動を行うための必要な土砂等の緊急用資

材を事前に備蓄しておくほか、活動の拠点として水防団の現場指令や、それから準備、待

機を行う水防センター、水防団等作業員や資材運搬車両の駐車場、緊急輸送用のヘリポー

ト等を整備するものでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 
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○９番（井芹しま子君） 災害時などの緊急復旧活動を行う上でのですね、必要な資材の

備蓄、駐車場、それからまた、今は答弁がありませんでしたけれども、以前にはですね、

ヘリポート等もですね、整備されるように聞いていましたけれども、この防災センターに

ついてですけども、地域住民のですね、車の避難場所とかですね、それから一時避難とか、

そういったものにですね、活用できないのかお尋ねしたいというふうに思っております。 

 といいますのも、星の川団地や周辺の住民にとりまして、地形的にですね、崖崩れや水

の浸水の脅威もありまして、緊急の避難場所としてですね、活用を求める声も上がってお

りますので、この点についてはどうなのかお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） お答えします。 

 緊急避難所としてのお話ですけれども、避難所としてですね、一般車両等の駐車があり

ますと、先ほど申しました水防団等の活動ですね、こういったところの迅速な災害対応に

支障となることが想定されますので、緊急時の避難としてはですね、可能でございますけ

れども、避難所として指定されておりません。 

 また、先ほど申しましたけども、水防団の待機所として活用を考えているものでありま

すので、ご理解いただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 一時避難はいいということで、避難場所としてはですね、水防

団のですね、活動に障害が出るということですけども、どういった水防団というのか、

ちょっと意味が、私ちょっと理解ができておりませんけれども、そういった点ではですね、

一時避難場所でも結構ですので、やっぱり車のですね、避難場所としてもですね、場所的

にはですね、最適な場所でございますし、そういった点ではですね、是非検討をお願いを

したいというふうに思っております。よろしくお願いをいたします。 

 次に、総合運動公園の在り方についてお尋ねをしたいというふうに思います。 

 総合運動公園は、2023年にも大雨によります豪雨、濁流によりまして、人工芝が剥がれ

るなど甚大な被害を出しました。その後、全面復旧に至りましたけれども、最終的に復旧

費用といいますか、なかなかですね、これまでそれが明確に私たちが理解できておりませ

ん、私が理解できてないのかもしれませんけれども。 

 そういった点でですね、今時点で分かるならですね、人工芝、サッカーそれから天然芝、

ソフトボール場、野球場についてのみ、ちょっと答弁ができるのであれば、ちょっとお尋

ねをいたしたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 総合運動公園の災害復旧費用に関しての質問でございま

すが、まずは令和５年度、２年前の災害時のですね、復旧費用のほうをお伝えいたします。 

 天然芝のサッカーコートにつきましては、芝の養生といたしまして約285万円の復旧費

用がかかっております。また、人工芝サッカーコートにおきましては、人工芝が破損いた



- 28 - 

しましたので、その人工芝の全面張り替えというところで約３億200万ほど復旧費用がか

かっております。 

 また、野球場、ソフトボール場、またその野球・ソフトボール場周辺の芝生に土砂が堆

積いたしまして、あとフェンスが一部破損いたしましたので、それの復旧といたしまして

約4,800万ほどの復旧費用がかかっておりました。 

 今年度、８月11日の災害においての復旧費用でございますけども、現在まだ設計委託中

でございまして、具体的な費用というのは出ておりません。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） ありがとうございます。今、本年度の災害についてはですね、

これは本当にまだ１か月ぐらいですので、まだまだというふうに思いますけれども、2023

年度におきましてもですね、大変大きな復旧工事費用となったわけですけども、町民の

方々からはですね、浸水被害と復旧と、これからも同じようなことを繰り返すのかと聞か

れております。 

 多くの方が同じような心配をしておられることだというふうに思いますけども、今後地

球温暖化が進む中で、豪雨災害の回数や規模が大きくなることは予想しなければならない

というふうに考えますが、こうした中でですね、総合運動公園の在り方について、町はど

のようにお考えなのかお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 総合運動公園の在り方といたしまして、回答いたします。 

 まず、総合運動公園の目的といたしましては、やはりにぎわい創出の場として造られ、

現状稼働されているところでございます。その中で、昨年ですね、令和６年度の運動公園

の施設の利用率のほうをまず、お伝えしたいと思います。天候不良、整備、休園日を除く

利用可能日に対して、１日に１時間以上の利用があった場合の利用率というところでご説

明いたします。 

 休日の利用率といたしましては、令和６年度人工芝サッカーコートが97％、天然芝サッ

カーコートが86％、テニスコートが93％、野球場が81％、ソフトボール場が46％と、利用

率が年々高くなってきております。 

 また、本年度、令和７年度の８月の10日現在、水害が起こる前までの利用率といたしま

しては、人工芝、天然芝のサッカーコートが共に100％、テニスコートが98％、野球場が

89％、ソフトボール場が79％と、非常に高い利用率となっておりました。野球・ソフト

ボールに関しましては、やはりどうしても冬場の大会等が減っていきますので、年間通し

ての利用率というのは低下していくところではございますが、シーズン中の利用率という

のは高くなっているところでございました。 

 その中で、にぎわいに関してですが、見た目のにぎわいといたしまして、やはりサッ

カーコートと野球・ソフトボール場の比較といたしまして、休日のサッカー利用に関しま

しては多くがサッカーコート４面を使い、合計８チームが一度に試合をする状況でござい
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ます。審判も含めれば、一度に80名以上の選手がコートに立っている状況でありまして、

選手密度も高く大変にぎわっているように見えます。 

 それに対しまして、野球・ソフトボールに関しましては、野球・ソフトボール場２コー

ト合わせて、野球場・ソフトボール場、グラウンドに立っている選手といいますのが約20

名程度となります。その他の選手は、ベンチに座っている状況でありまして、どうしても

まずにぎわいとしては、サッカーに比べてちょっとにぎわいがないような感じに見えると

ころでございます。これは、競技上の特性でもありまして、野球場のほうも先ほどご説明

しましたように、利用率というのは上がっているところであります。 

 そういう総合運動公園のにぎわいを創出している中で、今後もですね、野球・ソフト

ボール場、また、サッカー、テニスを含めて、愛好者や大会等の誘致を進めていきながら、

管理を進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 利用状況についてもですね、詳しく答弁していただきまして、

今後はですね、今の施設を全面復旧をしていきたいということなんだろうというふうに思

うんですけれども、私はこの点についてですね、復旧費などですね、費用対効果を考えま

すと、野球場とソフトボール場を一体にしながらですね、空いたスペースをサッカー観戦

者のくつろぎの場所にできないのか、その在り方を検討してもいいのではないかというふ

うに考えておりますけども、その点については、利用状況がですね、70％だ、80％だとい

うふうにですね、今言われて、私も資料をですね、頂きましたけれども、ちょっとその答

弁いただく前にですね、ちょっと質問なんですけれども、その前に稼働率の資料をですね、

頂いたんですけども、貸出し可能日数で稼働率を計算されておりますけども、貸出し可能

かできないかという、その点は雨の都合も含まれるということなんですね。貸出し可能日

数が、でも８月10日までというふうに書いてありましたけども、これ１月からなのか４月

からなのかというのがですね、総数が分からないんですけども、その点はですね、土・

日・祝日もですね、今年の４月から数えても違いますし、１月から数えますと、土・日・

祝日の数はですね、倍近くになるわけですけども、これはやっぱり雨のほうが降ったため

に貸出しできないという状況での算定なのか、ちょっと確認します。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 今、ご説明しました使用率に関する使用日数でございま

すけども、井芹議員おっしゃるように悪天候または芝の養生等で利用を停止しているとこ

ろを除いた利用日数としております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 分かりました。それでも稼働率が高くてもですね、日数的には

ですね、年間は本当に30日だったり40日だったりというような形で、私は少ないなという

ふうな印象を受けました。 
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 といいますのも、毎日この安津橋を渡る私たちにとってはですね、常にどうかなという

ふうにいつも目が行きまして、なかなかですね、利用者が少ないなというふうな強い印象

がありました。 

 そして、また一方ではですね、サッカー場については非常にですね、利用者も多く、ま

た観戦者も非常に多いもんだからですね、その方たちがですね、炎天下でですね、もう長

時間観戦をされるわけですね。テントを張ったり、それから日傘を持ったりとされておる

中でですね、そういった点も全部考えてですね、やっぱり野球場とソフトボール場、また

多額の費用をですね、出す復旧事業もですね、今後控えている中で、そういった費用対効

果も考えますと、そういった点では検討してもいいのではないかなというふうに思いまし

たので、その点についてはちょっと答弁をお願いをいたします。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 野球場、ソフトボール場の費用対効果というところでご

ざいますけども、先ほどご説明したとおり、野球場、ソフトボール場に関しましても、利

用率、利用人数も高くなっているところでございます。管理側としても、にぎわい創出と

いう意味で、やはり運動公園には野球場、サッカー場があるべきだというふうに考えてお

りますし、あと、管理側といたしましてはやはり、よりにぎわい、盛り上がり、利用人数

を高めるための誘致活動というのを今後進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 分かりました。利用者の誘致活動をですね、進めていきたいと

いうことですけれども、今後その点につきましてもですね、今後私のほうもいろいろ調べ

させていただきまして、質問をさせていただきたいなというふうに思っております。 

 次に、グラウンドゴルフ場下流に整備を今、計画をされております公園についてお尋ね

をいたします。 

 遊具などを備えた公園整備は、令和10年度の完成を目指して計画をされていますが、子

育て中のお母さん方からは大変期待をされている一方、今回のような豪雨災害を受けるの

ではないかという心配の声も上がっております。 

 この公園整備も含めまして、総合運動公園、グラウンドゴルフ場一体の水害対策につい

てですね、これについては本当に検討をしておられるのだというふうに思いますけども、

どのようにですね、進めようと考えておられるのか、その点についてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） グラウンドゴルフ場のですね、水害対策に関してということ

ですけども、グラウンドゴルフ場の下流側の全体的な公園整備につきましては、昨年８月

に変更登録された「かわまちづくり」計画、こちらに基づきまして、整備することとし、

国交省にも協力いただきながら進めているところでございます。 

 上流側と同じようにですね、水害対策を行うかということですけども、今回ですね、豪

雨災害を踏まえてどのような対策を行うかにつきましてもですね、国交省と併せて協議を
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していきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） その点についてはですね、大きな課題でもありますし、国交省

とですね、十分な協議を重ねられてですね、本当に今、サッカー場についてはですね、法

面をですね、１メートルかさ上げをしておりまして、下のゴルフ場とはですね、ちょっと

大分大きな差があるわけですけども、やっぱりそういった点も考えましてもですね、あの

護岸の小堤の整備というのはですね、非常に総合運動公園のですね、今後についてもです

ね、大きな問題というふうになると思いますので、その点についてはよろしくお願いをい

たします。 

 それから、次に、緑川ダムの放流についてですね、一つお尋ねしたいというふうに思う

んですけども、緑川ダムはですね、洪水調節による治水、それから農業用水供給のための

利水、発電という三つの目的を持つ多目的ダムとなっております。 

 しかし、ダムの一番の目的は洪水調節ではないかというふうに思うんですけれども、さ

て今回の大雨の場合ですね、洪水調節は当然行われたというふうに思いますけれども、ダ

ムの放流は甲佐町等のですね、下流域ではですね、直接影響を受けてしまいます。 

 今回の放流について、どのような調節が行われたのかですね、情報共有などをされてお

られたのか、その点についてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 国交省が所管されますダムにつきましては、利水の目的とな

るために貯留して、水の一部を放流し、ダムで貯水された水位を下げることで洪水調整を

行っておられます。 

 これにつきましてはですね、事前にダムともですね、その辺協議しながら、実施につき

ましては逐一ご連絡いただくという形になっております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） ダムのほうでは、それについてはですね、ダムの規定に沿って

ですね、放流をされたというふうに思うんですけども、何せですね、雨量の予測はですね、

難しいわけですけども、降ってみないと分からないものなのかですね、私がお伺いしたい

のはですね、このダムの貯水量の問題をちょっとお尋ねしたいと思うんですけれども、洪

水期においてですね、通常の洪水をため込む容量といいますか、空き容量をですね、増や

すことはできないかというふうに思うんですけども、その点についてはどうなのかという

のをですね、ちょっとお尋ねをいたします。この点についてもですね、情報共有されてお

られるのか、ちょっとお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 空き容量につきましてはですね、ダムのほうにつきまして、

一応今回の大雨についてお話しますと、今回の大雨ではピーク時にですね、約、ダムに流
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入が1,845トン１秒間に入っております。これはですね、緑川ダム管理開始以降、第２位

の流入量となっておりまして、その際、緑川ダムではですね、１秒間に1,045トンの流入

量以下に抑えた放流量で出されているところであります。 

 貯水容量についてはですね、そのとき、今回の豪雨につきましては、緊急放流を行うま

でには至らず、貯水容量につきましても不足するまでには至らなかったというところで報

告を受けているところです。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） この問題はですね、空き容量の問題についてはですね、よく出

される問題なんですけども、多目的ダムはその対応に限界があるのかもしれませんけども、

下流域の直接影響を受ける地域にとりましては、もうこれは関心はですね、このダムの放

流というのはですね、関心を払わずにはいられません。 

 ダムの土砂堆積で、それもですね、空き容量を広げるというのはですね、難しいという

問題もあるかというふうにですね、思うんですけども、そういった点ではですね、ダムと

の情報共有と、それからダムの放流についてはですね、町民へのですね、情報提供もです

ね、私はきちんとされる必要があるのではないかというふうに思うんですけども、その点

はどういうふうになっているのかお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時29分 

再開 午前11時30分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 失礼いたしました。 

 ダムからのですね、放流につきましては、事前に町のほうにですね、ファクスでお知ら

せが来ております。何時ぐらいから流すとかですね、そういったのは来ております。 

 で、住民に関しましては、サイレン等でですね、流すようなところで周知をするという

ところで伺っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） サイレン等だけなので、今、放流が行われているなというふう

なのはですね、町民に分かったりするんだと思うんですけども、やっぱり時間的な問題で

すよね、何時にここの放流をされて、それがダムからですね、甲佐町の中甲橋まで至るの

にですね、どのくらい時間がかかるのかも分かりませんけれども、本当に、今回は１時ぐ

らいから放流を始められてですね、もうその影響というのはですね、大雨ももちろん１時

ぐらいから非常に大雨にもなっておりますので、その兼ね合いもありますけれども、やっ



- 33 - 

ぱりそれと合流してですね、本当にこの浸水を起こすわけですから、その点についてはで

すね、もう少し町としてもですね、そういった点では町民への対応というのもですね、

ちょっと考えるべきじゃないかなというふうに、そういった点では思いますので、今後の

検討課題としてですね、是非よろしくお願いをしたいというふうに思います。 

 そういったのも頭にですね、町民の方があるとですね、やっぱり避難とかですね、そう

いったので対応できるというふうに考えますので、よろしくお願いをいたしたいと思いま

す。 

 それから最後にですけども、大町の排水機場のですね、機能と今後の対策についてお尋

ねをしたいというふうに思います。 

 ８月11日に、大町の排水機場周辺の民家では、床上・床下浸水の被害が起こっているわ

けですけども、すぐ近くに住む方々からはですね、この排水ポンプ場ができたから安心し

切っていたと言われておりました。だから移転してきたのにと落胆をされておりました。 

 その点でですね、この排水機場設置に至る経緯といいますか、そして排水機の機能とい

いますかね、どのようなものなのかというのをですね、お尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 大町排水ポンプ場の件ですけれども、目的としましてはです

ね、先ほどお話ししてあったとおり、流域で浸水しないように、事前にですね、ポンプで

吸い上げで、緑川の本川に流し込むというのが目的であります。 

 機能としましては、大町排水ポンプ場のポンプ１台で、１秒間に0.133トンの排水能力

があります。で、３台ございますので、１秒間で約0.4トンを排水することができます。 

 施設規模につきましては、内水処理施設の確保すべき安全度ということから、10年に１

回規模を基準としてポンプの選定を行っております。10年に１回の規模の確率といいます

のは、１時間の雨量が66ミリ、６時間でいきますと161ミリというふうになっております。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） この排水機能についてですね、今、雨量についても答弁いただ

きましたけれども、これがですね、本当に１基でですね、この0.4トンを排水をするとい

うことですけども、その兼ね合いというのはどうなんですかね、この雨量をですね、完全

に、この0.4トンという形で排水をしていけば、十分それは排水をできると、そこに浸水

被害を出さないということになったんですかね。 

 今回の雨量というのはですね、そういった点ではどのくらいだったのか、ちょっとお尋

ねします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） お答えします。 

 先ほど申しましたけれども、排水ポンプ１台でですね、0.133トン、先ほど申しました

３台で１秒間に0.4トンという形、３台ございますので、３台で0.4トンの排水をします。 

 この排水能力といいますのが、先ほどお話しさせていただきました10分の１規模の排水
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能力を有するということになりますので、先ほど申しました１時間の雨量が66ミリ、６時

間で換算すると161ミリの排水能力があるというふうに設定されております。 

 今回の降雨量につきましては、１時間雨量が83ミリ、それから６時間雨量が265ミリと

いうふうに、施設能力以上の雨だったということが分かっております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 機能以上のですね、雨が降ったということで、それに対応でき

なかったということを答弁いただきましたけれども、そういった点ではですね、今後の雨

量というのはですね、町長も言われましたように、この気候変動の下でですね、こうした

災害がですね、予想以上の災害がもうこれが普通になるというようなこともですね、当然

考えなくちゃいけないわけですけども、そういった点ではですね、この浸水はですね、も

う家屋で一番近いところではもう床上１メートル以上になっておられるわけですね。 

 そういった点ではですね、今後の対策といいますか、その点についてはですね、どのよ

うにお考えなのかお尋ねしたいというふうに思いますけれども、あと１点ですね、あれが

電気で動いているのかですね、それから停電でもしたらですね、熊本市のニュースで見た

んですけども、そういったことでですね、対応できないというようなことになったら、も

う非常に大変ですので、そういった点がどういうふうになっているのかということとです

ね、それから、これ誰が管理しているのかですね、その点について、三つお尋ねをいたし

ます。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） まず、電気につきましてはですね、受電設備がございますの

で、そちらを通してしておりますので、今回停電もありましたけども、それの影響もなく

ですね、動いておりましたので、電気に関してはですね、今回は異常はなかったというふ

うに判断しております。 

 それと、管理につきましては、町のほうでですね、データ管理というものを行っており

まして、ポンプが正常に動いているかどうかというのは、データ通信を利用して把握して

いるところであります。 

 それから、今後の対策につきましてですけれども、先ほどありましたように、今回の大

雨のようにですね、想定以上激甚化・頻発化するような現在の異常気象を考えますと、先

ほど申されましたけども、今後の対策としてはですね、ポンプの性能や設置台数など、施

設規模の拡大についても検討が必要でございますけれども、前にお話しさせていただきま

したけども、南谷川ですとか湯田川、大井手など、流域全体でのですね、抜本的な対策も

検討していかなければならないというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 分かりました。 

 最後にですね、このポンプ場をですね、見ますとですね、監視カメラがですね、ないん
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ですけれども、この監視カメラもですね、備えるべきではないかというふうに思いますの

で、最後に忘れておりましたけども、その点についてお尋ねします。 

 また、この監視カメラなんですけども、被害をですね、もう未然に防ぐためにも、町内

でのですね、浸水などの災害リスクの高い場所においてはですね、できるところはですね、

監視カメラそれからセンサーですかね、そういったもののですね、設備をですね、できる

ところはですね、いち早く設置を行いまして、いち早く情報を集めるなどですね、災害対

応それからまた住民のですね、対応にですね、活用できないかというふうに思いますけれ

ども、その点についてはですね、最後にどういうふうにお考えなのかということをですね、

お尋ねをいたしまして、私の質問を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） すいません、監視カメラの件ですけれども、令和６年度にで

すね、５機のカメラを設置しておりまして、こちら河川、大井手川ですとか、それから下

横田、緑川団地ですね、こちらのほうに設置しております。 

 で、先ほどありました大町排水池に監視カメラがないということですけども、こちらに

つきましては、本年度ですね、排水機場のところ、排水ポンプ場のところに設置を考えて

おりまして、そのほかに下横田の排水ポンプ場ですとか、重要施設にですね、カメラ設置

を考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 令和６年度はですね、今、答弁いただきましたように５か所で

すね、設置をされております。今後もですね、設置のほうについてはね、検討をされてい

くというふうに思いますけども、数々の防災対策が今本当に講じられておりますけども、

改めて今後ですね、豪雨災害の頻発化も予想されますので、その対策の強化を進めていた

だくことをですね、求めますとともにですね、質問はですね、もう改めて今後も引き続き

させていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これで、９番、井芹しま子議員の質問は終わりました。 

 以上をもって、一般質問の通告者全ての質問を終わりました。 

 しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時41分 

再開 午前11時42分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────── 

 日程第２ 認定第１号 令和６年度甲佐町一般会計歳入歳出決算の認定について 

○議長（宮本修治君） 日程第２、認定第１号「令和６年度甲佐町一般会計歳入歳出決算
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の認定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、認定第１号についてご説明申し上げます。 

 認定第１号、令和６年度甲佐町一般会計歳入歳出決算書でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和６年度歳入総括表です。説明につきましては、款と収入済額で行いたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 款１町税、収入済額16億5,400万995円。款２地方譲与税7,376万5,000円。款３利子割交

付金28万6,000円。款４配当割交付金341万5,000円。款５株式等譲渡所得割交付金575万

2,000円。款６法人事業税交付金1,920万7,000円。款７ゴルフ場利用税交付金939万7,850

円。 

 次のページをお願いいたします。 

 款８地方消費税交付金２億6,303万5,000円。款９環境性能割交付金689万1,000円。款10

地方特例交付金4,987万3,000円。款11地方交付税30億723万5,000円。款12交通安全対策特

別交付金74万2,000円。款13分担金及び負担金3,615万7,921円。款14使用料及び手数料

7,637万9,341円。款15国庫支出金16億5,636万3,839円。 

 次のページをお願いいたします。 

 款16県支出金５億7,777万5,449円。款17財産収入1,967万2,100円。款18寄附金68億

6,981万500円。款19繰入金10億8,960万2,217円。款20繰越金１億7,195万6,979円。款21諸

収入２億2,931万5,251円。 

 次のページをお願いいたします。 

 款22町債５億7,511万9,000円。 

 歳入合計です。収入済額157億9,575万2,422円となります。 

 次のページをお願いいたします。 

 （「442円」と呼ぶ者あり） 

○総務課長（荒田慎一君） すいません、157億9,575万2,442円となります。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和６年度歳出総括表です。説明につきましては、款と支出済額でいたします。よろし

くお願いいたします。 

 款１議会費、支出済額7,317万3,800円。款２総務費39億4,183万2,272円。款３民生費22

億3,525万5,999円。款４衛生費５億5,512万3,349円。款５農林水産業費２億8,219万8,234

円。 

 次のページをお願いいたします。 

 款６商工費38億3,963万4,912円。款７土木費７億1,359万3,992円。款８消防費３億

7,045万7,700円。款９教育費……。 

 （自席より発言する者あり） 
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○総務課長（荒田慎一君） すいません、戻ります。款８消防費３億7,045万7,760円。款

９教育費４億5,728万8,140円。款10災害復旧費３億3,392万7,495円。 

 次のページをお願いいたします。 

 款11公債費11億11,76万8,625円。款12諸支出金及び款13予備費につきましては、支出済

額は０円となっております。 

 歳出合計、支出済額が139億1,425万4,578円となります。 

 歳入歳出差引残額が18億8,149万7,864円で、このうち基金繰入金が９億円となります。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 続きまして、106ページです。 

 実質収支に関する調書になります。区分と金額を読み上げさせていただきます。 

 区分１、歳入総額、金額が157億9,575万2,442円。区分２、歳出総額、139億1,425万

4,578円。区分３、歳入歳出差引額、18億8,149万7,864円。区分４、翌年度へ繰り越すべ

き財源が（２）でございます繰越明許費繰越額として１億1,703万4,000円。５、実質収支

額が17億6,446万3,864円。区分の６の実質収支額のうち地方自治法第233条の２の規定に

よる基金繰入額を９億円としております。 

 ５の実質収支額から６の基金繰入金額を差し引きました８億6,446万3,864円が次年度へ

の繰越しとなります。 

 なお、すいませんここで１点、訂正というか、おわびを申し上げます。 

 令和６年度主要施策一覧のページがですね、９ページから10ページが、すいませんが重

複をしております。この関係課につきましては、地域振興課、くらし安全推進室、税務課

のところになります。ちょっとページを差し替えますと、いろいろ後が大変になりますの

で、そのまま行かせていただきたいというふうに思っております。大変申し訳ございませ

んでした。 

 もし、質問される場合については、関係課を言っていただければというふうに思います。

よろしくお願いいたします。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 以上で説明が終わりました。 

 しばらく昼食のため、休憩します。午後は１時から再開します。 

────────────── 

休憩 午前11時52分 

再開 午後１時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問することができます。 

 まず歳入から、款１町税から款14使用料及び手数料、８ページから15ページ下段まで、

何か質問はありませんか。８ページから15ページ下段までです。 

 １番、甲斐議員。 
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○１番（甲斐良二君） １番、甲斐でございます。款１町税の個人町民税について、税務

課長のほうにお尋ねいたします。 

 主要施策成果の一覧の10ページにも記載されておりますけど、個人町民税に関しまして

は、前年比で3,029万2,500円の減額というふうになっております。主立った理由といたし

まして、当時の岸田政権が行いました定額減税、１人１万円の減税ですね、こちらによる

ものというふうな理由が記載されておりますが、それ以外にもし何かございましたらお尋

ねをいたします。 

 また、あわせまして、この3,000万円ほどの減額となっておりますが、それに対する国

の軽減措置ですかね、そういったものがあったのかどうかをお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 税務課長。 

○税務課長（松野洋幸君） お答えいたします。 

 まず、減収となった原因としましては、もう定額減税です。ほかの理由はあんまりない

というか、もうこれ、定額減税が一番の理由となっております。あと、定額減税の税収減

につきましては、地方特例交付金、11ページのほうになるんですけれども、そちらのほう

で全額国費で補塡されるということになっております。 

 以上となります。 

○議長（宮本修治君） １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） 同じく、町民税に関してでございます。こちらは主要施策成果一

覧の11ページでございますが、不納欠損それから未収済額も記載をされておりますが、不

納欠損につきましては昨年と同様の36人というふうではございますが、607万7,128円と前

年比の320万ほど増加しているというふうに、決算審査の意見書６ページにも記載されて

おります。未収済額も3,956万円と、かなりの金額になっております。 

 期限内にきちんと納付された町民の皆様、そちらの方々からのですね、税の公平性とい

う観点から、やはり厳しいですけど、これは徴収率100％を目指して対策を取っていかな

ければ、対策の強化をですね、図っていかなければならないと思いますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（宮本修治君） 税務課長。 

○税務課長（松野洋幸君） お答えいたします。 

 不納欠損につきましてですけれども、令和５年度と令和６年度で人数は同数ということ

と、金額的には320万程度増加になっております。主に増加しているのが、固定資産税に

なっております。 

 不納欠損に至るまでには、臨戸や電話催告また預金等の調査、動産・不動産の差押えを

行っても回収が今後難しい案件につきまして執行停止を行いまして、その後も資産の状況

等の実態調査を継続しながら、３年間状況が変わらない場合について、原則不納欠損を行

うということにしております。 

 甲斐議員のおっしゃるとおり、ほとんどの方がですね、納付期限内に納付されていると

いうのが現実でありますし、公平性からもですね、特に現年分についてですね、100％を
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目指しながらいきたいとは考えておりますけれども、どうしても個別の案件ごとにですね、

実態調査をしっかりしながらでありますが、執行停止、不納欠損も併せて行きたいと考え

ております。 

 以上となります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。番号を言うてください。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。主要成果一覧の９ページは対象の範囲だったで

すかね。地域振興課です。 

 収入のほうですが、ふるさと甲佐応援寄附金、ふるさと納税事業ということで68億

6,573万500円と……。 

 （「まだです、まだ」と呼ぶ者あり） 

○５番（佐野安春君） まだですかね、これは。 

○議長（宮本修治君） 主要成果一覧の何ページね。 

 （「地方税の寄附金は、まだ」と呼ぶ者あり） 

○５番（佐野安春君） ああ、そうですか。じゃあ、すいません、失礼しました。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、款15国庫支出金から款16県支出金、15ページ下段から25

ページ中段まで、何かありませんか。15ページ下段から25ページ中段までです。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 17ページですけれども、重層……。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員、マイクを向けてください。 

○９番（井芹しま子君） 17ページですけれども、重層的支援体制整備事業移行準備補助

金が出ているわけですけども、420万、これは支出ともちょっと兼ね合いがあるんですけ

ども、どういった体制がですね、今つくられているのかですね、その中身について答弁を

お願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 失礼しました。重層的支援体制整備費のところですね。まず、

内容につきましては、重層的なほうにつきましては、こちらのほうにつきましてはですね、

こちらのほうですね、既存の相談支援とか地域づくりの取組を生かした子育て、障害、高

齢、生活困窮といった分野別の支援体制では対応し切れないような地域住民の複雑化、複

合化した支援ニーズに対応する包括的な支援を行うようなものになっております。 

 こちらにつきましては、今現在、社会福祉協議会のほうに多機関協働による包括的支援

体制というのと、アウトリーチ等の充実による継続的支援の取組準備、あと社会への参加

支援というのを社会福祉協議会のほうに委託をしております。 

 また、あゆの里のほうにですね、アウトリーチ等の充実による継続的支援の取組状況と

いうのを委託しておりまして、今現在、本格的稼働に向けて試行的な状態でやっていると
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ころになります。 

 障害の関係とかの相談に行ったらば、そのお家の中にひきこもりの方がいたとか、そう

いったときにですね、一つの支援ではなく、重層・複合的な支援のときにですね、行うよ

うな事業になっております。 

 実際、今のところ３件をですね、実際しておりまして、そのところにおきまして継続的

にですね、通って支援を行ったような状況になっております。 

 支援の内容につきましては、以上です。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 重層的な、これまでいろいろな住民が抱える課題、本当に重層

的にいろいろあるわけですけども、そういったいろんな法的に、それは専門的な知識が必

要とされるんだろうというふうに思うんですけども、そういった中でですね、社協の体制

がそれで取れているのかですね、そしてまた、そういった法的な問題、様々な問題をです

よね、障害者問題の一、その分野では、あゆの里でもいいかもしれませんけれども、そう

いった体制がですね、すぐに社協だとかですね、それからあゆの里だとかというふうに委

託するというのはですね、今の答弁から聞くとですね、ちょっと違和感を覚えるんですけ

れども、その点についてはどんななんですかね。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） すいません、説明が足りず、申し訳ございませんでした。 

 こういった複合的なところの状況をですね、入りまして、そこに社協とかあゆの里が

行って確認してですね、それをですね、ほかのところ、事業所とかにつないだりしてです

ね、専門的な人を入れて会議をしていくような形です。で、この世帯にはどういった支援

が必要か、例えば障害者の支援があるとか、ひきこもりの方に対しては継続的にですね、

社会参加へのほうを導くためにですね、継続的に訪問して、信頼関係をつないでいって、

その後社会参加につなげるとかですね、そういった専門的知識の方、事業所等にもですね、

当然入っていただくような形になりますし、庁舎内、うちのほうにつきましても、例えば、

その方が生活困窮であれば福祉課、住宅の関係があったらば建設課とかですね、そういっ

た関係課を集めてですね、そういったところで、この世帯にはどういった支援をしていく

かというところをですね、いろいろな部署を集めて参加することになります。それが庁舎

内でもありますし、ほかの事業所も含めたところで体制をつくっていくような形になりま

す。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、款17財産収入から款22町債、25ページ中段から34ページま

で、何か質疑ありませんか。25ページ中段から34ページまでです。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 23ページですけれども、鳥獣被害防止緊急捕獲と……。 
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○議長（宮本修治君） 井芹議員、25ページからですよ。 

○９番（井芹しま子君） 失礼いたしました。これは過ぎてしまったんですね。25ページ

からでしたね。ちょっとし直します。ちょっと待ってください。 

○議長（宮本修治君） では、ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。先ほどは失礼しました。26ページの寄附金のこ

とでお尋ねします。説明資料の９ページにもありますが、ふるさと甲佐応援寄附金につい

てお尋ねいたします。 

 こちらのほうでは、ふるさと納税について、どれだけ寄附を頂いたということで載って

おりますが、この収入の部じゃなくて支出のほうはですね、それぞれいろいろ分かれてい

ると思うんですが、支出のほうの内訳をですね、ちょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 支出の分につきましては、主要施策のもう一つの金額

が載っている表のほうにも載せておりますけれども、内訳といたしましては、返礼品につ

きましてが22億1,304万9,461円、それから通信運搬費が591万656円、それから手数料につ

きましてが８億4,882万7,775円、業務運営委託料につきましてが６億2,208万5,123円です。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番。今の説明がありました中で、その手数料というのは、どち

らに支払えるものでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 手数料につきましては、ポータルサイトの使用料、そ

れからクレジット決済手数料というところでのお支払いになります。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 今、ご説明いただきました手数料について、ポータルサイトとい

うことでありましたが、ポータルサイトについてはどれだけ利用をされているんでしょう

か。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） ポータルサイトにつきましては、11のサイトを利用さ

せていただいております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、歳出です。歳出については、おおむね款ごと行います。 

 まず、初めに、款１議会費、35ページから36ページ上段まで、何かありませんか。35

ページから36ページ上段までです。ありませんか。ありませんか。 
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〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） では、次に款２総務費、36ページ上段から53ページ下段まで、何

か質疑ありませんか。総務費、36ページ上段から53ページ下段までです。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 39ページですけれども、集落支援員報償費が入っておりますけ

れども、これは１人幾らとかという形になっているのか、ちょっとその点をお尋ねをいた

します。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 集落支援員につきましては、月額18万円で支給をして

おります。 

 以上です。失礼しました、人数につきましては２人分となっております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 40ページですけれども、甲佐高校人材育成業務委託料300万円

ですけれども、これは起業を目指す子どもたちを育成をすると、大本は甲佐高校の存続の

ために行われている事業ですけども、この内容ですね、どういったカリキュラムが組まれ

ているのかですね、その点を確認しながらですね、本当に企業育成を目指してやっておら

れる内容なのかですね、その点はきちんと確認できているのかお尋ねをしたいのとですね、

それから企業版ふるさと納税マッチング委託料というふうにありますけども、企業版のふ

るさと納税が幾らだったのかですね、そして委託先はどこなのかということについてお尋

ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時18分 

再開 午後１時18分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） まず、甲佐高校につきましてが、起業家の人材育成と

いうことでご質問でございますけれども、起業家を目指す人材育成につきましては、令和

７年度の予算で計上させていただいておりまして、令和６年度につきましては、通常の

キャリア教育というところでの業務委託をさせていただいております。 

 それから、企業版ふるさと納税につきましては、令和６年度につきましては実績といた

しまして400万というところでございます。 

 あと、業務委託をしている相手方といたしましては、金融機関とそれからコンサルの２

社に依頼をしているところでございます。 
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 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 同じくその下なんですけども、「子どもたちの夢・チャレンジ

応援」ということで、講演委託料がですね、149万9,999円というふうになっているのはど

うしてなのかというのがちょっと疑問に感じましたので。そして、これについてはですね、

委託というのがですね、どういった中身なのかというのについてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） こちらの「子どもたちの夢・チャレンジ応援」講演会

事業につきましては、こちらが著名な方に来ていただきまして、子どもたちに夢や希望を

持っていただくような講演をしていただくというところでの講演会と、それからバス関係

の業務も含まれておりますので、それを包括いたしまして、委託料というところでさせて

いただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、次に款３民生費、53ページ下段から62ページ

上段まで、何か質疑ありませんか。款３民生費、53ページ下段から62ページ上段までです。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 54ページですけれども、物価高騰対策重点支援給付金システム

改修業務委託料というのが同じくあるんですけども、これが二つに分かれている理由を

ちょっとお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） こちら、二つ分かれていることにつきましてはですね、一つ

が福祉課のほうの給付金の分です。もう一つのほうが、税務課のほうの定額減税のほうの

システム改修ということで、福祉課と税務課の分のシステム改修です。予算のほうにつき

ましては、３款のほうで組んでおります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。55ページにですね、老人福祉費の中に敬老祝金って29

0万ほどありますけれども、これは大体どういった方が対象で、どういった目的に使うと

いいお金がだったんですかね。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 敬老祝金についてお答えします。 

 こちらですね、100歳到達者の方と、88歳到達者の方のほうのですね、祝い金です。100

歳に関しましては、国のほうから銀杯も一緒にお渡しすることになります。そういった敬



- 44 - 

老のお祝いということになります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、次に款４衛生費、62ページ上段から68ページ

下段まで、何か質疑ありませんか。款４衛生費、62ページ上段から68ページ下段までです。

ありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、次に款５農林水産業費、68ページ下段から75

ページ上段まで、何か質疑ありませんか。款５農林水産業費、68ページ下段から75ページ

上段までです。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） ちょっとここでお尋ねします。鳥獣被害防止、ページは74ペー

ジですね。鳥獣被害防止緊急捕獲等対策推進補助金というのがあって、この関係ではです

ね、どういう体制になってですね、今、鳥獣被害防止対策がですね、進められているのか

というのをですね、ちょっとお尋ねをいたします。 

 で、その588万というのが支出されておりますけれども、これはどこに補助金が出され

ているのかというのをお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 すいません、有害鳥獣の対策のですね、捕獲頭数によりまして、鳥獣被害の協議会のほ

うにですね、支出をしております。昨年度は、イノシシが475頭、ニホンジカが226頭と、

猿が４頭、カラスが17羽にですね、補助金のほうを支払っております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 72ページの一番下のところに、糸田地区の基盤整備事業のがあっ

ておりますけども、この事業の進捗状況について、どれぐらい今行っているのか、それに

ついてお聞かせください。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 昨年度ですね、令和６年度に促進計画書作成委託というのを行っております。で、令和

８年度の採択に向けまして、現在ですね、地域のほうで検討会をされていますし、あと未

相続のところとかですね、各推進の委員会のほうでですね、未相続のところの相続登記の

ほうをですね、促している状況になります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 
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○11番（本田 新君） じゃ、順調に計画どおり進んでいるというふうな理解でよろしい

んでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 除外地等もですね、確定しまして、今、順調に進んでいる

状況になります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 71ページですけれども、農機具導入事業補助金ということで出

されてされておりますけれども、この農機具補助なんですけれども、これは認定農家とか

法人関係だというふうに思うんですけども、専業でなくてもですね、法人でなくてもです

ね、兼業農家でもですね、先祖から受け継いだ農地を守ってですね、耕作放棄地を防いだ

り、その果たす役割はですね、やっぱり大きいというふうに思うんですけども、そういっ

た方たちが、農機具をですね、もう買えなくて、やっぱり１反でも２反でもですね、農機

具というのは必要なわけですよね、トラクターとか必要になりますので。 

 これについてですね、そういうふうなことであればですね、もう次々とやっぱり、農家

というのはですね、極端、これから先少なくなっていくというふうに思うんですよね。 

 そういった点で、やっぱり専業農家でなくてもですね、本当に兼業農家で一生懸命やっ

ている農家もですね、専業農家に近いところというのは幾らでもあるわけですよね。そう

いった点ではですね、どういうふうにしてその人たちが継続して農業をやっていけるかと

いう点についてはですね、この農機具支援についてはですね、もうすぱっとこう線を切る

のではなくて、そこら辺の検討はですね、是非すべきじゃないかというふうに思うんです

けれども、何らかの形でですね。そういった点についてはどんなかなと思いますけど。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 現在、確かに井芹議員がおっしゃるとおり、認定農業者を含めた３戸以上の組合とか、

あと法人等に町の単独事業としましては４割補助しております。それと別にですね、国、

県の補助事業も行っております。 

 確かに、高齢化とか進んでおりますのでですね、国の補助とか県の補助も考えながらで

すね、今後は検討していかなければいけないかなというふうには考えております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。ページの73ページの中にですね、負担金及び補助金交

付金ですかね、という項目があります。その中で、県のため池協議会への負担金というこ

とで、金額は小さいですけどもありますが、実際に甲佐町にですね、どれだけのため池が

あって、県のほうもおそらく重要視しておられるんで、県のほうが負担金を取られて、町
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として管理していきなさいよというような指導だろうと思うんですよ。 

 で、何で聞くかというのは、先ほど災害等のこともいろいろ一般質問の中でもありまし

たけれども、将来的にはですね、ため池は用水でもありますけれども、防災の意味で考え

るとダムのような感じですよね。これを町にどのくらいの個数がどの地域にあって、そし

てそれをどういった形で維持をしていくのかというのは、将来的に災害に対しては非常に

重要な、私は案件だと考えますもんで、まずどのくらいの箇所があって、維持管理につい

てはどちらがされているのかについてお答えいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 ため池台帳というのを町で製作しております。全体件数としましては43か所で、防災重

点ため池といいまして、被災した場合、下流域に被害等がある場合が28か所で、主にです

ね、区が管理されています。 

 県のほうからですね、劣化状況調査という調査をされまして、そこで該当する場合は今

後整備していくというような流れになっております。 

 今のところですね、劣化状況調査で異常が見られるというところは聞いておりません。

事務局がですね、土地改良事業団体連合会にあります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 10番、宮川です。 

 今のため池の３番議員の質問で関連ですけども、じゃあ県が調査して、劣化状況がどう

こうちゅうことを話されたけど、町内どこをされたの。本当にちゃ失礼、本当というとは

おかしいけど、町内のどこのため池をされたのか分かってますか。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時34分 

再開 午後１時40分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） すいません、大変お待たせしました。 

 防災重点ため池としましては28か所ありまして、劣化状況調査もまだ途中であります。

で、劣化状況調査でですね、改修が必要となった場合は、先ほど言いましたとおり、大方

といいますか、大半が区の管理となっておりますので、町としましてもその劣化状況調査

の被災度が強いという場合には、町としましては県と協議をしまして、早急にですね、改

修を進めていきたいというふうに思っております。 

 以上になります。 
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○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 状況は分かりました。でですね、町長、やはり災害がこれだけ頻

発しております。で、先ほども町長おっしゃったけど、そういうところを踏まえてですね、

町としてもやっぱり県とか土改連とかにお願いしてというのも十分分かります、それは組

織だから。しかしながら、町としてもそういうところはもう一回調査していただいて、そ

して管理をなさっておる地区の方のお話も聞いて、そういう対応を取っていただけるよう

お願いできませんかね。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） ため池の先ほど農政課長のほうが説明しましたけど、防災重点た

め池についての今後の調査等は、今、県のほうが進められているということで、担当の課

長のほうがご説明申し上げました。 

 おそらく県もですね、予算の範囲内で中長期的な視点でおそらく調査をされているとい

うふうに思います。ただ、今回このような大規模な水害が発生いたしました本町といたし

ましては、これはもう中長期というよりも短期的な部分でですね、県のほうにも早急に予

算をつけていただいてですね、調査のほうをしていただいて、そして改修が必要なため池

等については早急にですね、整備が図れるように、そういったのも私が先ほど申しました

ような今回の水害を教訓とした抜本的な対策につながってくると思いますので、町のほう

からもこのため池協議会のほうには要望等を行っていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） 74ページに、狩猟免許取得費補助金32万ありますけど、補助金を

出すようになって免許を取る方が増えてるのかどうか、その辺りの質問と、先ほど有害駆

除の頭数は聞きましたけども、各に今、幾ら払っているのかを再度確認させていただきた

いと思います。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時43分 

再開 午後１時44分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） すいません、補助をしまして、令和３年度からしておりま

すけど、令和５年度が３人、令和６年度が４名となっております。 

 それと、金額につきましては、猿が３万円、イノシシの成獣が9,000円、イノシシの幼

獣が4,000円、鹿が9,000円、カラスが500円となっております。 

 以上になります。 
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○議長（宮本修治君） ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ただいま、イノシシとかは9,000円というお話を聞きましたけど、

これは結構各地域によって値段の差がありますよね。なぜ、この質問したかといいますと、

実際今捕られている方が高齢のこともありますけども、メンバー、グループで捕っている

と。で、実際問題、高いところで申請することが多いというようなお話もあります。 

 そういったことで、やはりある程度値段の統一性、その辺りもちょっと検討されたらど

うかなと思いまして、その辺りの答弁をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 今、荒田議員がおっしゃいますとおり、鳥獣を捕獲される

方たちも高齢ということでですね、確かに駆除隊のほうからお話をいただいております。 

 今後もですね、そういうことでうちの課の中でもですね、そういう話が出ておりますの

で、今後ですね、そういうふうに検討していきたいとは思っております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 大井手川のですね、休憩所撤去工事がありますけれども、これ

について説明をお願いをいたします。 

○議長（宮本修治君） 何ページですか。 

○９番（井芹しま子君） 73。 

○議長（宮本修治君） 73ページですね。 

 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 大井手川につきましては、大井手川を守る会という会を、岩下１区と岩下２区でつくら

れております。そちらにですね、大井手川の除草や柳の管理等を委託しております。 

 以上になります。 

 （「撤去工事」と呼ぶ者あり） 

○農政課長（上古閑一徳君） ああ、撤去だ、すいません。失礼しました。すみませんで

した。大井手川の休憩所の撤去につきましては、横田地区のですね、休憩所が老朽化して

おりましたので、撤去をいたしました。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ２番、田中議員。 

○２番（田中孝義君） すいません、有害鳥獣関係の関連でようございますでしょうか。 

 （「マイクをいいですか」と呼ぶ者あり） 

○２番（田中孝義君） 有害鳥獣関係の関連でよろしゅうございますでしょうか。 

○議長（宮本修治君） はい。 

○２番（田中孝義君） せんだって農政課のほうにはお電話したと思いますけど、そこの
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甲斐区長さんのところ付近に、あしたから学校始まるのにイノシシが出ているということ

で、その後何か猟友会の方に相談されて、捕獲するというような話でしたけど、その後ど

うなってますでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 以前お話があった分につきましては、その日にですね、罠

を設置されまして、捕れたということで連絡を受けております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、款６商工費、75ページ上段から78ページ中段までです。款

６商工費、75ページ上段から78ページ中段までです。 

 １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） １番、甲斐でございます。77ページの交流拠点施設指定管理料

200万ということで計上されておりますが、地域振興課のほうにお尋ねをいたします。 

 これにつきましては、主要施策成果９ページを御覧いただきますと、井戸江峡交流拠点

施設、それから仁田子の古民家交流拠点施設の入込客数などが記載をされております。ご

承知だと思いますが、２施設につきましては、もう年々年々入込客数が減少をいたしてお

ります。それについて、率直に減少していることについて、どう思われているのかをお尋

ねいたします。 

 私はですね、このまま何も対策をしなければ、じり貧になっていくのではないかという

ふうに思っております。ここに書いてある数字、令和５年度と比べるとですね、井戸江峡

に関しましては、もう1,300人減っております。また、古民家交流拠点施設、仁田子の交

流拠点施設に関しましては1,500人と、あわせまして２年前ですね、令和５年と比べると

ですね、井戸江峡につきましては何と2,800人も減少しておりまして、仁田子の古民家交

流拠点施設も何と2,400人ほどですね、減少しております。 

 まずは、この減少していることに関して、どう捉えているのかをお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 減少につきましての考え方というところでお答えさせ

ていただきます。 

 まず、井戸江峡の交流拠点施設につきましては、議員がおっしゃるように、前年度比

22％の減少ということで、毎年度20％を超える減少幅が出ているような状況でございます。 

 こちらにつきましては、一つはキャンプブームというところで、令和元年度にかなりの

ブームが来ていたところではございますけれども、こちらにつきましてのブームについて、

だんだんと減少してきているというところで、担当課としても考えておりますけれども、

こちらにつきましては交流拠点施設というところで、各種イベントを開催させていただく

ことで、交流人口のほうの拡大を図っているところではございますけれども、現状といた

しましてはお示ししている数字となっているところでございます。 
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 また、古民家交流拠点施設につきましても、減少しているというところでございますけ

れども、こちらにつきましては、昨年度少し営業形態を変えておりまして、特に料理をさ

れるコックの方につきましての家庭環境もございましたので、夜間につきましてが、予約

制のみというところで営業形態をちょっと変更させていただいております。 

 そういったところもございまして、入込客数のほうが減少しているというような状況に

なっております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） ありがとうございました。私もこれにつきましては危機感を持っ

てですね、町とそれから指定管理者と一緒になって、例えばＳＮＳを使ったＰＲ、去年も

これ、同じような発言をさせていただきました。 

 あと県内にですね、グランピング施設に関しましては、天草、阿蘇、人吉等に同じよう

なやつができております。ただですね、料金に関しましては、本町のグランピング施設は

安いほうではありますので、いろんな知恵を出し合ってですね、この入込客数の回復に努

めていただきたいというふうに思っております。 

 答弁は結構です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 77ページですけれども、デジタルスタンプラリー業務委託料と

いうのをですね、ちょっと説明、私のほうがよく調べてなかったものですから、それにつ

いて説明と、委託先がですね、どこなのかというのをお尋ねいたします。 

 そして、津志田河原のですね、自然公園の管理委託料というのが20万というふうにあり

ますけれども、この津志田河原の河川自然公園をですね、町としてはどのように考えてお

られるのかなということをですね、お尋ねします。トイレの横にはですね、桜がですね、

植えてあって、本当にきれいに整備をしたらですね、もう桜が非常にきれいなんですけど

も。前はもうツルがですね、桜の上まで伸び切ってしまって、もう本当にどうなるのかな

というような状況になっておりますので、そういった点でもいろいろ考えますと、町とし

てどういうふうに考えているのかなというふうに思ってお尋ねしたいんですけれども、本

当にあそこをですね、やっぱりにぎわいの場所としてですね、もっとそこら付近を改善を

ですね、していけばいいのではないかなというふうに思うんですけれども、そういったこ

とを考えますと、この20万というのはどうなのかなというふうに思うものですから、その

点についてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） まず、デジタルスタンプラリーにつきましてご説明い

たします。 

 こちらにつきましては、美里町と協定を結んでおりますけれども、協働いたしまして、

こちらの２町によるデジタルスタンプラリーというところでの観光施設等を周遊していた
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だくようなイベントを開催をさせていただいているところでございます。こちらにつきま

しての企業につきましては、ＤＨＥという企業に委託をしているところでございます。 

 続きまして、津志田河川自然公園の20万円につきましては、まず委託先といたしまして

は、漁協さんにお願いをしておりまして、例えば５月から10月につきましては週１回以上、

そういったところでのパトロールだったり、ごみ拾いだったり、そういった管理をお願い

しているところでございます。 

 議員がおっしゃるように津志田河川公園につきましては、かなり多くの方に来ていただ

ける施設というところで認識をしておりますので、現在もボランティアの方にもいろいろ

管理をしていただき、きれいな環境を整えるように心がけておりますので、今後につきま

しても国交省、町それからボランティア、それから漁協さんと協力をしながらですね、魅

力ある施設にしたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） ８番。75ページでございます。75ページ、ふるさと甲佐応援給付

金の返礼品でございます。この返礼品、米、肉、水とかありますけれども、上位から大体

３番目ぐらいまでのパーセンテージと、それから金額も教えていただくならばと思います。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） まず、１位につきましてがお米でございます。おおよ

そでいきますと、56億円の82％というところでございます。 

 ２位につきましてが肉関係でございます。こちらが約10億6,000万というところで、こ

ちらが大体12点……、ちょっとすいません、失礼しました、大体16％を２位が占めており

ます。 

 続きまして、３位が水でございます。こちらが約１億4,500万で2.1％ということで、も

うこの１から３位までで、ほぼ９割方を占めているというような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） 今、米が１位ということで82％、これちょっと金額いま一度

ちょっと言ってもらっていいですかね。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 56億約3,400万でございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） この米が82％、そして56億ということでございますけれども、こ

の56の数量というのは分かりますか。分かりますかね、数量というのは。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 米の使用数量といたしましてが約2,600トンでござい
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ます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） すいません。ページ76ページにですね、皆さん方ご存じのとおり、

企業等応援拠点の施設整備工事ということで7,300万ほど使ってありますけれども、決算

ではありますけれども、現状と今後ということで少しお聞かせいただければと思います。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） こちらの企業等応援施設につきましての利用状況をご

説明いたします。 

 まず、こちらにつきましてが、施設に来られた方というところでの入込客というところ

での数字でいきますと、おおよそ700人から800人、５月から８月末の合計で800人程度来

ていただいているという状況でございます。 

 それから、イベントの開催につきましては、現在毎月１回ほど開催をさせていただいて

おります。それ以外で申し上げますと、人材育成ということで、テレワーク入門セミナー

なども開催をしている状況でございます。 

 今後につきましても、まずはにぎわいの創出というところもございますので、できるだ

け多くの方に来ていただき、それからいろんな企業さんとの連携を図っていくような施設

にしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番です。商工費の中で申し訳ないですけども、関連で町長に

ちょっとお尋ねいたしますけど、今、やな場のほうが運営されておりますが、通年営業し

て結構たちます。通年営業されている方に聞くと、やはり冬場の営業のほうが赤字のほう

がすごいということでございます。 

 甲佐の観光の名所ではございますけど、そういった部分で、通年営業が本当にいいのか、

その辺りの精査をする必要が私はあるんじゃないかと、で、甲佐町としても魅力ある夏場

のもの、冬場のもの、そういった部分で特色をつけて、そこに価値を見いだして、お金も

投資していくというような方向性が必要ではないかと私は考えております。 

 そういったことで、今段階で答えれることはちょっと厳しいかもしれませんけども、町

長の思いとしてちょっと返答をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） すいません、お答えいたします。 

 現在、やな場につきましては、賃借で一般社団法人パレットさんのほうに経営のほうを

お願いしているところでございます。で、一応契約期間が令和８年度までということでご

ざいます。契約内容といたしましては、通年営業ということで、今現在、実施をしていた
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だいているところでございます。 

 荒田議員も言われましたように、私も把握はいたしておりますけれども、どうしてもで

すね、やはり冬場に来客が少ないということで、シーズン中、６月からのアユの解禁が始

まりまして、６月から10月末、11月ぐらいまではですね、黒字営業ですけれども、12月か

ら４月に至っては赤字営業ということで聞いているところでございます。 

 その辺りを私も把握いたしておりますので、この通年営業につきましてはしっかりと検

証を行ってですね、今後また方向性を考えていきたいというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 先ほどの企業等応援施設についてのですね、関連についてお尋

ねしますけれども、４室がですね、募集をされて、２室がですね、もう既に契約ができて

いるということだったんですけども、あとその残りについてですね、どうだったのかとい

うこととですね、それから入居者についてはですね、週にですね、二、三日はあそこの事

務所といいますか、あそこにですね、常駐じゃないけども、そこに二、三日はですね、滞

在をするというようなことが条件になっていたというふうに思うんですけども、それが

ちゃんとできているのかということとですね、テレワークがですね、今、何人ぐらいです

ね、テレワークのあれを受けておられるのか、その点についてお尋ねをします。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） まず、レンタルスペースの４室のうち、２室につきま

してが現在空室となっております。この件につきましては、フォームマーケティングとい

うところでも、企業誘致事業というところで進めておりまして、その中で視察ツアーのほ

うも８月に開催をいたしたところでございます。 

 ただ、こちら視察のほうに参加された方が即入居というところではございませんけれど

も、今後も甲佐町と関わっていきたいというようなお話もいただいておりますので、今後

も慎重にこちらもですね、丁寧に対応することで、入居につなげていきたいというところ

で考えているところでございます。 

 また、管理者につきましてが、週の３日勤務していただくというところでなっておりま

して、こちらにつきましては報告を必ずしていただくようにしておりますので、そちらの

ほうでも確認をしている状況でございます。 

 それから、テレワークにつきましての参加人数でございますけれども、入門セミナーに

つきましてが16名、それからお仕事講座というところでは、こちらも16名の申込みをいた

だいているような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、しばらく休憩します。 
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 ２時15分から再開します。 

────────────── 

休憩 午後２時04分 

再開 午後２時15分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、款７土木費、78ページ中段から83ページ中段まで、何か質疑ありませんか。款７

土木費、78ページ中段から、83ページ中段までです。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。町道のですね、町道と思われる道の維持管理の

ことでお尋ねしたいというふうに思います。 

 日和瀬橋付近からやな場付近までの道路ですね、堤防沿いといいますが、管理が十分さ

れていなくてですね、やっぱり交通安全上も防犯上もですね、よろしくないと思うんです

よね。で、あれが毎年のようにですね、何かいつの間にか誰も手をつけずにですね、その

まんま道の両脇に草が残ったままの状態にあるということなんですけども、どうにか改善

ができないものかということでお尋ねしたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） ちょっとすいません、休憩を。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後２時16分 

再開 午後２時17分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○建設課長（白石 亨君） 今、佐野議員がおっしゃったところは町道になりまして、や

な場から日和瀬橋の間ということですので、草が伸びているということでございますので、

一応もう一回うちのほうで確認しまして、危険であればですね、早急にちょっと草刈りの

ほうを行いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

 ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） ８番。６年度は災害はございませんでしたけれども、今回の災害

で、全員協議会の中でちょっとドローンのちょっと質問をちょっとやりました。そのド

ローンで、県道稲生野甲佐線がですね、六谷方面に向かう道路が、町外の方がですね、車

が落ちて下まで行ったということで、そういう中で、甲佐町において、ドローンをなるべ

く早く、生活道路ですね、県道あるいは町道、そういうところをですね、なるべく平らか

道の土砂崩れだったら分かりますけれども、崖があって高いところに崩れとったりする場
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合がですね、ちょっと、特にあの方面はカーブが多いですので、特に事故に遭われて下に

車が落ちたということで、そういう場合、ドローンとかなんかもですね、なるべく早く災

害の場所を早期発見でくるよう、そしてその情報をですね、いち早く住民の方に教えると

か、そういう方法は、今回がいい例ですので、どうかその辺、どがんか考えがありますで

しょうか。どうですかね。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 一応ドローンにつきましてはですね、ドローンの利用につい

ては町のほうではまだ持っていませんので、今のところはちょっとできないということで

すけども、今回の災害が起きましたときにですね、特に宮内地区あたりでは孤立状態にな

りましたことから、国交省がですね、いち早くＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを入れていただきまし

て、それでドローンを利用して被災箇所が判明したというところもありますので、非常に

ドローンを活用するということはですね、被災箇所の発見には役立つことだと考えますの

で、今後はそういった国とかですね、県あたりの力も借りながら、町でできればいいんで

すけども、そういったのも検討していきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。82ページに河川の浚渫工事ということで2,100万上げられ

ておりまして、令和６年度は９河川をされておりますということで、本年度も繰越しで

2,800万ほど繰り越されておりますが、今回の８月11日の大雨で、昨年取ってもらったと

ころというのがもうほとんどまた埋まっております。できればまたですね、これはもう多

分毎年やっぱり取ってもらわないと、いつこういうことが起きるか分からないと思ってお

りますので、その辺りの答弁をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 河川の浚渫についてお答えしたいと思います。 

 先ほど言われましたところに関しましてはですね、昨年行って今年またたまっていると

いう立神川になるかと思いますけども、そういったところはですね、災害の応急復旧工事

で行いたいと思っておりますし、今回の大雨によりまして堆積しました土砂につきまして

はですね、現地を調査しまして、今後大雨とかですね、台風、そういったのに備えてです

ね、また改めて浚渫を行っていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。災害関連ということで質問してよろしゅうござ

いますか。説明はですね、議会の前に災害の状況についてあったんですが、ちょっとここ

についてはちょっと説明がなかった部分もありますので、一つだけお尋ねしていいかと思

いまして質問しました。 
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○議長（宮本修治君） どうぞ。 

○５番（佐野安春君） いいですか、すいません。やなのすぐ上の土砂崩れですね、あの

場所というのはですね、宮内へ行かれる方の行き来や、採石場がありますのでダンプもか

なりですね、通るんですよね。そういう中で、今の現状は全く手をつけられてないという

ところがありますので、回復の見込みについてはいかがなものかと思いましてお尋ねしま

した。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） やな場の上の竹が崩れているところになるかと思いますけど

も、そちらにつきましては、県道三本松甲佐線になりますので、現在県のほうで災害査定

を受けられる準備をされております。災害査定が10月初旬から12月、年内いっぱいにかけ

て行われると思いますので、その災害査定の結果を受けてですね、災害復旧工事をされる

という形になりますので、工事が始まってまた通行止め等も発生するかと思いますけども、

その情報が入りましたらですね、またお知らせしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、款８消防費、83ページ中段から87ページ中段まで、何か質

疑ありませんか。款８消防費、83ページ中段から87ページ中段までです。ありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番です。これは85ページも該当しますかね。 

○議長（宮本修治君） はい。 

○５番（佐野安春君） 85ページの内水対策施設整備工事というのが2,000万ほどありま

すが、こちらはどちらの工事をされたのか、ご説明いただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 大町排水機場のポンプの工事になります。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 85ページですけども、水防資材、資材原材料か、ここで予算が上

がっていますけど、これ資材というのは水防倉庫に入れられるものだと思うけど、どうい

うものをされているのか。それと、水防倉庫って言えるのは、甲佐町に何か所ぐらいある

のか、お答えお願いします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 水防倉庫の備品について、まずお答えしたいと思いますけど

も、大体毎年行っているのが大型土のう袋ですとか、あとその中に進める砕石類ですね、

そういったものを水防倉庫に整備、補塡とかやっております。 
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 水防倉庫につきましては、町の管理している水防倉庫が、下横田の水防倉庫と芝原の水

防倉庫になります。あと、県管理が上揚……、すいません、あそこは井戸江峡のところは

安平になるということ……、安平です。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） じゃ、町が管理している水防倉庫ちゅうのは、下横田と芝原、２

か所ということですね。私も今回、災害大雨で田口地区にいたんですけども、上田口のと

ころが孤立されたと。いいですか、聞いてますね。そのときに何もすべがないんですよね。

もう孤立されとるのが分かっているけどです。ただ呆然と見守るしかないというような状

況で、やはりこれはやっぱり水防倉庫というのは必要だなと。ロープ一つないというよう

なことで、非常にそういうことを感じたもんだからですね。 

 もう少し水防倉庫等の設置ちゅうかな、そういうのを検討されたらいかがだろうかなと

いうふうに思ったんですけども、何か所造ればいいというような問題じゃないけど、町と

してどういう考えをお持ちなのか、水防倉庫について。今後やっぱり考えなくちゃいけな

い問題だと私は思うから、あえて質問させていただきます。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 水防倉庫についてなんですけれども、町が管理するのは先ほ

ど申しましたとおり２か所ございますが、そのほかにですね、土のうステーションと申し

まして、各浸水しやすい箇所ですね、そういったところの近くに現在、土のう袋をつくっ

てブルーシートをかぶせて置いておるんですけども、こちらについてが劣化しやすい状況

でありますので、今年度ですね、新たに土のうステーションについて、ラックのようなも

のをつくってですね、その中に入れて利用しやすいような、持ち運びも簡単にできるよう

なやつを、先ほど言われたところですね、先ほど言った浸水しやすい箇所に設置したいな

というふうに思っております。 

 水防倉庫につきましては、倉庫自体、建屋自体ですね、費用もかかりますので、本当に

必要な箇所があれば、その辺もですね、検討はしていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） いや、必要だろうと思うからこういう質問やりよっとだから。必

要じゃなかったら言いませんよ、必要だと思うから言っているんですよ。 

 土のう袋を云々というようなお話したけど、土のう袋でそら多少の越水とかなんとか

あった場合はできるかもしれんけど、本当に命に関わるような災害が起きてもおかしくな

い状態なんですよ。だから、その辺はやはり町長ね、町としてしっかり考えていただけま

せんか。町長の答弁を。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） 貴重なご意見、ありがとうございます。毎回申しておりますけれ

ども、今回の水害を教訓としてですね、抜本的な対策を講じていく必要があると考えてお
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りますといった中で、今回の宮川議員からご提案いただきました水防倉庫につきましても、

今回の水害をですね、検証しながらですね、必要な箇所には積極的に設置をしていくよう

に考えていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 先ほどの水防倉庫の件は、本当に私も同感だなというふうに

思ってお聞きしました。で、もう本当に必要だというふうに思って造られた、２か所しか

ないわけですけども、その２か所の１か所がですね、芝原なんですけども、あそこはやっ

ぱりどうしても必要だという、その理由というのは、あそこの芝原というのは。どうして

あそこになったのか、その１点だけちょっとお尋ねします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後２時31分 

再開 午後２時33分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） お時間取らせました。白旗地区の水防倉庫についてですけど

も、緑川全体的に考えたときに、上流域からですね、先ほど申し上げました安平にですね、

県の水防倉庫がありまして、竜野地区に下横田の水防倉庫、それから甲佐地区のほうはで

すね、役場の倉庫がありますので、そちらを活用できると、それと乙女地区にはですね、

ちょっとこれは先ほど言い忘れてましたけど、国の水防倉庫がですね、津志田河川敷にあ

りますので乙女地区にあると。で、白旗にはですね、そちらの芝原の水防倉庫を利用して

いだたくという考えで設置しております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 （自席より発言する者あり） 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後２時34分 

再開 午後２時35分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。基本的なことをちょっとお尋ねいたします。 

 今、水防費ということで質問があっておりますけれども、今回８月にですね、水害が発
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生いたしました。そういったときに、職員の方たちも時間外勤務等でですね、相当なご苦

労があったと思いますけれども、ここにおられる皆さん方、課長さん方についてはですね、

現場に駆けつけられても、土のうの製作だったり積み上げだったり、くいを打ったりとか

いろんなことを経験されとる方だと思います。 

 ただ、今新しい職員の方たちも多く入庁されてきておられますけれども、この方たちに

対する防災の教育といいますかね、そういった指導的なものはどこかの課で集中して行っ

ておられるのか伺いたいと思います。もう即戦力で、職員の方たちについては、もう最前

線で頑張っていただきたいという思いがありますので、その辺の教育関係についてはどう

なっているか、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 職員の教育ということで、自分のほうからお答えさせていた

だきたいと思います。 

 町についてですね、毎年年１回、町の総合防災訓練を実施しております。そのときにつ

いては、くらし安全推進室が中心となって職員を参集させていただきながら、そのときに

合った訓練、内容の勉強等もですね、研修等もさせていただいているところです。 

 議員おっしゃるとおり、職員が現場に出てという部分については、なかなか厳しい部分

もあります。町としてはですね、被災者に寄り添うためには、町で最前線で動くよりも業

務がいかに動くか、事務を行うかという部分にかかってくるのかなというふうに思ってお

ります。 

 外の業務については、今消防団をですね、中心に活動させていただいていますので、消

防団についてはしっかりそういう防災訓練も年１回あっておりますので、そういうところ

でしっかり勉強していただきながら対応に当たっていくところです。 

 職員については、先ほど言いましたように、即戦力ということで町に出ていく場合もあ

りますけども、基本的な分については、まず被害の把握だったり、そういう調査だったり、

そういうふうに努めていきたいというふうに思っておりますし、機会がありましたらそう

いう防災に関する研修等もですね、しっかり行っていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。何で聞いたかと言いますとですね、やっぱり地元も必

死でですね、地元の方たちも対応しようと思って現場で対応されています。そういった方

たちが、役場等にですね、やっぱり緊急で連絡を入れて、その方たちとの意思疎通といい

ますかね、ギャップ、新しい職員の方が電話を受けても、意味が通じらんような話をされ

ても現場はやっぱり混乱してしまいますので、その辺は十分執行部のほうでですね、特に

上層部の方たちはやっぱり後輩の指導も含めてですね、その辺は十分勉強させてやってい

ただきたいという思いで質問いたしました。 

 以上です。 



- 60 - 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 今、鳴瀬議員おっしゃるとおり、そういう話はですね、自分

の耳にも入っております。今回、今年も11月に町の総合防災訓練を行いますが、それので

すね、教訓も踏まえまして、その辺については今回勉強会をする予定にしておりますので、

しっかり職員にですね、対応できるような形で伝えていきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ２番、田中議員。 

○２番（田中孝義君） ２番、田中です。86ページので、陣ノ内城跡周辺避難道路調査業

務委託料550万というのがありますけど、今回の８月の水害でですね、町内もどこそこ浸

かって、正直避難するにもやっぱり高いところじゃないと怖いというあれがありました。 

 その陣ノ内城のほうも避難の道路としてですね、委託された内容で今後どうなるのか、

よかったら教えてください。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 陣ノ内場跡の周辺の整備工事なんですけれども、現在仮設の

陣ノ内城アクセス道路として道路整備計画にも載っておりまして、こちらにつきましては、

こちら載っておりますとおり、昨年度ですね、調査業務委託を行っております。 

 これにつきましては、基本的な調査業務でありまして、道路の線形ですね、どういった

道路にしていくかという案をつくっていただきますので、これから詳細設計を行っていき

ますので、どういったルートで行くというのが決定していきますけれども、最終的にはで

すね、陣ノ内城も避難所として利用できるような避難経路として考えていきたいというふ

うに思っております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、款９教育費、87ページ中段から103ページ中段までです。

款９教育費、87ページ中段から103ページ中段までです。何かありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 92ページですけれども、学力調査委託料というふうにあります

けれども、結果はどうだったのかということとですね、それから要・準要保護児童生徒の

就学援助金ですけども、これがまだ手渡しで行われているのかということをちょっとお尋

ねします。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは、まず学力調査の結果ということでございます

けれども、先日ですね、全国学力調査の結果というのが来まして、それによりますと、中

学校に関しましては今、上益城郡内では平均よりも若干上というところになっております。
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小学校に関しては各学校ごとにやっぱり開きがあります、学校、学年ごとに。平均します

と、上益城では平均ぐらいというところの状況となっております。 

 それと、要保護・準要保護についてですけれども、今現在、学校のほうに振込をいたし

ております。今のところ、学校のほうに振込をして、それから学校のほうで手渡して受領

という形になっております。これにつきましては、今度は直接保護者の方に振込ができる

ように、今検討中ということでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 佐野です。言葉の意味ですが、89ページにシンクライアントとい

う言葉が幾つか出てくる工事がありますが、どんな内容なのかご説明ください。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それではお答えいたします。 

 今回。シンクライアントサービス利用料ということで、このシンクライアントといいま

すのが、一つの役場の中に、役場というか学校の中にサーバーを置かずに、外部にサー

バーを置いて、それから情報のやり取りをするとか、そういうところでの使用料というこ

とになります。学校のほうが、今回これの使用料であったり、回線の延長工事というのを

しておりますけれども、これは中学校のほうに事務センターというのを昨年度から置いて

おりまして、そこにシンクライアントの回線を延ばして、そこでつないだということの延

長工事ということになっております。 

 以上となります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） さっきの準要保護のですよね、就学援助金の振込なんですけど

も、検討中ということなんですけども、その検討中がですね、どういうふうに検討されて

いるのか、もう来年４月からですね、実施をしようとかですね、今期であっても途中から

しようとかですね、あると思うんですけども、やっぱりこの700万というふうに上がって

いますけども、これを学校に振り込まれて、学校の事務員の方はそれをですね、何十人い

らっしゃるか分かりませんけども、それの金額をずっとこう振り分けてですよね、それが

もう来られたり来られなかったり、いろいろ手数というのは非常に煩わしいと思うんです

よね。 

 やっぱそういった点では、今どきこういうふうに手渡しをするというのはですね、これ

はちょっと別の問題があるんだろうというふうに思うんですけども、以前はですね、学校

給食費の未納とかがあったので、それで手渡しをするとかですね、ちょっともう考えとし

てはどうかなというふうに私は思うんだけどですね、是非この振込というのは、もう至急

ですね、してほしいというふうに思うんですけれども。 

 そして、就学援助金から引き落とせなくてもですよね、児童手当とかからは基本的には
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ですね、学校給食の未納とかがあればですね、その中から引き落としをされておられるの

でですね、理由としてもですね、どうなのかなというふうに思ったので、その点いつ頃を

ですね、めどに検討をするとか、そういったのは具体的にどうなんでしょうか、あるので

しょうか。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） 就学援助金に関しましては、教育委員会それと学校のほ

うでも、議員おっしゃいましたとおり、学校側に多額の現金、それを分けて保護者に交付

するということの事務的な手間であったりとか、それと安全性ですね、そういうところを

考えて、今後振込にできないかということで、今年ずっと今協議しておりまして、できれ

ばですね、来年度から振込を行うという方向で考えて今いるところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、次に款10災害復旧費から款13予備費まで、

103ページ中段から105ページまでです。款10災害復旧費から款13予備費までです。103

ページ中段から105ページまでです。何かありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、最後に、本決算全部について何か質疑ありま

せんか。本決算全部です。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 全体としてですね、決算を見まして、非常にですね、前回も

ちょっと増えたんですけども、委託料がですね、もう非常に大きいなというふうに思って

いるんですけども、前年度からしましてもですね、４億5,700万というようにですね、委

託料がですね、非常にいろいろな事業のですね、委託というのがですね、非常に増えてい

るわけですよね。 

 そうした中でですね、これは人件費とはちょっと関係あるのかないのか、来年度からは

ですね、職員の数をですね、３億円の予算を使って増員をするということですので、500

万、600万にして、５人じゃないから50人ですかね、ぐらいの職員を増やすというような

こともありますけれども、この様々な事業を委託をするということで、業務の効率化だっ

たりですね、そういったのもあるんだと思うんですけども、まずはですね、委託費につい

て町はどう考えているのかですね、当然だとかですね、やっぱり必要だとか、それと職員

数との関係ですよね。業務の関係ですね、そういった点について、どうお考えなのかお尋

ねをします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 委託料の件についてお答えさせていただければと思います。 

 委託料については、町がですね、新たな事業、それに当たっても一応精査をして予算化

をしているところでございます。今、委託につきましては、複雑化する中で、町の職員で
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対応できる分については町でしっかり対応していますけども、計上させていただいていま

す委託料については、町職員ではなかなか厳しい部分がありますので、委託に出して業務

の効率化を図っているというところでご理解をいただければというふうに思います。 

 また、職員数につきましては、先ほど井芹議員、３億円ずつ上がって50人ということを

言われましたけど、うちとしては定員数が132名なので、今年10名を一応募集をさせてい

ただいて、一応132に届くというような形になっております。 

 ３億円という部分については、今、人件費等もですね、人事勧告によりまして上がって

おりますので、その辺も見据えたところでの人件費が高騰しているという部分にあります。 

 それとあわせたところでも、委託料についても、今物価高騰の流れをもちまして、人件

費、その他の資材等も上がっておりますので、委託料も必然的に上がっているという形で

考えているところです。 

 総括すると、町としては今の委託については妥当だというところで考えているところで

ございます。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。特定健診についてお尋ねいたします。 

 ４年、５年、６年と受診率の減少がですね、続いているというふうに思います。そう

いったところでは、受診率の減少の原因は何かつかんでいらっしゃるのか、その対応策も

お考えなのかどうか、そういったところをお尋ねします。 

 それと、わっかもん健診もですね、受診率が減少しています。そういった意味で、全体

的に受診率が減少しているということはですね、やはり問題ではないかと思いますが、そ

ういったところでどういうふうな分析をされているのかお尋ねいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） 健診関係のご質問ということでござ

いますけれども、特定健診の受診率、ご質問のとおり、令和３年、４年、５年とおよそ横

ばい、５年は若干アップしておりますが、６年度が49.1ということでかなり落ちておりま

すけれども、細かい詳細な分析はできておりませんけれども、令和３年、４年、５年で健

診を74歳で受けておられる方が、毎年93名とか96名とかいらっしゃいます。この方たちの

受診率は、ほかの年代からすると５％から10％ぐらい高いような傾向が見られております。 

 人数的にもですね、かなりボリュームゾーンということがございまして、この方たちが

翌年に後期高齢の被保険者になられるということで、確実に国保のほうでは健診を受けら

れることはないというようなことがありまして、年齢階層的な部分のところが、一つ要因

があるのかなというのが、ちょっと今回ちょっと見えてきているところでございます。 

 若年層の方は、やはり人数が少なくいらっしゃいまして、健診率自体も74歳より下の方

は受診率がやっぱり低い傾向でございますので、そういったふうに捉えております。 

 若者の健診の方ですけど、やはりなかなか、皆さんに聞いてみますと、時間が何か取れ



- 64 - 

ないようなことも聞いておりましてですね、ただちょっと手をこまねいているわけにもい

きませんので、そこのところはやはり正確な原因を捉えておりませんので、よくよく注意

して対応してまいりたいと考えております。 

 この分、５年度の決算でも鳴瀬議員のほうから質問がございましたので、よくよく考え

てまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） 今、課長のお話聞きますとですね、受診率向上のための手だてを

ですね、何か具体的に取っておられるというふうにちょっと感じ取れなかったんですが、

やはりアンケートを取るとか、訪問するとかですね、いろんな方法があるかと思うんです

よね。そういった意味で、これ受診をすることは保険料のですね、縮小とかいうことにも

またつながってくるものというふうに思いますので、是非具体的な手だてをですね、する

必要があると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） 私どもといたしましてもですね、若

い方が健診を受けやすいようなところでですね、ロゴフォームで申込みができるようにし

たりですとかですね、これはもうＱＲコード、ぱっと読み取っていただくと申込みの画面

に入ることができますので。と、日曜などの健診も行ったりとか、手だてとしましては、

何かしら考えながら進めてきているところでありますけれども、やはり決定的な原因に関

してつかめておりませんので、佐野議員のご意見のところもですね、踏まえたところで考

えてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 最後にちょっとお尋ねします。 

 人口のですね、減り方がですね、甲佐町の場合はですね、町の場合じゃないけど、甲佐

が減り方が大きいというふうに思うんですけども、そういった点でですね、もう人口対策

としては町もいろいろ考えてですね、いろんなアパートとかですね、集合住宅の建設に対

しては補助金を出すとか、様々対策を講じられておりますけども、そういった点でですね、

今後の見通しといいますか、そういった点については今後これから増えていくだろうとか、

そういった予想とかというのは立てていらっしゃるのかなというふうに思ってお聞きしま

す。 

○議長（宮本修治君） 企画政策係長。 

○企画政策係長（本田幸嗣君） お答えいたします。 

 今後の甲佐町の町の人口ということですけども、少子高齢化に伴いまして、全国的に人

口減少が続いていくものというふうに、甲佐町でも認識をしております。 

 甲佐町でも、昨年度から子育て支援の施策等を多く実施しておりますので、甲佐町のほ
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うでも人口減少をなるべく、減っていくとは思われるんですけども、それをなだらかに減

少させていくような施策、横ばいといいますか、そういったところを目標に施策のほうに

取り組んでいって、よりよい甲佐町をつくっていけるように施策等をしていきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） じゃ、私のほうからもご説明させていただきます。 

 町のほうで総合計画、また、人口ビジョンを策定しております。その中でも、本町の総

人口につきましては、若干の減少ということで将来を見通しているところでございます。 

 先ほど、担当係長のほうが答弁いたしましたとおり、これはもう全国的な人口減少社会

でございますので、本町におきましても人口減少は致し方ないというふうに考えておりま

す。 

 ただ一方でですね、やはり高齢化率が現在甲佐町は40％ということでございますけど、

全国平均が約30％でございますので、本町は10％ほど高齢化率が上回っているということ

でございます。 

 そういった中で、人口増減よりも逆に高齢化率の進展を抑えていくことが重要ではない

かというふうに考えております。そういった中で、私も政策的にですね、まずは若い世代

の移住定住を促進して、高齢化率の伸びを抑えていきたいというふうに考えて、現在まち

づくりを進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） ８番。100ページでございます。スポーツ推進委員の37万3,000円、

それからスポーツ推進委員の費用弁償ということで、合計51万ちょっとでございますけれ

ども、何人の方がおられて、大体１人頭幾らぐらいの年間の金額になっているんでしょう

か。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） スポーツ推進委員の件での質問だと思いますので、回答

いたします。 

 現在、甲佐町のスポーツ推進委員に関しましては、10名の方で運営委員のほうを形成し

ております。その中で、年報酬といたしまして、１人頭３万7,300円を支給というか支

払っているところでございます。 

 あと、すいません、費用弁償につきましても、令和６年度におきましては１回当たり

1,500円の延べ92回、92人分の支払いを行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） なかなかスポーツ推進委員になりたい方という人、なかなかおら



- 66 - 

れないということを聞いております。そういう中で、大体、私も以前やっていたんですけ

ども、会議が夜あって行事が土曜・日曜ということでございます。なかなか成り手がない

ということで、この報酬も、郡内、他町と比べてどのようになっているのか、またこの金

額をもう少しどうにかできないものかを、ちょっと相談したいと思いますけども、どうで

しょうかね。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） スポーツ推進委員の年報酬に関しましてですけども、現

在私のほうで把握しているところでありますと、年間報酬といたしまして、山都町で４万

円、御船町で３万3,400円、嘉島町で３万200円、益城町で３万8,800円という感じで、

ちょっと安定といいますか一律そういうわけではなくて、各町それぞれで何らかの基準を

もっての今報酬としているところでございます。 

 その中で、甲佐町といたしましては、現状郡内５町を比べますと、高くもなく低くもな

くというところではございますけども、最近やはり物価高騰とかやっぱり毎年の報酬の変

化ですね、に合わせては、今後ちょっと見直す必要があるというふうには把握はしている

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ほかに質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。私は、認定第１号、令和６年度甲佐町一般会計

歳入歳出決算の認定について、反対の立場から討論を行います。 

 町民の暮らし第一、子育てしやすいまちづくりを訴え、私どもは提案してまいりました

が、町が思い切って子育て支援策の拡充を提案され、実行されることになってきたのは大

変すばらしいことと思っております。また、これらの施策を財政面から支えるふるさと納

税の急速な利用者様の拡大ができていることも、すばらしいことと思っております。 

 一方において、多くの町民の皆さんは物価高騰に苦しんでいるというふうに感じます。

国の政策がはっきりしない中、物価高騰に対する町民への支援を実施する必要があると考

えます。 

 また、高齢者への支援がもっとできていいものと考えています。例えば、高齢者への補

聴器購入補助です。この補助制度は、全国的にも県内においても広がっております。 

 もう１点は、繰り返し申し上げておりますが、一人一人の人権が尊重される社会の実現

を目指していくためにも、部落差別を解決していくためにも、地域改善対策費の中の人権

活動補助金については反対であります。 

 以上で、反対討論を終わらせていただきます。 
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○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。認定第１号、令和６年度甲佐町一般会計歳入歳出決算

の認定についてでございます。 

 令和６年度の一般会計当初予算では、歳入歳出総額で95億5,620万2,000円で町政の運営

に取り組まれてこられました。幾たびの補正を経て決算額として歳入157億9,575万2,000

円、歳出では139億1,425万4,000円となったものであります。 

 歳入では、ふるさと応援寄附金をはじめ、国県補助金や交付金を受け入れ、歳出では子

育て支援や福祉、道路、新たな事業といたしまして、企業等応援施設整備事業など、様々

な事業に取り組んでこられた結果であり、また、各議員においても多くの質問や意見を通

して決算の審議に当たったものであり、このことをもって、本決算については異議なく賛

成意見とさせていただきます。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから採決を行います。 

 この採決は電子表決システムによって行います。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対のボ

タンをお願いします。 

 表決漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

 総数10、賛成８、反対２。 

 よって、「令和６年度甲佐町一般会計歳入歳出決算について」は、認定することに決定

しました。 

────────────── 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後３時06分 

再開 午後３時15分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────── 

 日程第３ 認定第２号 令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

○議長（宮本修治君） 日程第３、認定第２号「令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 住民生活課長。 
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○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） 認定第２号、令和６年度甲佐町国民

健康保険特別会計歳入歳出決算書についてご説明いたします。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和６年度歳入総括表でございます。款と収入金額のみ読み上げて説明いたします。 

 款１国民健康保険税、収入済額２億2,216万9,204円。款２使用料及び手数料９万5,000

円。款３国庫支出金224万円。款４県支出金10億2,521万6,095円。款５財産収入3,226円。

款６寄附金０円です。款７繰入金１億5,826万5,188円。款８繰越金2,144万1,898円。款９

諸収入593万5,621円。 

 次のページをお願いいたします。 

 次のページ、歳入合計といたしまして、14億3,536万6,232円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和６年度歳出総括表でございます。款と支出済額のみご説明いたします。 

 款１総務費、支出済額3,472万5,550円。款２保険給付費９億9,427万2,884円。款３国民

健康保険事業費納付金３億5,141万6,423円。款４共同事業拠出金０円。款５保健事業費

1,493万4,257円。 

 次のページをお願いします。 

 款６基金積立金3,226円。款７諸支出金310万986円。款８予備費０円。 

 歳出合計といたしまして、13億9,845万3,326円でございます。 

 歳入歳出差引額が3,691万2,906円、うち基金積立金を1,000万円としております。 

 令和７年９月12日提出、町長名でございます。 

 続きまして、18ページ目をお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。区分、金額を読み上げいたします。 

 区分１、歳入総額14億3,536万6,232円。２、歳出総額13億9,845万3,326円。３、歳入歳

出差引額3,691万2,906円。４、翌年度へ繰り越すべき財源０円。５、実質収支額3,691万

2,906円。６、実質収支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入金1,000万

円。 

 ５の実質収支額から、６の基金繰入額を差し引きました2,691万2,906円が翌年度への繰

越金となります。 

 ご説明につきましては、以上でございます。ご審議のほど、どうぞお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問すること

ができます。 

 最初に、歳入全部についての質疑をお願いします。歳入全部です。５ページ、款１国民

健康保険税から９ページ、款９諸収入までです。５ページ、款１国民健康保険税から、９

ページ、款９諸収入までです。何か質疑ありませんか。ありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、歳出全部について質疑をお願いします。歳出全部です。10

ページ、款１総務費から、17ページ、款８予備費までです。10ページ款１総務費から、17
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ページ、款８予備費までです。何か質疑ありませんか。ありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、最後に本決算全部について何か質疑ありませ

んか。本決算全部です。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 今回の決算では、1,000万を基金に繰り入れて2,600万以上をで

すね、繰越しということになっておりますけれども、3,600万円が形式収支として残ると

いうことについてですね、ちょっと私はその点についてちょっとお尋ねをしたいというふ

うに思うんですね。 

 といいますのが、昨年ですね、国民健康保険はですね、引上げを行いました。そうした

中でですね、これだけ上げないと財政的にもたないんですよという計算をですね、示され

たというふうに思うんですけども、それを見ますとですね、令和５年度についてはですね、

見込額としては保険料については２億2,451万2,000円ですかね、それから計算しますと、

調定額等見ますとですね、5,000万円近くですね、見込みをですね、少なく見積もってお

られるわけですよね。令和６年度についてもですね、保険料の収入がですね、4,700万円

近く少なく見積もって、比べると、おられます。 

 そしてまた、保険給付費についてはですね、これはなかなか分からない部分ももちろん

あるというふうに思うんですけども、これについてはですね、多く見積もるというような

形でですね、そうしないと国保の財政がもたないと、引上げをしなくちゃいけないという

ことだったので、そういった点ではですね、非常に私はどうなのかというふうに思うんで

すけども、こんなに大幅にですね、引き上げる必要があったのかというふうな点について

ですね、是非とも答弁をいただきたいというふうに思います。 

 そういった点で、今後の見通しですね、あの計算書を見ましても、ちょっと当てになら

ないのでですね、現在の状況から見てですね、どういうふうになるのかですね、その点に

ついてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） 井芹議員のご質問につきましては、

予算としては収入を少なく見積もって、支出は多く見積もってあるといったところからし

て、将来の財政運営が苦しいので保険料が上がったりとか、そういったことのご質問と思

いますけれどもですね、やはりどういたしましても、収入といたしましても、確実なとこ

ろを見積りを立てていかなければなりませんので、結果としましてはですね、調定額とし

て上がっておりますが、そこはそういったことでご理解いただきたいと思います。 

 歳出につきましても、やはり病院代が多くかかられる場合にですね、予算がなくて保険

給付費が払えないといったことはできませんので、そこはやはりある程度見込まれる部分

は見込んだところで予算立てをしていかなければなりませんので、結果として大きくなっ

ている部分はあるかと思います。 

 そういったところですが、金額的な結果といたしましてはですね、実際に１年で歳出さ
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れた額と収入された金額、その差額が繰越金と基金に分かれているだけですので、この繰

越金とですね、基金の金額を合わせましたものをですね、４年度、５年度、６年度、読み

上げさせていただきますと、４年度が９億2,040万8,334円、５年度が８億1,044万970円、

６年度は6,691万5,204円ということで、４年度から５年度1,100万減と、５年度から６年

度で1,450万円の減でございます。 

 こういったことで、この実質収支でマイナスの金額がそのままですね、資金として減っ

てきておりますことは事実でございますので、これがもうなくなってしまわないようにし

ていかないとということで、私ども考えてございます。 

 以上で、ご理解をお願いしたいと思います。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 認定第２号、令和６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定については反対とします。 

 国民健康保険の都道府県化から７年が経過をいたしましたけれども、国保加入者におい

ては低所得者の方が多いにもかかわらず、保険料は他の健康保険と比べましても非常に高

いという構造的問題は、そのまま解決をされていません。年金収入、給与所得も物価高騰

には追いつかず、暮らしの厳しさは切実となっています。 

 国保は、昨年度の保険料引上げの資料を見ましても、夫のみの所得300万円で子ども２

人の場合、年間の保険料は59万5,400円となっています。所得に占める割合は19.8％に当

たり、実に所得の２割が国保税となります。町民の暮らしの実態から考えても高過ぎます。 

 この高過ぎる国保税の負担を減らすためにも、是非とも国に対しては、毎回お願いをし

ておりますけども、国庫負担を増額するよう国に求めていただき、一般会計からの法定外

繰入れを実現をして、負担軽減を実行していただきますよう求めて、反対討論とします。 

○議長（宮本修治君） 次に、本決算に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。認定第２号、令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定についてでございますが、実質収支歳入額が14億3,536万6,232円、歳出総

額が13億9,845万3,326円の決算ではございますが、国民健康保険はだんだん加入者の人数

が減ってきております。令和６年度末における加入者数は2,073名、甲佐町の9,846名に対

する加入率は21％ほどの加入率でございますが、そういった中で実質単年度収支は1,452

万8,992円の赤字でございます。そういった中で、厳しい財政の中で運営をされておりま

す。 

 よって、この国民健康保険の決算の認定については、そういった中で安全に運営された
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ということで、決算については認定したいと思います。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから採決を行います。 

 この採決は電子表決システムによって行います。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対のボ

タンをお願いします。 

 表決漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 漏れがありますけども。 

 表決漏れなしと認め、確定します。 

 総数10、賛成８、反対２。 

 よって、令和６年度甲佐町国民健康保険特別会計歳入歳出決算については、認定するこ

とに決定しました。 

────────────── 

 日程第４ 認定第３号 令和６年度甲佐町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

○議長（宮本修治君） 日程第４、認定第３号「令和６年度甲佐町介護保険特別会計歳入

歳出決算の認定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） それでは、認定第３号、令和６年度甲佐町介護保険特別会計

歳入歳出決算書についてご説明申し上げます。 

 次のページをお願いします。 

 令和６年度歳入総括表、歳入です。款と収入済額でご説明申し上げます。歳入です。 

 款１介護保険料、収入済額２億7,508万3,430円。款２分担金及び負担金27万500円。款

３使用料及び手数料１万9,500円。款４支払基金交付金４億2,346万3,538円。款５国庫支

出金４億6,884万1,641円。款６県支出金２億3,031万6,896円。款７財産収入3,819円、款

８繰入金２億8,366万874円。次のページをお願いします……。失礼しました。 

 款８繰入金２億8,366万870円、失礼しました。 

 次のページをお願いします。 

 款９繰越金5,812万5,095円。款10諸収入932万3,139円。 

 歳入合計、収入済額17億4,910万8,428円です。 

 次のページをお願いします。 

 令和６年度歳出総括表、歳出です。こちらも款と支出済額でご説明申し上げます。歳出

です。 

 款１総務費、支出済額4,167万8,609円。款２保険給付費14億7,172万6,907円。款３財政

安定化基金拠出金０円です。款４地域支援事業費7,445万8,337円。款５基金積立金3,000
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万3,819円。款６公債費０円。 

 次のページをお願いします。 

 款７諸支出金1,788万8,824円。款８予備費０円。 

 歳出合計、支出済額16億3,575万6,496円です。 

 歳入歳出差引額１億1,335万1,932円です。 

 令和７年９月12日提出、町長名でございます。 

 次に、22ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書になります。区分、金額でご説明申し上げます。 

 区分１、歳入総額17億4,910万8,428円。区分２、歳出総額16億3,575万6,496円。区分

３、歳入歳出差引額１億1,335万1,932円。区分４、翌年度へ繰り越すべき財源０円です。

区分５、実質収支額１億1,335万1,932円。区分６、実質収支額のうち地方自治法第233条

の２の規定による基金繰入額０円。 

 ５の実質支出額１億1,335万1,932円が次年度への繰越額となります。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問するこ

とができます。 

 最初に、歳入全部についての質疑をお願いします。歳入全部です。５ページ、款１介

護保険料から、11ページ、款10諸収入までです。５ページ、款１介護保険料から、11

ページ、款10諸収入までです。何か質疑ありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、次に歳出全部について質疑を行います。歳

出全部です。12ページ、款１総務費から、21ページ款８予備費までです。歳出全部です。

12ページ、款１総務費から、21ページ、款８予備費までです。 

 何か質疑ありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） ないようですので、最後に本決算全部について、何か質疑ありま

せんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 介護保険につきましてもですね、翌年度へ繰り越すべき財源も

ない中で、１億1,300万というふうに実質収支が報告をされております。これにつきまし

ても、介護保険につきましてもですね、引上げが昨年度行われたというふうに思いますけ

れども、そういった点ではですね、この介護保険の高さはですね、皆さん異口同音におっ

しゃるわけですけれども、そういった中で実質収支がですね、これだけの収支となるとい

うことについては、ちょっと納得がいかないなというふうに思います。 

 そして、あと１点はですね、こういう状況でですね、今後の運営についてですね、お聞

きしたいということですね。 

 それと訪問介護のですね、今、訪問介護は非常に全国的に少なくなって、自治体によっ
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ては空白があるという自治体も出ているということで、非常に問題になっているところな

んですけども、甲佐町でやっぱり自宅の介護でですね、受けたいという方がいらっしゃる

場合ですね、この訪問介護の施設というのがですね、甲佐町何か所あるのかですね、それ

が十分に訪問介護がですね、満たされているのか、その点についてちょっとお尋ねをいた

します。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） まず、１点目、繰越しの話です。 

 来年度におきましてが、22ページのほうに書いてあります。繰越金のほうが１億1,335

万1,932円ということになっておりますけども、こちらのほうにつきましては、令和６年

度の介護給付費のほうがですね、見込んだよりもですね、ちょっと少なかった。ただ、令

和、その前年度、５年度に関しましては増えておりました。ただ、令和６年度に対して見

込んでおりましたところがですね、令和５年度よりもちょっと少なかったというところで、

ちょっと見込みのほうが多かったというところで、実際にこの繰越しの中からですね、国、

県あとは町、そして社会保険診療報酬基金等にですね、またこちらのほうを返還する分が

ございます。それに町を加えたところで、令和６年度について返還する分については、5,

200万ぐらいあるというところがあります。 

 次に、今後の運営につきましては、今、第９期の介護保険事業計画中です。令和６、７、

８年度につきましてが、第９期の介護保険事業計画になっております。そしてまた、その

次は第10期の介護保険事業計画をですね、立てる必要があります。また、来年度におきま

してですね、第10期のほうを立てていく中で、今後のですね、介護保険給付費の伸びとか、

あとはそれに対する介護保険料のですね、どのぐらい頂くかとか、そういったのをですね、

また今後第10期の計画をつくる上でですね、策定をしていく中で見ていきたいと思ってお

ります。 

 最後に、訪問介護のほうで、すいません、ちょっと施設のほうちょっと今把握してい

ませんので、ちょっとすぐ調べたいと思います。申し訳ないです。 

○議長（宮本修治君） 休憩取ろうか、休憩を。 

 しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後３時42分 

再開 午後３時45分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 大変失礼しました。 

 訪問介護の施設数につきましては、町内５か所になります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 
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〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 認定第３号、令和６年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定については反対とします。 

 介護保険制度は３年ごとに見直しが……。 

 （「井芹議員、井芹議員、マイク」と呼ぶ者あり） 

○９番（井芹しま子君） すいません。最初から言ったほうがいいですかね。 

○議長（宮本修治君） はい。 

○９番（井芹しま子君） 認定第３号、令和６年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定については反対をいたします。 

 介護保険制度は、３年ごとに見直しが行われておりますけれども、介護保険について

も保険料の負担は重く、また介護が必要になっても自己負担があるため、必要なサービ

スは受けられません。 

 このような問題を抱える介護保険の決算は、賛成することができません。決算では、

実質収支も1,000万円を超え、基金も増えており、高齢者の皆さんの暮らしを守るために

も保険料、利用料の軽減を求めて反対討論といたします。 

○議長（宮本修治君） 次に、本決算に対する賛成者の発言を許します。 

 １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） １番、甲斐でございます。認定第３号、令和６年度甲佐町介護

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。 

 ただいま担当課のほうから説明がありましたとおり、歳入総額17億4,910万8,428円、

歳出総額16億3,575万6,496円をもって決算なされたということでございます。 

 介護保険制度におきましては、高齢者の方々の暮らしと健康を支えるための大切な制

度でございます。高齢者の方々のですね、健康寿命こちらを延ばすため、引き続き介護

予防教室などを行っていただきまして、保険給付費のですね、抑制に努めていただきた

いと思います。 

 よって、何ら異議なく賛成、認定いたします。 

 （「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後３時48分 

再開 午後３時48分 

────────────── 
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○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 申し訳ございません。先ほど反対討論の中で、実質収支を

1,000万と申し上げましたけども、１億以上ということで訂正をさせていただきたいと思

います。 

 申し訳ございません、よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから採決を行います。 

 この採決は電子表決システムによって行います。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対のボ

タンをお願いします。 

 表決の漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

 総数10、賛成８、反対２。 

 よって、令和６年度甲佐町介護保険特別会計歳入歳出決算については、認定することに

決定しました。 

────────────── 

 日程第５ 認定第４号 令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

○議長（宮本修治君） 日程第５、認定第４号「令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算の認定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） では、認定第４号、令和６年度甲

佐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書でございます。 

 次のページをお願いします。 

 令和６年度歳入総括表です。款と収入済額のみご説明いたします。 

 款１後期高齢者医療保険料、収入済額１億3,711万7,600円。款２使用料及び手数料１

万6,300円。款３寄附金０円。款４繰入金6,669万4,903円。款５繰越金347万4,209円。款

６諸収入519万7,101円。 

 以上、歳入合計といたしまして、収入済額が２億1,250万113円でございます。 

 次のページをお願いします。 

 令和６年度歳出総括表です。款と支出済額のみご説明いたします。 

 款１総務費、支出済額155万7,871円。款２後期高齢者医療広域連合納付金２億154万

2,315円。款３保健事業費512万4,230円。款４諸支出金６万7,200円。款５予備費０円。 

 歳出合計といたしまして、支出済額が２億829万1,616円でございます。 
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 歳入歳出差引残額が420万8,497円です。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 ８ページ目をお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。区分と金額のみご説明いたします。 

 区分１、歳入総額２億1,250万113円。２、歳出総額２億829万1,616円。３、歳入歳出

差引額420万8,497円。４、翌年度へ繰り越すべき財源０円。５、実質収支額420万8,497

円。６、実質収支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入金０円。 

 ５の実質収支額の420万8,497円が、翌年度への繰越金となります。 

 ご説明、以上でございます。ご審議のほど、どうぞお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問すること

ができます。 

 最初に、歳入全部についての質疑をお願いします。歳入全部です。３ページ、款１後期

高齢者医療保険料から、５ページ、款６諸収入までです。３ページ、款１後期高齢者医療

保険料から、５ページ、款６諸収入までです。何か質疑ありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 保険料ですけれども、１人当たりの平均保険料というのは計算

されておられますでしょうか、お尋ねします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後３時54分 

再開 午後３時55分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） 令和６年度、年度末の１人当たりの

保険料といたしましては、５万7,733円でございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。保険料について、負担割合についての人数を教

えていただいていいですか。１割、２割、３割の。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後３時55分 

再開 午後３時57分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） 負担割合でございますが、１割負担

の被保険者の方ですね、これは月の平均被保険者でいかせていただきます。１割負担の方

が2,067名、２割の方が247名ということで、合わせて2,365名でございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、歳出全部について質疑をお願いします。歳出全部です。６

ページ、款１総務費から、７ページ款５予備費までです。６ページ、款１総務費から、７

ページ、款５予備費までです。何か質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 最後に、本決算全部について何か質疑ありませんか。本決算全部

です。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。令和６年度、甲佐町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算について、私は認定第４号の令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定には反対の立場から討論を行います。 

 保険料率は２年ごとの見直しが行われ、値上げが続いております。2022年からは、一定

額の所得のある人と認定されたら、医療費の窓口負担が軽減措置として２割負担となって

いましたが、この制度は今月30日で終了します。そのため、医療費の自己負担が増えるこ

とになります。また、2026年４月から子ども子育て支援金が加算されることになります。

2008年の制度発足以来、現役世代の所得と認められたら３割負担となっています。 

 全国健康保険協会のホームページでは、後期高齢者医療制度は75歳以上の方々に生活を

支える医療を提供するとともに、長年社会に貢献してこられた人々の医療費を、みんなで

支える長寿を、国民皆が喜ぶことができる仕組みですとうたっています。現実は、その反

対方向に進んでいると考えます。 

 高齢者の皆さんに手厚い支援をすることが、政治の役割であると考えます。そのための

医療制度でなければと強く考えます。 

 以上を申し上げ、反対討論とさせていただきます。 

○議長（宮本修治君） 次に、本決算に対する賛成者の発言を許します。 

 １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） １番、甲斐でございます。認定第４号、令和６年度甲佐町後期高
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齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定でございます。 

 先ほど、担当課のほうから説明がありましたとおり、歳入総額２億1,250万113円、歳出

総額２億829万1,616円という大変厳しい財政状況の中をもって、決算されたということで

ございます。 

 本会計は、超高齢社会の到来に向けて、医療費の増加が見込まれる中ではありますが、

まずは健康診断等の受診率の向上を図ることをですね、重要課題といたしまして、医療費

の抑制、これに努めていただきますようお願い申し上げまして、何ら異議なく賛成、認定

いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから採決を行います。 

 この採決は電子表決システムによって行います。 

 本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は賛成のボタンを、反対の方は反対のボ

タンをお願いします。 

 表決の漏れはございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 表決漏れなしと認め、確定します。 

 総数10、賛成８、反対２。 

 よって、「令和６年度甲佐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について」は、認定

することに決定しました。 

────────────── 

 日程第６ 認定第５号 令和６年度甲佐町水道事業会計決算の認定について 

○議長（宮本修治君） 日程第６、認定第５号「令和６年度甲佐町水道事業会計決算の

認定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（田上和広君） 認定第５号、令和６年度甲佐町水道事業会計決算書につ

いてご説明いたします。 

 ２ページ目をお願いいたします。 

 令和６年度甲佐町水道事業会計決算報告書でございます。 

 説明につきましては、下の表の区分の款と右側の決算額を説明させていただきます。 

 （１）収益的収入及び支出。 

 収入です。第１款事業収益、決算額１億7,249万30円です。 

 下の表の支出です。第１款事業費、決算額１億6,472万3,996円です。 

 次のページをお願いいたします。 

 ２、資本的収入及び支出。 

 収入です。第１款資本的収入、決算額7,672万378円です。 

 下の表の支出です。第１款資本的支出、決算額１億4,553万1,377円です。 
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 この資本的収入額が資本的支出額に不足する額6,881万999円は、当年度分消費税資本的

収支調整額808万9,874円及び過年度分損益勘定留保資金6,072万1,125円で補塡しておりま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和６年度甲佐町水道事業損益計算書でございます。このページの右側の下から３行目

に当年度の純利益を表示しております。そちらを説明いたします。 

 当年度の純利益は28万3,681円であり、前年度繰越利益剰余金の１億326万4,391円を合

わせまして、当年度末処分利益剰余金の額は１億354万8,072円となっております。 

 次の、５ページ目以降のその他の財務諸表の説明につきましては、省略させていただき

ます。 

 令和７年９月12日提出、町長名でございます。 

 以上で説明を終わらさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。主要施策成果一覧からも質問すること

ができます。本決算全部について、何か質問はありませんか。本決算全部です。ありませ

んか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 決算ではございますけれども、隣接町の美里町との給水が計画さ

れておりましたけれども、その辺の状況についてだけお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（田上和広君） 美里町の整備の状況でございますけれども、美里町の整

備につきましては簡易水道事業ということで、中央、北地区全域の給水を計画をされてお

ります。 

 当初の予定ではですね、令和５年度から令和14年度までの10か年計画でありましたけれ

ども、計画の見直しによりまして６か年計画に変更され、工事完了は令和10年度というこ

とになっております。 

 それにより、中央、北地区全域の給水開始は、令和11年度を予定されているところでご

ざいます。 

 以上となります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本決算に対する反対者の発言を許します。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本決算に対する賛成者の発言を許します。 

 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 認定第５号、令和６年度甲佐町水道事業会計決算書でありますが、
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先ほど課長の説明があった中で、６年度は純利益が28万ということで、その数字をどう見

るかはいろいろ意見が分かれるところでありますけれども、といっても令和６年度につき

ましては、しっかりと水道事業を守られて、安心安全な水を供給するという町の本当の務

めをしっかりと果たされたものと思い、本認定につきましては賛成をいたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから採決を行います。 

 認定第５号、令和６年度甲佐町水道事業会計決算について、認定することにご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第５号「令和６年度甲佐町水道事業会計決算について」は認定することに

決定いたしました。 

 しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後４時08分 

再開 午後４時09分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 以上をもって、本日の日程は終了いたしました。 

 明日17日は、午前10時から本議場において会議を開きます。 

 本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

────────────── 

散会 午後４時09分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 17日（水曜日） 
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令和７年第３回甲佐町議会（定例会）議事日程 

 

（第３号） 

１．招集年月日  令和７年９月12日 

１．招集の場所  甲佐町議会議場 

１．開議     ９月17日   午前10時00分 議長宣告 

１．散会     ９月17日   午後２時36分 議長宣告 

 

１．出席議員 

  １番 甲 斐 良 二    ２番 田 中 孝 義    ３番 鳴 瀬 美 善 
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１．本会議に職務のために出席した者の職氏名 

  議 会 事 務 局 長  北 野   太   議会事務局書記  後 藤 理恵子 

 

１．地方自治法第 121 条の規定により説明のために出席した者の職氏名 

  町 長  甲 斐 高 士   副 町 長  三 輪 孝 之 

  会 計 管 理 者  渡 邉 友 美   総 務 課 長  荒 田 慎 一 

  地 域 振 興 課 長  羽祢田 直 美   くらし安全推進室長  山 下 玄 介 

  税 務 課 長  松 野 洋 幸   環 境 衛 生 課 長  田 上 和 広 

  健 康 推 進 課 長  宮 崎 貴美代   住民生活課長兼町民センター所長  奥 名 雄 吉 

  福 祉 課 長  高 原 貞 典   農 政 課 長  上古閑 一 徳 

  建 設 課 長  白 石   亨   会 計 課 長  渡 邉 友 美 

  企 画 政 策 係 長  本 田 幸 嗣   広 報 電 算 係 長  中 村 聡 健 
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  選挙管理委員会書記長  荒 田 慎 一   代 表 監 査 委 員  井 芹 雅 洋 

  監 査 委 員  森 田 精 子 

 

１．会議録署名議員の指名について 

  議長は会議録署名議員に次の２名を指名した。 

       ５番 佐野 安春    ６番 荒田  博 
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１．議事日程 

  議長は本日の議事日程を別紙のとおり報告した。 

 

１．会議に付した事件 

  日程第１ 承認第８号 専決処分の報告及び承認について 

  日程第２ 報告第６号 専決処分の報告について 

  日程第３ 報告第７号 財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

  日程第４ 議案第38号 町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正 

             する条例の制定について 

  日程第５ 議案第39号 甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

             の制定について 

  日程第６ 議案第40号 甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す 

             る条例の制定について 

  日程第７ 議案第41号 甲佐町火入に関する条例の一部を改正する条例の制定につい 

             て 

  日程第８ 議案第42号 工事請負契約の変更について 

  日程第９ 議案第43号 財産の取得について 

  日程第10 議案第44号 財産の取得について 

  日程第11 議案第45号 財産の取得について 

  日程第12 議案第46号 町道の路線廃止及び認定について 

  日程第13 議案第47号 訴えの提起について 
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１．議事の経過 

開議 午前10時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程を報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりですので朗読を省略いたします。 

 住民生活課長から昨日の認定第４号、甲佐町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の佐

野議員からの質問について、答弁の申出があっておりますので、これを許します。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） それでは、昨日の認定第４号、甲佐

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につきまして、ご審議いただく中で、佐野

議員の質問に関する答弁に誤りがありましたので、訂正させていただきたいと思います。 

 被保険者の方の病院で医療費をお支払いになる場合の負担割合が１割、２割、３割の方

の人数でございますが、１割の方が2,067名、２割の方が247名、３割負担の方が50名、合

わせまして2,364名になられますが、これは全て令和６年度の平均になりまして、被保険

者数自体を平均しますと2,365名ということになります。１名異なりますが、１割、２割、

３割については、以上の人数になります。３割が抜けておりましたので、訂正させていた

だきます。失礼いたしました。 

────────────── 

 日程第１ 承認第８号 専決処分の報告及び承認について 

○議長（宮本修治君） 日程第１、承認第８号「専決処分の報告及び承認について」を議

題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、承認第８号についてご説明申し上げます。 

 承認第８号、専決処分の報告及び承認について。 

 地方自治法第179条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の

規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 次のページをお願いいたします。 

 専決処分書です。 

 専第11号、専決処分書。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、下記事項を専決処分するものでございます。 

 令和７年８月11日、町長名です。 

 記。１、令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第２号）になります。 

 次の次のページをお願いいたします。 
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 令和７年度甲佐町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによります。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億3,598万7,0

00円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ146億5,320万1,000円とするもの

です。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出補正によります。 

 地方債の補正。第２条、地方債の追加は、第２表、地方債補正によります。 

 令和７年８月11日、町長名です。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。款15国庫支出金に１億108万9,000円を追加し、20億7,934万2,000円としてお

ります。１の国庫負担金、２の国庫補助金です。 

 款16県支出金に１億5,030万円を追加し、13億7,416万8,000円としております。１の県

負担金、２の県補助金です。 

 款19繰入金に4,279万8,000円を追加し、14億5,186万3,000円としております。１の基金

繰入金です。 

 款22に２億4,180万円を追加し、13億7,200万円としております。１の町債です。 

 歳入合計。補正前の額141億1,721万4,000円に５億3,598万7,000円を追加し、146億5,32

0万1,000円としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出です。款２総務費に408万4,000円を追加し、32億7,296万円としております。１の

総務管理費です。 

 款３民生費に１億3,970万円を追加し、23億7,921万6,000円としております。１の社会

福祉費、３の災害救助費です。 

 款４衛生費に１億8,078万3,000円を追加し、７億8,071万9,000円としております。２の

清掃費です。 

 款９教育費に175万4,000円を追加し、８億7,533万9,000円としております。２の小学校

費、３の中学校費、５の保健体育費です。 

 款10災害復旧費に２億966万6,000円を追加し、２億967万2,000円としております。１の

農林水産施設災害復旧費から４のその他公共施設・公用施設災害復旧費までです。 

 歳出合計。補正前の額141億1,721万4,000円に５億3,598万7,000円を追加し、146億5,32

0万1,000円としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正です。１の追加です。説明は、起債の目的、限度額、起債の方法、

利率、償還の方法の順で行います。 

 まず、起債の目的、限度額から説明をさせていただきます。 

 起債の目的、災害復旧事業債。限度額、１億4,390万円。 
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 災害対策債、8,740万円。 

 災害援護資金貸付金、1,050万円。 

 合計が２億4,180万円でございます。 

 起債の方法、証書借入又は証券発行。 

 利率については、年5.0％以内。ただし、利率見直し方法で借り入れる政府資金及び地

方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の

利率。 

 償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債

権者と決定するものとする。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期間を短縮し、

又繰上償還をもしくは低利債に借換えすることができる。 

 今回の補正につきましては、８月10日から11日にかけての大雨により、災害発生に伴い

ます支援及び復旧等に関する増額補正となっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。 

 本予算全部についてお願いいたします。本予算全部です。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。ページの13ページですけれども、災害復旧費の中の農

林水産業施設の災害復旧事業費についてお尋ねいたします。 

 今回ですね、相当な被害が出ていると思うんですけど、まず、農業の被害ということで、

担当課長さんもご存じと思いますけど、西寒野の地内にですね、あります鹿生田の頭首工、

これにつきましてがですね、相当な釈迦院川ですかね、の氾濫によりましてですね、相当

な被害が起きております。これについては、今、関係土地改良区のほうでポンプアップし

てですね、用水を確保しているというような状況でございます。そういうことを踏まえて、

今は用水をどうにかポンプアップして補っておりますけども、災害復旧についての完了す

る時期ですね、これが来年の出水期といいますか、苗床の水が来る時期までにはできるの

かということが一つと、現在、燃料費がですね、相当な燃料を使っておりますので、その

辺については、応急仮工事というような感じで、補助金の対象になって、何らかの手当て

がなされるのか、そこについてお尋ねをいたします。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 予定ではですね、災害査定を10月末から開始するということで聞いております。今のと

ころですね、以前の平成８年に被災しておるときは、繰越事業でですね、施行されており

ます。今回もですね、ポンプといいますか、機械のほうをやられておりますので、多分繰

越しになるのかなというふうには思っております。 

 それと、ポンプにつきましてですが、農政局から借りておりまして、最初はエンジンを

借りていたんですが、先ほど言われましたとおり、燃料費の高騰がありますので、今、発

電機を使ってですね、しております。 
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 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） その発電機についての燃料費の補助とか、そういったのも町のほ

うで対応できますか。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） 失礼しました。今のところですね、農政局のほうに話しま

して、応急工事のところでですね、組んでいるところになります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） ４番、森田です。同じく13ページなんですけれども、災害復旧費

の中の応急災害復旧で給水ポンプの管理委託料とありますが、この内容を教えていただき

たいのと、それと、農業用ですけれども、ハウスの、何かな、発電機といいますか、とか

ポンプとか、今回豪雨災害によって被災されております。そういう中で、設備費に対して

の補助が、何か、国が３分の２、県が３分の１、町が３分の１というような補助があると

いうようなお話が今、流れてきてるんですけれども、その辺りの情報は何か入ってますか。 

 （自席より発言する者あり） 

○４番（森田精子君） 教えていただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 （自席より発言する者あり） 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 給水ポンプ管理委託料に関しましてが、先ほど申しました鹿生田堰の分になります。そ

れと機械の補助になりますが、昨日ですね、担当者会議がありまして、国のほうがですね、

10分の３、県のほうが10分の２、市町村は県と同率ということで、合わせますと10分の７

ということで聞いております。これも機械に関しましてになります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。11ページの第３款民生費、委託料で災害ボラン

ティアセンター業務委託料がございますが、ボランティアの皆さんにはですね、この災害

に当たって、大変お世話になってるところですが、ボランティアは個人の場合、また、団

体の場合とか、あるかと思うんですが、団体としては、どんな団体が参加されてるのか教

えてください。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 災害ボランティアセンターの団体のほうの登録状況につきま

しては、現在13団体のほうで登録をさせていただいております。甲佐ライオンズクラブ、
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甲佐高校、御船町役場、あとは人吉災害救護ボランティアやませみ、また、ＮＰＯ法人と

か、ところのほうで登録をさせていただいております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 11ページですけれども、この貸付費について、ちょっと説明を

お願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 災害援護資金貸付金につきましては、こちらにつきましては、

災害によりですね、負傷または住居、家財に被害を受けた方に対して、資金の貸付けを行

うものになります。ちょっと貸付けの限度額は350万円なりますけども、区分がございま

して、例えば、世帯主が負傷し療養期間がおおむね１か月以上の場合の方で、家財及び住

居に損害のない場合が150万円とか、あと、住宅が半壊の場合が270万円とか、住居が全壊

の場合は350万円とかというふうに、貸付けの限度額に区分がございます。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ページの14ページですね、今度は公共土木の施設災害復旧につい

て、お尋ねをいたします。今回測量設計費が6,000万円ほど計上されております。先ほど

農政課長も言われましたとおり、これからが査定ということでございますけれども、公共

災につきましての質問でですね、２点ほど。 

 一つは、町村河川の安平川ですね、ここについては、担当課も見てこられてると思いま

すけれども、私も現地踏査しましたけれども、部分的な災害復旧でできるような状況では

ないという判断がされます。そういったことを思えばですね、やはり改良費をちょっと絡

めたような感じで災害関連という事業もございます。これはもう県辺とタイアップせんと

ちょっとできないかもしれませんけど、そのような形で改良費用を含めたところで、何ら

かの普及をやっていかないと、また、次にも被害が出るんじゃないかという思いがありま

す。それが１点です。 

 もう１点は同じく、これは県河川の釈迦院川にかかります、町道西寒野から美里の岩下

に向かう、沈下橋、沈み橋といいますけども、これが美里町のほうの川の半分から先が流

出しとるということで、今通行ができません。これについては、町村をまたぐ橋梁でござ

います。ということで、事業主体が甲佐町になるのか美里町になるのか、振興局について

も宇城と上益城はまた違います。そういうところで、これは２町連携でやっていかんとい

かんし、また、負担金辺もそれぞれが出てくると思いますけども、この辺の復旧について

の考え方、その２点についてお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） お答えします。 
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 まず、安平川の件からですけども、安平川につきましては、今の被災状況に合わせてで

すね、被災状況からして、また、今までと同じようなやり方じゃなくて、別のやり方でと

いう話ですけども、ご存じのとおり災害復旧というのは原形復旧が、さっき言われたよう

にですね、基本なってきますけども、議員がおっしゃられましたとおりですね、災害関連

事業とかですね、そういったものを活用しながら、地元が使われる利便性、それから安全

性を踏まえてですね、協議を行ってですね、できればそういったのを活用できればという

ところで、協議はしていきたいというふうに思っております。 

 それから、西寒野の小川線の、西寒野の岩下線ですね、町道西寒野の岩下線の小川島潜

水橋と言いますけども、こちらにつきましてがですね、先ほど言いましたとおり、橋ので

すね、12メーターほどが流出しておりまして、こちらが全面的な改修が、復旧が必要なっ

てくるということになります。先ほど言われましたとおり、美里町と甲佐町と半分ですね、

２分の１で、今管理協定を結んでやっておりますけども、現在測量設計段階でありまして、

詳しいところは、まだ、今調査中ですので、どういった工法になるとか、金額がどれだけ

なるのか、まだはっきり分かっておりません。そういったところを踏まえてですね、今後、

そういった金額、工法辺りが出てきましたら、美里町と協議してですね、先ほど言われた、

どちらでどういうふうにやっていくのかというのを協議していきたいというふうに思って

おります。 

 以上です。また、改めてご報告させていただきます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。15ページの災害復旧費のことでお尋ねをいたし

ます。説明がもうあったかと思うんですけども、宮内地区のですね、簡易水道施設がです

ね、今回の豪雨災害で使えない状態があるかと思うんですけど、まだ難しいかもしれませ

んけど、復旧の見通しとか、被災があった箇所の状況とか、説明できるものがあればお願

いします。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（田上和広君） お答えいたします。今、議員が申されましたように、宮

内地区の水道施設につきましてが、今回の大雨で大分被害を受けておるところでございま

す。その中で、まず、打出、川平の給水施設でございますけれども、こちらにつきまして

は、県道三本松甲佐線の土砂崩れにより水道管が損傷し、断水状態となりました。断水中

は給水タンクを設置し、応急給水を実施したところでございます。この水道管につきまし

てはですね、土砂撤去が終わった後、仮設管を通してですね、給水ができるような形に今

なっているところでございます。 

 続きまして、西原の給水施設でございますけれども、こちらにつきましてが、第２配水

池、これは公民館の上のほうの配水池になりますけれども、こちらの法面の土砂が崩れて、

基礎部分、また、フェンスの部分が少し宙に浮いているような状況になっております。こ

ちらにつきましてはですね、給水については問題はございませんけれども、今後復旧する
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予定でございます。 

 あと井戸江給水施設でございますけれども、こちらにつきましてもですね、滅菌機のほ

うが浸水によって故障しましたので、こちらにつきましても仮設設置により、現在給水が

できるような状況でございます。 

 あと谷内のほう、こちらにつきましては、水源からの排水管が損傷したというところで、

別の水源地から、今、水を給水して、排水できてるような状況ではございますけれども、

こちらにつきましても、今後配水管の設置を行うということでございます。 

 堂の原集落水道につきましては、今後水源地から配水タンクまでの被災状況が、今現在、

分かっておりませんので、こちらの今後の復旧につきましては、今後区長さん並びに組合

の方と話をしながら、今後の復旧方針については協議していきたいと思っております。 

 そのほかに本坂谷給水施設、また、広瀬給水施設につきましては、集落が一時孤立はし

ておりましたけれども、給水施設の被害はありませんでした。 

 もう一つ柳瀬給水施設につきましてはですね、こちらにつきましても、水源から配水タ

ンクまでのちょっと被災が見られておりますけれども、今柳瀬地区につきましては、西原

給水施設の水に今、切り替えて給水ができるようになっておるところでございます。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 （「２回目がこういう質問みたいな感じだけん」と呼ぶ者あり） 

○議長（宮本修治君） 関連なので。 

 さっきの関連でしょ。２回目のはダブっとったけんですね。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。先ほどのはちょっと２回目ということで、今回が３回

目ということで、質問を最後にさせていただきます。 

 公共災害ではないですけども、これは大井手川の件でちょっと質問させていただきます。

今回大井手川、それと、やなの上の外やなと言いますけれども、これについて緊急的に浚

渫をされたということで、業者の方からも話を聞いております。併せて２段橋のサイフォ

ンも土砂がたまっとったんで、浚渫をしたというお話をいただきました。そういった中で、

実際にそこに流入してくるのを考えますと、町村河川の南谷川、それと町村河川の湯田川、

この辺からの土砂の流入が非常にあったんじゃなかろうかという思いがあります。これを

緊急的に浚渫をして、水の排水を効くような形に直したということでございますので、こ

こで重機借上料ということで400万が計上されております。その費用負担については、こ

の中から出されるのか、そして、業者さんにはいつ頃支払いがなるのかというのをお聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） すいません、お答えします。 

 すいません、それに関しましてはですね、13ページのですね、農業用施設のほうでです

ね、計上しております。各地区からですね、田んぼに水がいかないということで話があり
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ましたので、その分でちょっと計上させてもらっております。支払いに関しましては、随

時今行っている状況になります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。今、災害の重機借り上げとかのお話が出てましたけども、

建設課の値段と農政課の値段と、何か差異があるというか、何か建設課のほうになると人

件費は出るけど、農政課のほうだったら人件費は出ないというようなお話を聞いてるんで

すね。その辺りで何かほら統一をしてほしいと。何か、もし人件費が出ないんであれば、

何か規定を設けてほしいと。そういった町民の方への説明がなかなか難しいということで、

その辺りをちょっとご説明をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 重機借り上げの単価につきましては、毎年ですね、４月に建

設業とかですね、建築業さんのほうにですね、重機の借り上げとして、オペレーターも含

めて代金をお示ししております。基本的に農業の関連の事業についてもですね、同じよう

な形で行われておりまして、重機の借り上げとオペレーターを含めたところで支払われて

いるところであります。 

 ただ、地元からですね、地域の方が、地域のほうでそういった重機を使った作業される

場合はですね、オペレーター代を抜いたところで、重機の借り上げ代だけをですね、出し

てやっておりますので、そういったところで、地元がされた分と、こちらから事業者、業

者さんのほうにですね、お願いした分とではオペレーター代のところで差が出てきてると

いうところになります。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） すいません、地域の方々がですね、機械を借り上げられて重機借

り上げ分を出しますけど、現在オペレーター代が出てないということでございます。この

件に関しましては、私たちもちょっと要望等を受けましてですね、今回みたいな災害救助

法の適用になるような大規模な災害時において、そういった重機借り上げをされたときに

は、オペレーター代をですね、町のほうから支給できるような形で、現在規定のほうをで

すね、構築しているところでございます。また、そこの構築ができましたら、また、議会

のほうにもお示しをいたしまして、後払いにはなりますけど、出られた方々に対しては、

ちゃんとオペレーター代として支払うような形をとっていきたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 
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 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。承認第８号、令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第

２号）でございます。補正額で５億3,598万7,000円の増額ということでございますけれど

も、さきの８月10日から11日にかけて発生した集中豪雨により災害復旧に関連する事業等

を主なものとする補正でありますことから、町長の方針でもあります、被災者に寄り添っ

た速やかな対応を切に希望し、本予算について異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから承認第８号、専決処分の報告及び承認についてを採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、承認第８号「専決処分の報告及び承認について」は、原案のとおり承認するこ

とに決定しました。 

────────────── 

 日程第２ 報告第６号 専決処分の報告について 

○議長（宮本修治君） 日程第２、報告第６号「専決処分の報告について」を議題としま

す。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） では、報告第６号についてご説明申し上げます。 

 報告第６号、専決処分の報告について。 

 地方自治法第180条第１項の規定により、議会の議決により指定された町長の専決処分

事項として別紙のとおり専決処分を行ったので、同条第２項の規定により報告するもので

ございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 次のページをお願いいたします。 

 専決処分書です。 

 専第10号、専決処分書。 

 地方自治法第180条第１項の規定により、次のとおり専決処分したものでございます。 

 令和７年７月15日、町長名です。 

 損害賠償について。 

 １、件名、飛び石による車両の損傷。 

 ２、事故発生日時、令和７年５月８日木曜、午前10時30分頃。 
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 ３、事故発生場所、甲佐町大字早川2462番地２付近。 

 ４、事故発生状況、除草作業中に、飛び石により走行中の相手方車両のサイドガラスと

ドアを損傷させたものでございます。 

 ５、損害賠償額、19万4,869円、過失割合、町100、相手方０。 

 以上で報告を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。作業中にということで、過失割合が町が100と、相手が、

大体この100、０というとは、普通のことであまり言えないと、私は思いますが、止まっ

とった車にぶつけたけん、そうなったのか、その辺りのちょっと詳しい説明をちょっとお

願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 相手方の車については、走行中だったというふうに聞いてお

ります。100、相手方が０という分については、保険会社等にもですね、審査をさせてい

ただいたところで、保険会社の判断等によりまして、100、０ということで、走行中で相

手方に過失がないということで、飛び石が飛んでくるという状況が考えられればいいんで

すけど、ふだんは考えられないので、そういう形で100、０という形になっているところ

でございます。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。そういうことであれば、道路の草刈りか何かを町のほうで

お願いしてて、されてたということでございますけど、そういう何かネットとかそういう

のを、防護柵みたいのはされてたんですか。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 防護柵につきましてはですね、通行量が多いところですとか

住宅付近ですとか、危険なところでされる場合はですね、防護柵をするように指示をして

おりまして、今回、一応防護柵もされておりましたけど、隙間をぬって飛んでいったとい

うところだと受けております。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） こういう事例がですよ、もうかなり頻度があるみたいですから、

それについて、今後どうするとか、どういうところ、防護はしとって、そういうふうに

なったという説明だったけど、そういうことが起きるんであれば、やはりやり方を少し考

えんといかんのじゃないかなという思いがして、今、質問してます。今後どうするという

ふうにされるのか、お聞かせ願えますか。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 現在ですね、作業員さんのほうで使用されている刈払機につ
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いてが、ナイロンコードを利用したところでされてますので、ナイロンコードがちょっと

石をはねやすいというところがありますので、現在ですね、通行量が多いところとか住宅

付近においては、もうチップソーを使った作業を行っていただくように今、指示をしてお

ります。 

 またですね、今の安全研修もですね、併せて３か月に１回程度今行うようにしておりま

して、今年も６月にですね、こういった状況でしたので、６月に作業員さんに対しまして、

安全対策の周知を図っておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 以上で、報告第６号「専決処分の報告について」を終わります。 

────────────── 

 日程第３ 報告第７号 財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

○議長（宮本修治君） 日程第３、報告第７号「財政健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、報告第７号についてご説明申し上げます。 

 報告第７号、財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定により

別紙のとおり監査委員の意見を付して報告するものでございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和７年度の決算に基づき、財政健全化法第３条第１項の規定による４つの指標であり

ます実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率と下段の表の財政

健全化法第22条第１項の規定に基づく資金不足比率の状況を記載しております。 

 まずは上段の表の網かけの部分をご覧いただきたいと思います。 

 実質赤字比率は一般会計状況を、連結実施赤字比率は特別会計及び水道会計を含む状況

を示すものでございます。いずれも赤字ではありませんので、比率が出ておりません。 

 次に、実質公債費比率に関しましては、標準財政規模に対する地方債の返還額の大きさ

を３か年の平均値で表したもので、令和６年度は8.7％となっており、早期健全化基準額

に対する割合を示すものでございます。将来財政を圧迫する可能性の度合いの高いものを

示す指標と言えるものでございます……。すいません。申し訳ございません、ちょっと飛

びました。令和６年度は8.7％になっており、早期健全化基準の25％を下回る値となって

おります。 

 次に、将来負担比率は水道会計も含めた町の借入金の残額や仮に役場職員が１度に退職
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した場合に支払うべき退職手当総額など、負債の額の標準財政規模を基本とした額に対す

る割合を示すものです。将来財政を圧迫する可能性の高い度合いを示す指標と言えるもの

です。令和６年度は０％で、なしとなっておりますので、比率は出ておりません。早期健

全化基準の350％を下回る値となっております。 

 ただいまご説明いたしました各比率が、下の段の早期健全化基準を超えますと黄色信号

になり、財政健全化計画の策定が義務づけられることになります。さらに、その下の財政

再生基準を超えますと赤信号となり、財政再生計画の策定が必要で、地方債の発行が制限

され、最小限の期間内に早期健全化基準未満にするなどの計画を定めなければならないと

いうことになります。 

 次に、水道事業会計の資金不足比率の状況におきましても、資金不足比率の欄に数値が

出ておりません。一番下の表の資金不足に△について、マイナスの１億4,922万円となっ

ておりますので、これにより資金不足が生じていないという状況でございます。 

 このように、本町では令和６年度決算において、いずれの指標においても基準を下回っ

ている状況となっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 以上で、報告第７号「財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について」を終わり

ます。 

────────────── 

 日程第４ 議案第38号 町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第４、議案第38号「町長等の損害賠償責任の一部免責に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、議案第38号についてご説明申し上げます。 

 議案第38号、町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例の制

定について。 

 町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定

するものでございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例。 

 町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第１条中「第243条の２の７第１項」を「第243条の２の８第１項」に、「第243条の２

の８第３項」を「第243条の２の９第３項」に改める。 
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 第２条中「第173条の４第１項第１号」を「第173条の５第１項第１号」に改める。 

 附則。 

 この条例は、地方自治法の一部を改正する法律附則第１条第３号に掲げる規定の施行の

日から施行する。 

 提案理由につきましては、地方自治法の一部を改正する法律及び地方自治法施行令等の

一部を改正する政令の施行に伴い、本条例の一部を改正する必要が生じたため、この議案

を提出するものでございます。 

 今回につきましては、上位法の改正に伴います改正になっております。 

 なお、次のページに新旧対照表を添付させていただいております。 

 以上、説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） １番、甲斐でございます。議案第38号、町長等の損害賠償責任の

一部免責に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。先ほど担当課

のほうから説明がありましたとおり、上位法の改正によるものということでございますの

で、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第38号、町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第38号「町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する

条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第５ 議案第39号 甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第５、議案第39号「甲佐町職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 
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○総務課長（荒田慎一君） それでは、議案第39号についてご説明申し上げます。 

 議案第39号、甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て。 

 甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定するもの

でございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 提案理由といたしましては、地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、本条

例の一部を改正する必要が生じたため、この議案を提出するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。改正文になります。 

 甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例。 

 甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第１条中「第19条第１項及び第２項」を「第19条第１項から第３項まで及び第５項」に

改める。 

 第18条第２号中「及び勤務日ごとの勤務時間」及び「（以下「定年前再任用短時間勤務

職員等」という。）」を削り、「除く。」の次に「次条において同じ。」を加える。 

 第19条の見出し中「部分休業」を「第１号部分休業」に改め、同条第１項中「部分休業

（育児休業法第19条第１項に規定する部分休業をいう。以下同じ。）の承認は、勤務時間

条例第８条第１項に規定する正規の勤務時間（非常勤職員（定年前再任用短時間勤務職員

等を除く。以下この条において同じ。）にあっては、当該非常勤職員について定められた

勤務時間）の始め又は終わりにおいて」を「育児休業法第19条第２項第１号に掲げる範囲

内で請求する同条第１項に規定する部分休業（以下「第１号部分休業」という。）の承認

は」に改め、同条第２項中「勤務時間条例に基づく規則で定める特別休暇で、職員が生後

満１年に達しない生児を育てる場合におけるもの」を「労働基準法第67条の規定による育

児時間」に改め、「除く。）に」の次に「対する第１号部分休業の承認に」を加え、同条

第３項中「部分休業」を「第１号部分休業」に改める。 

 第19条の次に次の４条を加える。 

 第２号部分休業の承認。 

 第19条の２、育児休業法第19条第２項第２号に掲げる範囲内で請求する同条第１項に規

定する部分休業（以下「第２号部分休業」という。）の承認は、１時間を単位として行う

ものとする。ただし、次の各号に掲げる場合にあっては、それぞれ当該各号に定める時間

数の第２号部分休業を承認することができる。 

 第１号、１回の勤務に係る日ごとの勤務時間に分を単位とした時間がある場合であって、

当該勤務時間の全てについて承認の請求があったとき 当該勤務時間の時間数。 

 第２号、第２号部分休業の残時間数に１時間未満の端数がある場合であって、当該残時

間数の全てについて承認の請求があったとき 当該残時間数。 

 育児休業法第19条第２項の条例で定める１年の期間。 

 第19条の３、育児休業法第19条第２項の条例で定める１年の期間は、毎年４月１日から
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翌年３月31日までとする。 

 育児休業法第19条第２項第２号の人事院規則で定める時間を基準として条例で定める時

間。 

 第19条の４、育児休業法第19条第２項第２号の人事院規則で定める時間を基準として条

例で定める時間は、次の各号に掲げる職員の区分に応じ、当該各号に定める時間とする。 

 第１号、非常勤職員以外の職員 77時間30分。 

 第２号、非常勤職員 当該非常勤職員の勤務日１日当たりの勤務時間数に10を乗じて得

た時間。 

 次のページをお願いいたします。 

 育児休業法第19条第３項の条例で定める特別の事情。 

 第19条の５、育児休業法第19条第３項の条例で定める特別の事情は、配偶者が負傷又は

疾病により入院したこと、配偶者と別居したことその他の同条第２項の規定による申出時

に予測することができなかった事実が生じたことにより同条第３項の規定による変更（以

下「第３項変更」という。）をしなければ同項の職員の小学校就学の始期に達するまでの

子の養育に著しい支障が生じると任命権者が認める事情とする。 

 第20条第１項中「除く。）が」の次に「育児休業法第19条第１項に規定する」を加え、

同条第２項中「会計年度任用職員が」の次に「育児休業法第19条第１項に規定する」を加

える。 

 第21条を次のように改める。 

 部分休業の承認の取消事由。 

 第21条、育児休業法第19条第６項において準用する育児休業法第５条第２項の条例で定

める事由は、職員が第３項変更をしたときとする。 

 附則。 

 施行期日。 

 第１条、この条例は、令和７年10月１日から施行する。 

 経過措置。 

 第２条、地方公務員の育児休業等に関する法律第19条第２項第２号に掲げる範囲内にお

いて、この条例の施行の日から令和８年３月31日までの間における部分休業の承認の請求

をする場合におけるこの条例による改正後の甲佐町職員の育児休業等に関する条例第19条

の４の規定の適用については、同条第１号中「77時間30分」とあるのは「38時間45分」と、

同条第２号中「10」とあるのは「５」とする。 

 今回の改正につきましては、地方公務員法の育児休業等に関する法律の改正に伴いまし

て、職員の育児時間の取得パターンの多様化についての対応するものでございます。具体

的には、育児休業については、現行の１日につき２時間を超えない範囲内の形態に加え、

１年につき規則で定める時間を超えない範囲内の形態を設けることとして、職員はいずれ

かの形態を選択することができるものとなっております。また、育児時間の対象となる非

勤務職員が養育する子の年齢について、３歳に達するまでを、常勤職員と同様に、小学就



- 98 - 

学始期に達するまでとするもので、多様な生活スタイルに合わせた育児時間の取得が可能

となり、子育て世帯の働きやすい職場環境の整備につながるものでございます。 

 なお、４ページから７ページまで新旧対照表を添付させていただいております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例に関連性があると思いますので、質問いたしますが、内閣府男女参画局の男女共

同参画基本計画における成果目標での男性の育児休業取得率は2025年で30％というふうに

なっておりますが、町ではどうなっているのか、ご説明をお願いします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 今、町ではですね、職員が育児休業を取られたという部分の

男性のですね、職員が取れたという部分についての実績は今のとこありません。これにつ

いては、しっかりですね、町としてもこの法令等も示しながら、説明をさせていただいて

いますが、なかなか取得に向けてはちょっと実施ができてないということになっておりま

す。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） あくまでも目標でありますので、強制力というのはですね、弱い

かもしれませんが、やはり政府もですね、そういうふうに男性の取得率を上げようという

ことで目標も掲げておりますので、町としてもですね、やはり職員の皆さんにしっかり働

きかけてですね、男性でも取っていかれるようにですね、指導が必要かなというふうに思

います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 佐野議員おっしゃるとおりだと思います。それについては、

しっかりですね、該当する職員については、しっかり話しさせていただきながら、取得に

向けての努力をしていきたいというふうに思います。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

 （「休憩」と呼ぶ者あり） 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時57分 

再開 午前10時58分 

────────────── 
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○議長（宮本修治君） 引き続き会議を開きます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） すいません、多分、今、条文を読み上げた中で、非常勤職員

を非勤務職員と申したと思いますので、非常勤職員に訂正をさせていただければと思いま

す。申し訳ございませんでした。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。議案第39号、甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてでございますが、ただいま担当課長のほうの説明がありま

したとおり、地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、取得時間等のですね、

変更が設けられたということでございますので、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第39号、甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第39号「甲佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」は、原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

 11時10分から再開します。 

────────────── 

休憩 午前10時59分 

再開 午前11時10分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────── 

 日程第６ 議案第40号 甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第６、議案第40号「甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 
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 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、議案第40号についてご説明申し上げます。 

 議案第40号、甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について。 

 甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定す

るものでございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 提案理由といたしましては、人事院規則の改正を踏まえ、本条例の一部を改正する必要

が生じたため、この議案を提出するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。改正文になります。 

 甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例。 

 甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第８条の２第２項中「（平成４年甲佐町条例第４号）」を削る。 

 第15条第１項中「第15条の２第１項」を「第16条の２第１項」に改める。 

 第19条を第20条とし、第16条から第18条までを１条ずつ繰り下げ、第15条の４を第16条

の４とし、第15条の３を第16条の３とする。 

 第15条の２第１項中「申告、請求又は申出（次条において「請求等」という。）」を

「請求等」に改め、同条を第16条の２とする。 

 第15条の次に次の１条を加える。 

 妊娠、出産等についての申出をした職員等に対する意向確認等。 

 第16条、任命権者は、甲佐町職員の育児休業等に関する条例第22条第１項の措置を講ず

るに当たっては、同条の規定による申出をした職員（以下この項において「申出職員」と

いう。）に対して、次に掲げる措置を講じなければならない。 

 第１号、申出職員の仕事と育児との両立に資する制度又は措置（次号において「出生時

両立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるための措置。 

 第２号、出生時両立支援制度等の請求、申告又は申出（以下「請求等」という。）に係

る申出職員の意向を確認するための措置。 

 第３号、甲佐町職員の育児休業等に関する条例第22条の規定による申出に係る子の心身

の状況又は育児に関する申出職員の家庭の状況に起因して当該子の出生の日以後に発生し、

又は発生することが予想される職業生活と家庭生活との両立の支障となる事情の改善に資

する事項に係る申出職員の意向を確認するための措置。 

 第２項、任命権者は、３歳に満たない子を養育する職員（以下この項において「対象職

員」という。）に対して、規則で定める期間内に、次に掲げる措置を講じなければならな

い。 

 第１号、対象職員の仕事と育児との両立に資する制度又は措置（次号において「育児期

両立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるための措置。 
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 第２号、育児期両立支援制度等の請求等に係る対象職員の意向を確認するための措置。 

 第３号、対象職員の３歳に満たない子の心身の状況又は育児に関する対象職員の家庭の

状況に起因して発生し、又は発生することが予想される職業生活と家庭生活との両立の支

障となる事情の改善に資する事項に係る対象職員の意向を確認するための措置。 

 第３項、任命権者は、第１項第３号又は前項第３号の規定により意向を確認した事項の

取扱いに当たっては、当該意向に配慮しなければならない。 

 附則。 

 第１条、この条例は、令和７年10月１日から施行する。ただし、次条の規定は公布の日

から施行する。 

 経過措置。 

 第２条、任命権者はこの条例の施行日前において。 

 次のページをお願いします。 

 おいても、この条例による改正後の甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例第16条

第２項の規定の例により、同項各号に掲げる措置を講ずることができる。この場合におい

て、その講じられた措置は、施行日以後は、同項の規定により講じられたものとみなす。 

 今回の改正につきましては、人事院の規則の改正に伴います仕事と育児の両立支援制度

の利用に関する職員の意向確認等について対応するものになります。具体的には、妊娠、

出産時や育児期の職員への面談等による両立支援制度の周知や制度利用、働き方の意向聴

取、及び聴取した意向への配慮を義務づけ、職員が子の年齢に応じた柔軟な働き方を選択

できる支援をするものでございます。 

 なお、４ページから７ページまで新旧対照表を添付させていただいております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） １番、甲斐でございます。議案第40号、甲佐町職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。先ほど担当課の

ほうから説明がありましたとおり、人事院規則の改正を踏まえてということでございます。

職員の皆さんのですね、仕事と育児の両立を図り、また、これによって、よりよい職場環

境づくりのためということでございますので、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第40号、甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条



- 102 - 

例の制定についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第40号「甲佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第７ 議案第41号 甲佐町火入に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮本修治君） 日程第７、議案第41号「甲佐町火入に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） それでは、議案第41号についてご説明申し上げます。 

 議案第41号、甲佐町火入に関する条例の一部を改正する条例の制定について。 

 甲佐町火入に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定するものです。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 提案理由。火入れの中止について注意報の名称が変更され、本条例の一部を改正する必

要が生じたため、この議案を提出するものでございます。 

 次のページをお願いします。 

 甲佐町火入に関する条例の一部を改正する条例。 

 甲佐町火入に関する条例の一部を次のように改正するものです。 

 説明につきましては、新旧対照表で説明をさせていただいてもよろしいでしょうか。 

 （「はい」と呼ぶ者あり） 

○農政課長（上古閑一徳君） ありがとうございます。 

 それでは、次のページの新旧対照表をお願いします。 

 第13条第１項及び第２項の「異常乾燥注意報」を「乾燥注意報」へと名称を変更するも

のになります。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いします。 

 （自席より発言する者あり） 

○農政課長（上古閑一徳君） すいません。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行します。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。これ具体的にですね、どういうときにこの火入れを

やって、申請手続的にはどのような形で行われているものですかね。説明をいただきたい。 
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○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。 

 火入れに関しましては、定義としまして、森林またはその１キロメートル以内の土地で、

流木地区、雑草、堆積物などを面的に焼却する行為を指しまして、主に造林のためですね、

の地ごしらえとか開墾準備、害虫駆除、焼き畑、牧草の改良など、土地の利用を目的とし

た焼却というふうになっております。これに関しましては、所在地の市町村長の許可が必

要というふうになっております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） 議案第41号、甲佐町火入に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてでございますが、ただいま課長の説明がございましたが、火入れの中止につい

ての注意報の名称が変更されたということでございますので、何ら異議なく賛成いたしま

す。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第41号、甲佐町火入に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第41号「甲佐町火入に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第８ 議案第42号 工事請負契約の変更について 

○議長（宮本修治君） 日程第８、議案第42号「工事請負契約の変更について」を議題と

します。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、議案第42号についてご説明申し上げます。 

 議案第42号、工事請負契約の変更について。 

 令和７年第１回甲佐町議会臨時会において議決された仁田子養豚団地解体工事のうち、
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契約金額5,431万8,000円を6,042万円に変更するものでございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 提案理由につきましては省略をさせていただきます。 

 次のページをお願いいたします。 

 資料１に今回の変更契約増額分の610万2,000円の仮契約書の写しを添付しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 資料２としまして、今回の変更内容についてご説明いたします。 

 今回の変更は、当初契約額が5,431万8,000円に610万2,000円を増額しまして、変更後の

契約額を6,042万円といたしております。 

 変更の主なものにつきましては、本体工事費のうち、瓦礫類の数量783トンが1,627トン

と844トン増加をしております。その理由といたしましては、建物の基礎部分を撤去する

際に掘削を行ったところ、コンクリート殻が見受けられましたので、敷地全体に１メート

ルの掘削を行い、そこで出た瓦礫を撤去したことによる数量が増えたことになります。 

 また、浄化槽が建物ごとに設置してあったために、その撤去など当初で見えなかった部

分の増という形になっておりまして、その金額が1,038万441円の増額という形になってお

ります。 

 附帯工事費及び仮設工事費につきましては、見込みより数量が少なくなったことと施工

方法を変更したことにより、427万8,441円の減額となっているところでございます。 

 以上が今回の工事の変更内容の説明となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） このタイヤがですね、変更前は26本で変更後は407本というこ

となんですけども、どういったタイヤなのか、普通の自動車のタイヤなのか、そこら辺は

どうなんですかね。当初分からなかったのかなというふうに思うんですけども。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） タイヤにつきましては、養豚団地で使用される重機とダンプ

と、そういうところのタイヤが発見されております。また、タイヤが分からなかったのか

という分については、解体を行う中で、中にですね、やっぱりそういう形でタイヤがあっ

たりとかしてましたので、現地確認したところで見えなかった部分が多数あったという部

分で、あそこが使用が停止されて十数年たってた部分もありますので、なかなかその辺の

把握ができなかったということになっております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） この件はですね、解体する前からそういうものが入ってるんじゃ

ないかというようなことで始めたので、当然地下にはそういうのが埋まっておるというこ

とで今やられたと思うけども、全体的に１メーターぐらい掘られたのかどうかお聞きしま
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すけど。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 先ほど言いましたように、建物の基礎部分をですね、まず解

体をさせていただいたと。そこで１メーターぐらい掘ったところで、コンクリート殻が出

てきましたので、一応そういうことで、今後の利活用等もありますので、一応全体的に１

メーター以上、１メーターぐらい掘って、そこに出てきたコンクリート殻等をですね、撤

去させていただいたということになります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 総務課長が今おっしゃったように、私が懸念するのは、今後の利

活用についてですね、しっかりした対応を取ってるのかどうかということでお聞きしたん

ですけど、それで大丈夫ということで理解してよろしゅうございますか。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 今、大丈夫ということでありますけども、一応今後利活用に

ついては、そういう文言もですね、入れたところで売買であったり、今後の利活用につい

ては計画していきたいというふうに考えております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 今、宮川議員が聞かれたのとほぼ同じなんですけれども、現地を

ちょっと見らせていただきました。非常に整地までされてですね、きれいな形にはなりま

したけれども、やっぱりこういった状況を見てですね、雑草のほうもですね、結構もう生

えてきている状況です。道路一つ挟んで東側のほうに、もう一つ町の土地が残っていると

思っておりますけれども、そこについては、結構大きな木に、もう繁茂しているような形

になりますので、両方が今後管理していかにゃいかんという思いがありますので、これし

こ6,000万円以上の金額を使われておりますので、ずっとそれを持っているというのも、

なかなか無駄にならしぇんどかという思いがありますので、管理についてはですね、その

まましてても草切りとか何かいろいろありますので、この辺にはある程度早急な利用計画

をですね、立てていただけたらと思いますけども、いかがでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 鳴瀬議員おっしゃるとおり、そのままにしとくと、草が生え

たりですね、それについては、町が管理することになりますので、早急な部分でですね、

関係課、また、地域の方のご意見を聞きながら、早急にどのように利活用するのか決定を

していきたいというふうに考えております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ４番、森田議員。 
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○４番（森田精子君） 森田です。今度の変更のされた瓦礫とか浄化槽とかタイヤとか、

かなり本体工事については増えておりますけれども、こういう産廃ですね、この産廃量が

かなり増えてると思うんですけれども、本体工事の中に入ってるとは思うんですが、実際、

石綿も産廃で出してよかったのかと、産廃量がこの増えた分でどれだけ増えたのか、金額

にしてどれだけ増えたのか教えてください。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） すいません。産廃がどれだけ増えたかといいますのは、すい

ません、一応ここで持っておりませんので、それについては、また後ほどでもご回答させ

ていただければというふうに思います。 

 正式にどれだけ産廃が増えたかという分が出るかは、ちょっと確認しないと分かりませ

んけども、もし出るようでしたら、またお答えをさせていただきたいというふうに思って

おります。また、石綿類についても産廃という形で処分をさせていただいているとこでご

ざいます。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時31分 

再開 午前11時35分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 大変申し訳ございません。時間取らせました。 

 まずもって、この石綿を含む有形成板については、一応ですね、これにつきましては、

アスベストが含んだところでの処分をさせていただいてます。検査としては行っておりま

せん。ただ、年代からいきますと含んでるだろうということがありますので、アスベスト

が入ってるというところで、正式な形で産廃として処分させていただいたということに

なっております。 

 あと産廃の量につきましては、この瓦礫等も見られても分かりますように、２倍を超え

ておりますので、産廃についても2.5倍から３倍ぐらいの量が増えたということになって

るとこでございます。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ２番、田中議員。 

○２番（田中孝義君） 議案第42号、工事請負契約の変更についてでございますが、瓦礫

類の増えたということで、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第42号、工事請負契約の変更についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第42号「工事請負契約の変更について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第９ 議案第43号 財産の取得について 

○議長（宮本修治君） 日程第９、議案第43号「財産の取得について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、議案第43号についてご説明申し上げます。 

 議案第43号、財産の取得について。 

 小型ポンプ付積載車の購入について、下記のとおり財産を取得するものでございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 記。 

 １、取得する財産及び数量、小型ポンプ付積載車１台。 

 ２、契約の方法、指名競争入札。 

 ３、取得金額、771万9,760円。 

 ４、契約の相手方、熊本市中央区菅原町１番25号、三輝物産株式会社、代表取締役、西

銘公一。 

 提案理由につきましては省略をさせていただきます。 

 次が説明資料となります。 

 説明資料１につきましては、物品売買の仮契約書になります。 

 最後のページが説明資料２としまして、入札結果の情報となります。 

 最後のページをお願いいたします。 

 今回の入札につきましては、落札率が98.2％という形になっとります。 

 なお、本議案につきましては、船津消防分団の小型ポンプ付積載車を更新するものでご

ざいます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） この更新時期というのは決まってましたか、もう何年、５年と
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か10年とかというふうに、ちょっとその説明あったかもしれないんですけど、ちょっと私

のほうがちょっと記憶に、あれしてるものですから、よろしくお願いします。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） この更新につきましては、一応25年をめどに更新をさせてい

ただいているというところになります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。議案第43号、財産の取得についてでございますけれど

も、小型ポンプ付積載車の更新に伴う財産の取得であるということでございますので、何

ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第43号、財産の取得についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第43号「財産の取得について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第10 議案第44号 財産の取得について 

○議長（宮本修治君） 日程第10、議案第44号「財産の取得について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは、議案第44号についてご説明申し上げます。 

 財産の取得について。 

 甲佐町立小中学校タブレット端末等導入について、下記のとおり財産を取得するもので

ございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 記。 

 １、取得する財産の表示、次のページをお願いいたします。別紙一覧で表示しておりま

す。 

 １、タブレット端末本体、ｉＰａｄ第11世代、128ギガ、Ｗｉ－Ｆｉ＋セルラーモデル8
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88台。 

 ２、１の附属備品、キーボード一体型ケース888台（教師用・予備含む）、タッチペン8

88本、イヤホン変換アダプタ888個、フィルム888枚。 

 ３、ヘッドセット、ヘッドセット102個。 

 ４、保管庫、保管庫用電源タップ150個。 

 ５、管理運用ソフト、授業（学習）支援用、管理用（フィルタリング・一括設定）、遠

隔授業用。 

 ６、その他導入経費。 

 前のページにお戻りください。 

 ２、取得予定価格、１億3,200万4,400円。 

 ３、取得の相手方、福岡県福岡市中央区渡辺通２丁目６番１号、ＮＴＴドコモビジネス

株式会社九州支社、執行役員、九州支社長、吉田優子。 

 ４、契約方法、随意契約（公募型プロポーザル）。 

 提案理由は省略させていただきます。 

 次のページをお願いいたします。 

 仮契約書の写しを添付しております。 

 説明については以上となります。ご審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。今回買換えということでございますけども、前回から導入

して、５年間ですかね、利用されて、いろいろ利活用についての部分で、有効活用できる

ようなことが分かったかと思います。そういった部分でそういうので、何かこの導入して

ですね、そういった学力向上だったり、先生たちのいろいろありますよね、不登校の方と

かにオンラインでやり取りするとか、そういった部分の利活用もあったと思います。その

点の質問が一つと、今回、もし導入を入れ替えられて、実際これは買取りの部分だったと

思います。なので、今まで使ってたやつの利活用はどうされるのか、その２点をお尋ねい

たします。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは、まず、今現在、導入しているタブレットを導

入したことについての効果ということで申し上げますと、議員おっしゃいましたとおり、

現在、不登校と申しますか、ちょっと体の都合により登校できないというような子どもさ

んもいらっしゃいます。その方に関しましては、遠隔ソフトを利用してのタブレットを

使った授業というのも行っております。 

 そして、今、学校等で導入しております電子黒板、あれとタブレットを併用しまして、

そこで授業のデジタル化というところで、これは全国的に見ましても、タブレットを導入

したところでの学力がやっぱり上がっているというような国の報告もございますので、甲

佐町については、それについては郡内でも先進的に取り入れているというところでござい
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ます。 

 それと、今度入替えということで、今、約900台近くタブレットを使っておりますが、

それはどうするのかということでございますけれども、議員おっしゃいましたとおり、全

て買取りということでしておりますので、今回４月１日から新しいやつに全て入れ替える

ということで、３月末には全部町のほうに１回引き上げます。それについて、今、役場の

ほうでも活用して、今、タブレットで使っておりますのが課長だけということになります

ので、課長以外の職員についてのペーパーレス化の促進について職員に配る。それと、福

祉課のほうでの民生委員事業辺りの活用。それと、社会教育課での公民館活動など、あと

ですね、この電算を所管しております企画課のほうと、今後ちょっと打合せをしながら、

有効活用を図っていきたいというふうに考えております。 

 以上となります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） この888台か、この中には、何ちゅうかな、予備の部分とか、先

生方の部分とかが入っとると思うけど、その辺は。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） この台数について答弁いたします。 

 まず、小学校、中学校の児童生徒用ということで、現在しておりますのが773台。これ

については、令和８年から12年までの５年間の児童生徒数を想定して、そこで一番数が多

くなるであると想定した数がこの773でございます。それとあと教職員、それと予備機と

いうことで考えておりますのが115台、これにつきましては、これは国の補助でタブレッ

トについて３分の２の補助がございますので、その補助の上限ということで773の15％、1

5％分が補助の対象になるということで、教職員の数が全て合わせて約100人程度というこ

とになりますので、115台を今のところ設定しているというところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） それじゃ、もう一つ。分かりました。課長、今、ペーパーレス化

とおっしゃったけど、実際、こういうペーパー、どれぐらい減ってるかというのを検討、

検討ちゅうか……、うん、されておっしゃってるのかどうか。これ、役場全体でもお聞き

したいんだけど、役場全体で総務課長が答弁してもいいし、教育、学校のほうではどれだ

けしてると、各課それぞれにペーパーレス化はしてるはずだから、予算の時に聞けばよ

かったんだけど、その辺……、あっ、議長、ちょっとしばらく休憩してください。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時47分 

再開 午前11時55分 

────────────── 



- 111 - 

○議長（宮本修治君） 引き続き会議を開きます。 

 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは、このタブレット導入によって、ペーパーレス

化、紙の使用がどのくらい減ったのかということでございますけれども、学校現場として

は、基本的に教科書というのがございます。それと児童生徒やっぱり書く力というのも大

事でございますので、宿題についてその一部、タブレットによるＺｏｏｍといいますか、

タブレットで送ってそれで回答する、そして、連絡、プリントについて送るということで、

極端な学校側での紙の減少というのは極端な減少はございません。 

 学校側としては、以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 広報電算係長。 

○広報電算係長（中村聡健君） このタブレット内で、実際使っております紙資源の枚数

ですけども、約44万8,000枚をこのタブレットで使っております。金額に換算しますと約

36万円となっております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） お尋ねします。このタブレットについてはですね、タブレット本

体以外にも幾つか機器がありますが、先ほど説明された中には、耐用年数は５年っておっ

しゃったですかね。これはやっぱりもう全てがそういう形になるということですかね……。

はい。 

 ちょっと考えてみれば、学習のサイクルとしては、小学校６年、中学校３年ということ

で、そういうふうにサイクルに合わせた耐用年数というのはね、１年違うだけですけど、

確立できないのかなというふうに思いましたので質問しました。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは、タブレット等についての耐用年数ということ

でございますけれども、基本的に耐用年数と申しますか、国のほうで示しておりますのが、

５年間でのサイクルで入替えをしなさいということで指導されております。 

 それと、いろいろそのほかにもソフト類も入れておりますけれども、そこについても最

長５年間の契約ということで。ですので、基本的には５年間で全て入れ替えて新しいやつ

に変えるということが、全国的な流れというふうになっております。 

 以上となります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。一つだけ契約の方法でですね、随意契約で公募型のプ

ロポーザルをとられておりますけども、何社公募をされて、今度契約される相手方と次の

方とはどのくらいの点数的な差があったのか、そこだけお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 
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○学校教育課長（井上幸介君） プロポーザルについての質問でございますけれども、今

回公募型ということでしておりますが、実際申込みがあったのは、ここ１社のみでござい

ます。その前に２社程度話がありましたけれども、通信環境がですね、なかなか学校だけ

ではなくて、家庭学習も町のほうとしてはタブレット学習を進めておりますので、甲佐町

全部が補完できるようなところがここしかなかったということで、ほかのところは断念さ

れたというところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。議案第44号、財産の取得についてでございますが、今回、

小中学校のタブレット導入ということで、更新の時期に来ているということでございます。

機械ものでございますので、新しいものに買い換えるというのは一つのことだと思ってお

ります。こういった金額は１億3,000万円と高価になっておりますけども、その分、生徒

たちの一人一人のですね、学力向上になることをお願いいたしまして、議案第44号につい

ては賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第44号、財産の取得についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第44号「財産の取得について」は、原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後０時00分 

再開 午後０時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 昼食のため休憩します。 

 午後は13時から再開します。 

────────────── 

休憩 午後０時00分 
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再開 午後１時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総務課長から、議案第43号、財産の取得についての井芹議員からの質問について、答弁

の申出があっておりますので、これを許します。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） 先ほど43号の財産の取得について、消防積載車の更新年を尋

ねられましたけども、それについて、自分のほうは25年と申しましたが、申し訳ございま

せんが、20年の誤りでしたので、20年ごとに計画に基づきながら更新をしてますというこ

とですので、訂正しておわび申し上げます。大変申し訳ございませんでした。 

────────────── 

 日程第11 議案第45号 財産の取得について 

○議長（宮本修治君） 日程第11、議案第45号「財産の取得について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 議案第45号、財産の取得についてご説明いたします。 

 財産の取得について。 

 陣ノ内城跡史跡指定地の購入について、下記のとおり財産を取得することといたします。 

 令和７年９月12日、町長名です。 

 記。 

 １、取得する財産及び数量、甲佐町大字豊内字塘ノ内1113番の13外８筆、5,169平方

メートル。 

 ２、契約の方法、随意契約。 

 ３、取得金額、896万4,000円。 

 ４、契約の相手方は記載のとおりです。 

 提案理由といたしましては、財産の取得について、議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 次のページをお願いします。 

 説明資料の１に沿ってご説明いたします。 

 今回の概要といたしましては、１、陣ノ内城跡史跡指定地公有化事業といたしまして、

総買収面積６万8,754平方メートル、買収筆数109筆、契約者数46名となっております。こ

の46名、46契約中、今回議会の議決に付すべき契約といたしまして、議会の議決に付すべ

き財産の取得又は処分、第３条、地方自治法第96条第１項第８号の規定により議会の議決

に付さなければならない財産の取得又は処分は、予定価格700万円以上の不動産又は動産

の買入れまたは売払い（土地については、１件5,000平方メートル以上のものに係るもの

に限る。）とするとあります。今回の議決案件といたしましては、この上記に該当する地
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権者１名、１契約当たり5,169平方メートルがございますので、この１名、１件に関する

審議のほうをよろしくお願いします。 

 次のページ、説明資料２をお願いします。 

 今回、契約者数46名中１名の地権者の方の筆におきまして、買収の面積が5,169平方

メートルになりますので、この１番の地権者の方に対する審議をよろしくお願いします。 

 続きまして、次の次のページ、資料２になります。 

 今回色塗りしている場所、地積場所が今回の対象となっております。 

 次のページ、取得資料の４、今回仮契約を行っているところでございます。 

 以上であります。審議よろしくお願いします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） 用地の買収についてでございますけれども、公簿上は畑になって

るところが多いんですが、買収をされるときの地目、買収といいますか、はどういった形

でされておられるんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 地目に関しましては、課税台帳を基に地目を確認して、

その地目に沿って買収計画を立てております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） 当該地は現況とすると、何か竹辺りの保障もありますけれども、

立木ですかね、の補償もありますけれども、現況扱いではないということですかね。もう

畑は畑、地目どおりに買収してるということですか。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 地目におきましては、あくまで土地に関する査定となっ

ておりまして、そこに建ってる立木に関しては、別途鑑定を行いまして、取得補償または

伐採補償という形で保障を考えているところでございます。 

 以上です。 

 （自席より発言する者あり） 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時06分 

再開 午後１時07分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 引き続き会議を開きます。 

 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 失礼しました。地目に関しては、現況地目で、例えばそ

こにカキとか植えてあれば、そこは畑として認識して算定しております。 
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 以上です。失礼しました。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） 立竹木の表示という形でしてありますけれども、今、ちょっと休

憩中にお聞きしたら、花卉、花木、お花用の枝物なんでしょう。したら立竹木とはちょっ

と違うかなと思うんですけど……。お願いします。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 一応立竹木というところで、まとめて一応算定しており

ます……。一応伐採補償という形でですね、今回花卉もだし、立木も含めての算定という

ところでやっております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時09分 

再開 午後１時17分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） すいません、時間を取らせて申し訳ありませんでした。 

 まず、森田議員の立竹木の中の種類はというところで、一応立竹木には花卉も含んだと

ころで算定しております。今回の立竹木に関しましては、15種類ありまして、ケイオウザ

クラ、ヒノキ、シマトリネコ、ナカバユーカリ、ヒサカサ、茶の木、桑の木、オオシマザ

クラ、エノキ、モチノキ、アカメガシワ、マメガキ、ウドノキ、カキ、センダンと合計で

153本あります。それぞれの種類によって査定額というのは異なってくるところでござい

ます。 

 以上です。 

 （自席より発言する者あり） 

○議長（宮本修治君） 関連なら大丈夫よ、大丈夫関連なら。 

 ほかにありませんか。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） ４番、森田です。今、153本の15種類ということでお伺いをしま

した。１本にすると、平均大体６万ぐらいかかるんですよね。その中で、もちろんそれぞ

れの値段が違うというのは承知しておりますけれども、そういう中で、15種類の中で何が

一番高かったのか、それはどうしてなのか。もちろん用地の補償費の基準に沿ってされて

るとは思うんですけれども、それを見た、何ていうんですかね、見積りする、その木を、

何というんですかね、見積りというか……、その根拠ですね、例えば幹回りが60センチ

だったから、高さが何センチでこれに当てはまりますというような形があると思うんです
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けど、その辺を教えてもらっていいですか。 

 （「しばらく休憩したら」と呼ぶ者あり） 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時20分 

再開 午後１時29分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。全体が６万8,754平米と、109筆あります。購入費用かな、

というのと、実際今度は、これも同じように補償をするという部分でありますよね。そう

いった土地代とその補償費、とまたその財源ですね、それを答弁お願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 今回の陣ノ内城跡史跡指定地の公有化事業におきまして

は、土地の購入費といたしましてが１億456万5,600円、立竹木の補償費といたしましてが

5,179万4,096円となります。財源の内訳といたしましては、国庫補助といたしまして５分

の４の補助を受けるところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。それぞれの一覧表で地権者の方たちがおられますけど

も、今の契約の進捗ですね、今どのくらいまで契約は進んでいるのか、そこだけを教えて

いただけますか。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 現状の契約状況でございますけども、契約者数46名中、

現在17名の方と契約を締結しております。残り１人が今回の一応今仮契約をしておりまし

て、議決いただけたら正式な契約となるので、現状18名となっているところです。今後は、

残りの28名に関しては、引き続き交渉のほうを進めていっているところでございます。 

 以上です。 

 （「しばらく休憩」と呼ぶ者あり） 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後１時32分 

再開 午後２時14分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 引き続き会議を開きます。 

 ほかにありませんか。 
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〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 議案第45号、財産の取得について。陣ノ内城跡史跡指定地の購入

についてでありますけども、担当課のほうから、この点で議会の議決を必要ということで、

今回ここに議案として出されておりますけども、担当課もしっかりこれまでのマニュアル

に沿ってしっかりとされておられますので、本件については、何ら異議なく賛成をいたし

ます。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第45号、財産の取得についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第45号「財産の取得について」は、原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第12 議案第46号 町道の路線廃止及び認定について 

○議長（宮本修治君） 日程第12、議案第46号「町道の路線廃止及び認定について」を議

題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 議案第46号、町道の路線廃止及び認定についてご説明申し上

げます。 

 議案第46号、町道の路線廃止及び認定について。 

 道路法第８条第１項及び第10条第１項の規定により、次のとおり町道の路線を廃止及び

認定することとするものでございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名でございます。 

 路線廃止。 

 道路法第10条第１項該当、これにつきましては、路線名が船津上早川線で、起点が甲佐

町大字船津字中原2201番１地先から終点が甲佐町大字上早川字井尻1945番１地先です。 

 路線認定。 

 道路法第８条第１項該当につきましては、路線名が船津上早川線で、起点が甲佐町大字

船津字大山2720番83地先から終点が甲佐町大字上早川字井尻1945番１地先です。 

 提案理由としましては、町道の路線認定につきましては、道路法第８条第２項（同法第
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10条第３項において準用する場合も含む。）の規定により、議会の議決を経る必要がある

ため、この議案を提出するものでございます。 

 次のページをお願いします。 

 町道船津上早川線の図面を３ページ、隣のページの引継ぎ区間の拡大図を合わせて添付

しております。 

 ２ページ目の図面をもって説明をさせていただきます。 

 今回、町道船津上早川線は起点を変更するため、町道の廃止及び認定についてお願いを

するものでございます。起点の変更をすることで、現在こちら青で示しております部分が、

現在の区間を廃止路線とし、新たに赤色で示しています路線を認定するというところでご

ざいます。 

 新たに美里町境界を起点として、船津字山口地区までの1,390メートルを路線として延

長します。新たな区間については、令和７年１月に熊本県から財産の譲与の申出があり、

農道として管理されていましたけれども、本路線が美里町や御船町を結ぶ、不特定多数の

方が利用されている骨格道路でありまして、沿線には複数の集落があるため、生活道路と

して利用されている重要な路線であることから、町道として管理していくことが望ましい

ということで、今回町道の認定と旧路線の廃止を併せてお願いするものでございます。 

 説明は以上でございます。ご審議のほどどうぞよろしく願います。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） ８番です。今回引継ぎ区間ですかね、1,390メートル、これは一

番最初に町道に認定するときに、なぜこの区間だけはできなかったのかということでござ

います。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 先ほどちょっとですね、早口で申し上げましたけども、県か

らのですね、熊本県がそれまで農道として整備されておりまして、県から甲佐町のほうに

ですね、譲与がありましたのが令和７年の１月でした。それからですね、町への７年の１

月に申出がありまして、それから所有権移転登記、甲佐町への所有権移転登記が行われま

して、甲佐町の農道として譲与されたという形で、その後に町道として今回認定させてい

ただくという形になりました。ですので、この区間のみが残っていたというところになり

ます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） 議案第46号、町道の路線廃止及び認定についてでございますけれ

ども、先ほど担当課長のほうからもご説明がありました。今回移譲された経緯については、

今までに建設課のほうと農政課のほうでですね、タイアップされて、区からの要望がかな

りありました。それを、それが完成してから、甲佐町のほうに移譲してもらうというよう

な条件をつけられて、今まで頑張って、今年になったんですけれども、本当大変お世話に

なりました。この区域に対しましては、広域的に整備された船津地区から上早川地区まで、

基幹農道の延長6,509.4メーターに対する町道の路線廃止及び認定でございます。長い延

長ではございますけれども、安心・安全で通行できるよう道路管理していただくことを願

いまして、賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第46号、町道の路線廃止及び認定についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第46号「町道の路線廃止及び認定について」は、原案のとおり可決されま

した。 

────────────── 

 日程第13 議案第47号 訴えの提起について 

○議長（宮本修治君） 日程第13、議案第47号「訴えの提起について」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 議案第47号について説明いたします。 

 議案第47号、訴えの提起について。 

 差押命令の申立てを下記のとおり提起するものでございます。 

 令和７年９月12日提出、町長名でございます。 

 記。 

 １、事件名、給与差押命令申立事件。 

 ２、相手方、相手方につきましては記載のとおりでございます。 

 ３、申立ての要旨、甲佐町定住促進住宅サンコーポラスの滞納家賃等について、給与差

押命令の申立てを行うものです。 

 ４、経過の概要、相手方に対し建物明渡し及び滞納家賃等を請求する訴訟を起こし、令

和４年７月に和解が成立しました。和解の内容といたしましては、建物明渡しを令和４年

９月20日までに行うこと、滞納家賃等を令和４年７月から令和８年11月まで毎月３万円ず

つ支払うことでありました。建物明渡しは令和４年９月15日に履行されましたが、滞納家

賃等の支払いは、令和４年７月25日に１回目の支払いがあった以降は履行されていません。 
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 提案の理由といたしましては、甲佐町定住促進住宅サンコーポラスの滞納家賃等につい

て、熊本地方裁判所に給与差押命令の申立てを行うため、地方自治法第96条第１項第12号

の規定により、この議案を提出するものでございます。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどどうぞよろしくお願いします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。何か質疑はありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。令和４年にということで、議会のほうでも多分出てきてた

かと思いますけど、実際この方の総額、滞納額を教えていただきたいと思います。 

 町としてはですよ、滞納が３か月以上あったらどうのこうのとか、いろいろありました

けども、そういった部分で、町としての通常の対応ですよね、そこの説明をお願いいたし

ます。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） それでは、まず相手方のですね、滞納状況について説明をさ

せていただきたいと思います。滞納家賃等に関しましては、サンコーポラスでの滞納家賃

が令和４年１月末現在で121万7,500円です。 

 それから、先ほど言われました……、すいません、滞納をした場合の町の取決めと申し

ますか、業務のやり方なんですけども、まず、毎月ですね、支払わなければ督促状を発送

します。それから電話催告をしまして、３か月滞納が続くようですと催告状を提出すると。

それから、それでも滞納が続くようであれば、６か月間ですね、滞納が続くようであれば

再催告、それから、納入の協力者、保証人とかですね、そういった方に協力依頼をすると

いう形になります。それから、催告状の納付期限までに納付がなければですね、最終勧告

状として、連帯保証人に履行の要請書を提出する形となりまして、その後、入居取消し予

定書、明渡し請求書といった手続をとっているところであります。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） そういうことでですね、そういった配慮というか、をされている

ということでございますけど、この方は121万ですね、大体どのくらい滞納されとったん

ですか。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 滞納状況につきましてはですね、この方は平成22年４月１日

から入居が始まりまして、翌５月から滞納が始まっております。こちらのほうからですね、

電話催促ですか、訪問とかしまして、取り上げておりましたけれども、最終的に24か月分

ですかね、の滞納があったといった形になります。時々払われてましたので、最終的に

残ったのはその程度があったかというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 
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○９番（井芹しま子君） その方の、いろいろご事情もあったと思うんですけども、家族

がいらしたのかというのもちょっと、１点とですね、やっぱりこの121万までですね、滞

納をですね、させてしまったということもですね、一つ１点、問題があるんじゃないかな

というふうに。いろいろ努力をされておられますけれども、そういった点では、もう少し

これを、この方を助ける方法はなかったのかなというふうに思うんですけど、その点につ

いてはどんなでしょうか。催促するだけじゃなくて。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 家族構成についてはですね、ちょっと申し上げられません。

申し訳ございません。それから、滞納するまでに何かできなかったかということですけど

も、先ほど申しましたけども、滞納があった時点でですね、電話催告とか、その後滞納が

たまってくるようであれば、事前にですね、相談を、個別相談をしながら、少しずつ支

払っていただくような形ですね、毎月、１か月分払っていただくとか、過年度分も併せて

ですね、１か月分払っていただくとか、そういったやり方でご相談させていただいており

ますので、それを履行されなかったために、ちょっとたまってしまったというところにな

りますので、ご理解いただきたいというふうに思います。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。一応これは家賃ということでございますけれども、仮

に、これが町の税金、町税ということであれば、町の職員さん、徴税吏員さんが、国税徴

収法を例として差押え、給与差押えについても実施をされると思いますけれども、今回に

ついては、私債権といいますか、家賃でございますので、裁判所の差押命令が必要になる

と思いますが、実際にこれ実施されるのは、町の職員さんですか、それともどこかに債権

を回収されるところに委託をされるということで実施されるんでしょうか。そこをお聞か

せいただきます。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 一応こちらの訴訟につきましては、今後弁護士さん辺りに相

談しながらですね、強制執行のほうを行っていきたいというふうに思っとりますけども、

その後は、本人さんと連絡を取りながら、こちらのほうで回収していくという形になって

いくかと思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） すいません、４番、森田です。この方ではないんですけれども、

やっぱり令和４年だったと思うんですが、別の方が訴えの提起ということで議案で提出さ

れたことがありました。それで、弁護士さんを入れて、強制執行まで行かれたのかどうか

分からないんですけれども、なかなか訴えの提起を起こしても、使用料についての解決ま

でにはなかなかいかないような状況があると思うんですが、前に、令和４年度だったと思
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うんですけども、その人の訴えの提起の最新の状況というのは、何か分かりますでしょう

か。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） それの件につきましては、子育て支援住宅ヴェルデ甲佐の件

だと思いますけれども、そちらもですね、令和４年に訴訟を起こしておりまして、実際進

めて、業務を進めてきたところでありますけども、こちらにつきましては、令和４年７月

21日に町の勝訴判決となりましたけども、本人が行方不明という形で、接触がとれており

ません。そのため、連帯保証人になられている方にですね、請求を行いましたが、こちら

のほうもですね、無資力のためちょっと請求ができなかったというところもありました。

さらにその親族等についてもですね、追跡等を行いましたが、支払い等に協力を要請しま

したけれども、応じてもらえなかったというところがあります。また、本人の給与口座等

の調査を行いましたけども、確認をできておりませんので、今後も調査を継続しながらで

すね、給与口座等が確認されましたら、今回と同様な形で差押えを行っていきたいなとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） このサンコーポラスの賃貸に対しては、熊本でも大手の不動産屋

さんが、の連合体かな、が入って、賃貸されているというふうに思っております。不動産

屋さんの役割というのは、こういったことにはならないんですかね。ただ……、と僕は思

うんですけどね。不動産屋さんを通して、本当にこうやってるんだから、徴収についても

ね、不動産屋さんの責任というのはないのかどうなのか、その点についてお聞かせくださ

い。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午後２時33分 

再開 午後２時34分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 引き続き会議を開きます。 

 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） すいません、先ほどご質問いただきました指定管理者におけ

るですね、債務の取立ての話ですけども、こちらが、今回議案に上げております相手方と

言いますのが、今の指定管理者の指定される前の方ですので、債務になりますので、それ

につきましてはですね、町のほうで対応していくという形になっております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） たら、この何だっけ、指定管理者が入った以降は、その指定管理



- 123 - 

者さんがしっかり責任を持つというふうに理解してよろしいんでしょうか、賃貸の徴収に

ついては。 

○議長（宮本修治君） 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） 指定管理者が入った後の滞納処理につきましては、指定管理

者のほうで実施していただいております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） 議案第47号、訴えの提起についてでございますが、ただいま課長

のほうからご説明がありましたけれども、納付約束の不履行を繰り返すなど、納付に対す

る誠実な意思が認められないと思えることから、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第47号、訴えの提起についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第47号「訴えの提起について」は、原案のとおり可決されました。 

 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 

 明日18日は午前10時から本議場において会議を開きます。 

 本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

────────────── 

散会 午後２時36分 
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令和７年第３回甲佐町議会（定例会）議事日程 

 

（第４号） 

１．招集年月日  令和７年９月12日 

１．招集の場所  甲佐町議会議場 

１．開議     ９月18日   午前10時00分 議長宣告 

１．閉会     ９月18日   午前11時53分 議長宣告 

 

１．出席議員 

  １番 甲 斐 良 二    ２番 田 中 孝 義    ３番 鳴 瀬 美 善 
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１．議事日程 

  議長は本日の議事日程を別紙のとおり報告した。 

 

１．会議に付した事件 

  日程第１ 議案第48号 令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第３号） 

  日程第２ 議案第49号 令和７年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

  日程第３ 議案第50号 令和７年度甲佐町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

  日程第４ 議案第51号 令和７年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

  日程第５ 議案第52号 令和７年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号） 

  日程第６ 議員派遣について 

  日程第７ 各委員会からの閉会中の継続審査の申し出について 
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１．議事の経過 

開議 午前10時00分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程を報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりですので朗読を省略いたします。 

 建設課長から昨日の議案47号、訴えの提起についての本田議員からの質問について答弁

の申出があっておりますので、これを許します。 

 建設課長。 

○建設課長（白石 亨君） お時間をいただきまして、ありがとうございます。 

 議案第47号、訴えの提起について、昨日、本田議員から、指定管理者が滞納管理を行っ

ているかというというご質問をいただき、行っていますという答弁をしました。 

 しかし、指定管理者の業務としては、家賃等の徴収を行い、町への送金をすることが業

務となりまして、滞納業務につきましては基本的に町が行います。指定管理者については、

補助業務として電話催告や文書催告等を行ってもらっています。訂正しておわび申し上げ

ます。申し訳ございませんでした。 

 次に、福祉課長から、昨日の承認第８号、専決処分の報告及び承認についての佐野議員

からの質問について答弁の申出があっておりますので、これを許します。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） お時間いただきありがとうございます。 

 承認第８号、専決処分の報告及び承認についてにおきまして、佐野議員からご質問をい

ただきました災害ボランティアセンターへの登録団体につきまして、登録される団体名を

幾つか私が申し上げましたが、御船町役場と申し上げた部分につきましては、正しくは御

船町社会福祉協議会でございました。訂正しておわびいたします。大変失礼いたしました。 

────────────── 

 日程第１ 議案第48号 令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第３号） 

○議長（宮本修治君） 日程第１、議案第48号「令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第

３号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、議案第48号についてご説明申し上げます。 

 議案48号、令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第３号）になります。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和７年度甲佐町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによります。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９億995万1,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ155億6,315万2,000円とするもので
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す。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によります。 

 債務負担行為の補正。第２条、債務負担行為の追加及び変更は、第２表、債務負担行為

補正によります。 

 地方債の補正。第３条、地方債の変更は、第３表、地方債補正によります。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。款15国庫支出金に488万2,000円を追加し、20億8,422万4,000円としておりま

す。１の国庫負担金、２の国庫補助金です。 

 款16県支出金に2,575万3,000円を追加し、13億9,992万1,000円としております。１の県

負担金から３の委託金までです。 

 款19繰入金に3,870万8,000円を追加し、14億9,057万1,000円としております。１の基金

繰入金、２の特別会計繰入金です。 

 款20繰越金に８億1,446万3,000円を追加し、８億6,446万3,000円としております。１の

繰越金です。 

 款21諸収入に2,274万5,000円を追加し、6,491万8,000円としております。５の雑入です。 

 款22町債に3,340万円を追加し、13億7,540万円としております。１の町債です。 

 歳入合計。補正前の額146億5,320万1,000円に９億995万1,000円を追加し、155億6,315

万2,000円としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出です。款２総務費に７億8,253万9,000円を追加し、40億5,549万9,000円としており

ます。１の総務管理費から３の戸籍住民登録費までです。 

 款３民生費に1,054万8,000円を追加し、23億8,976万4,000円としております。１の社会

福祉費から３の災害救助費までです。 

 款４衛生費に2,331万1,000円を追加し、８億403万円としております。１の保健衛生費

です。 

 款５農林水産費に838万3,000円を追加し、９億6,742万円としております。１の農業費、

２の林業費です。 

 款６商工費に5,916万3,000円を追加し、29億4,253万9,000円としております。１の商工

費です。 

 款７土木費に20万2,000円を追加し、15億1,288万3,000円としております。１の土木管

理費、４の住宅費です。 

 款９教育費に1,480万6,000円を追加し、８億9,014万5,000円としております。１の教育

総務費から５の保健体育費までです。 

 次のページをお願いいたします。 
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 款10災害復旧費に1,099万9,000円を追加し、２億2,067万1,000円としております。１の

農林水産施設災害復旧費です。 

 歳出合計。補正前の額146億5,320万1,000円に９億995万1,000円を追加し、155億6,315

万2,000円としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 第２表、債務負担行為補正です。１の追加です。事項、期間、限度額の順でご説明申し

上げます。 

 事項、放課後児童クラブ、放課後児童健全育成事業委託料（くるみクラブ）で、期間、

令和８年度から令和10年度まで、限度額、2,814万円。 

 放課後児童クラブ、放課後児童健全育成事業委託料（げんきクラブ）、令和８年度から

令和10年度まで、4,516万2,000円。 

 ファミリーサポートセンター事業委託料、令和８年度から令和10年度まで、960万円。 

 総合保健福祉センター指定管理料、令和８年度から令和10年度まで、3,500万円。 

 ２の変更です。 

 放課後児童健全育成事業委託料（ゆうぐれハウス）、令和７年度から令和８年度まで、

変更前限度額が1,720万円に5,000円を追加しまして、変更後の限度額が1,720万5,000円と

しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 第３表、地方債補正です。 

 １の変更です。説明は、起債の目的、補正額、限度額の順で行います。 

 起債の目的、災害復旧事業債から340万円を増額し、１億4,730万円としております。な

お、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、いずれも変更ございません。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。 

 質疑に対しましては、本予算全部について質疑をお願いします。本予算全部です。 

 何か質疑はありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 全部ということで、やっぱりこれはもう３回ということに絞ら

れるのかというのはちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○議長（宮本修治君） 原則は３回ですけども、それに、その前の３回目に関連であれば、

次の会議で。それで納得できない場合は、休憩を取って聞いてください。その関連のだけ

ですよ。同じことは構わんけども、違うことを聞かれるときは、もう３回までが原則です。

４回目で違うときはもう外しますので、納得でけんときは休憩を取って聞いてください。 

○９番（井芹しま子君） 分かりました。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 全体でということなので、この総合福祉、鮎緑ですけども、指

定管理料ですけども、高齢者の健康づくりのための指定管理料だと思うんですけども、利
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用状況をちょっとお尋ねをします。１点目はですね。 

 それと、これは10ページです。10ページですけども、物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金826万5,000円が計上されておりますけれども、金額的な問題でちょっと何の対応

なのかということをお尋ねしたいと思います。 

 それから、ちょっとお待ちください。14ページ、産業用地開発基盤調査業務委託料とい

う点について、もう少し詳しく説明をいただきたいと思います。すみません。何回もあれ

ですので、あと１点だけ。いや、３回はさせていただきますけど、１回目はあと一つです

ね。 

 17ページ、地域改善対策進学援助金の65万8,000円が追加されておりますけど、これに

ついて説明をお願いします。順序からいきましたので、取りあえずここで説明をお願いい

たします。 

○議長（宮本修治君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（宮崎貴美代君） それでは、フィットネスセンターの利用状況について

お答えいたします。コロナ禍でありました令和２年度から説明いたしますと、令和２年度

が2,563人、３年度が2,701人、令和４年度は5,477人、令和５年度、5,278人、令和６年度

が7,614人です。５年度と６年度を比較しますと、2,336人増えておりまして、利用者は

徐々に増加傾向にあります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） 企画政策係長。 

○企画政策係長（本田幸嗣君） まず、１点目ですけども、10ページの物価高騰対応重点

支援地方創生臨時交付金の826万5,000円の内訳ですけども、これにつきましては、ＬＰガ

スの使用料の物価高騰への支援ということで291万6,000円と水道料基本料の減免を534万

9,000円、合わせまして826万5,000円になります。 

 続きまして、14ページになりますけども、産業用地開発基礎調査業務についてというこ

とですけども、これにつきましては、平成27年度につきまして、甲佐町工業団地適地選定

調査業務委託を発注しております。これにつきまして、平成27年度に発注しておりますけ

ども、近年のその直後に発生いたしました熊本地震、近年のＴＳＭＣの進出と物価高騰等

により、現在、この町につきまして、新たに必要に応じてデータの更新だったりとか、開

発エリアの検討の見直し等を行っていきたいというふうに思っておりまして、本調査業務

の基礎調査ということで、業務委託のほうを計上しております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） それでは、17ページの地域改善対策

進学援助金についてご説明いたします。今回補正をお願いしておりますのは、高校２年生

の修学旅行の助成金ということで、これが２名の22万円、それから、専修学校に入学され

た方、お一人の入学支度金補奨学金、通学費助成金ということで、43万4,700円。 

 以上、補正をお願いするものでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 私も14ページの産業用地開発の件について質問しますけども、今、

答弁あったように、平成27年ぐらいだったと思うけど、おっしゃったけど、それからもう

10年たっているから、いろんな社会環境も違っているし、新たに今からそういうところを

探すという調査をするのか。それとも、その当時何か所かそういう候補地というのはあっ

たんだから、それを引き続いて調べていくのか。その辺をちょっと聞かせていただけます

か。 

○議長（宮本修治君） 企画政策係長。 

○企画政策係長（本田幸嗣君） お答えいたします。今回の調査業務につきましては、平

成27年度に選定業務のほうを発注しておりますので、そのことをベースにして考えていき

たいと、候補地を考えていきたいと思っております。 

 ただ、その中で、今言った業務委託のコンサルさんと打合せをする中で、ここがいいと

いうようなご提案等もあった際には、予算の範囲内で検討はしていきたいというふうに

思っておりますけども、基本的には過年度でした業務委託がベースになるというふうに考

えております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） それがベースになるんであれば、その中に乙女台地というか、鉄

鋼台地が入っていると思うんだけども、あそこを開発27年度だったかな。その中に入って

いると思うんだけど、あそこを開発する場合、私が以前から言っていたのは排水の問題で

すよということを言っていたんですよね。その辺、昨今のまた豪雨災害であって、あそこ

は浦田川というのがあって、全てがそこに流れて、そして、下流の地域に、私の家もそう

だけど、そこに来るから、その辺の調査とか、そういうのは当然考えてやっておられるだ

ろうと思うんだけど、そういうところはやっぱり地元というかな。現状に応じたところで

開発するんであれば、そういうところの調査も必要じゃないかと思うんだけど、当然やら

れるんでしょうね。 

○議長（宮本修治君） 企画政策係長。 

○企画政策係長（本田幸嗣君） お答えいたします。今、先ほど宮川議員がおっしゃいま

したように、乙女台地につきましては、排水問題があそこは台地になりますので、問題に

なるということについては、町のほうとしても認識をしております。 

 今回、補正予算を組んだときには８月豪雨のほうは町のほうは経験をしておりませんで

したので、今回につきましては８月豪雨のほうを経験しておりますので、その辺を含めた

ところで、コンサルのほうとは、業務委託先のほうと打合せ等で成果のほうを検討してい

きたいというふうに考えております。 

 以上になります。 
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○議長（宮本修治君） 10番、宮川議員。 

○10番（宮川安明君） 是非そうやっていただきたいというのが一つと、やはり下流、ま

た、田口ですけど、田口の排水の状況というのは、そこまでやっぱり考えた上で、コンサ

ルと話していただかんと、結局開発するということは、排水は直で流れてきますからね。

今までは自然と徐々に流れてくるという感じだった。 

 それともう一つは、その場所を調査されるんであれば、鉄筋団地があって、左のほうか

らの何というかな、五色山のほうからの排水も考えんといかんから、その辺も考慮した上

で、是非コンサルのほうには話をしていただきたいと思います。 

 やはり豪雨災害、10年に一度とか、20年に一度の豪雨でというようなことじゃなくて、

これは毎年起きてもおかしくないちゅうか、そういう時代になってきていると思う。是非

その辺はしっかり検討していただきたいということだけ申し上げます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番。一般会計補正予算ということで、昨日のほうも森田議員の

ほうから農政の部分で、今回の災害で、機械等の補助金はないのかとお話がありましたけ

ども、農家だけではなく、本町における中小企業、地場でされております企業さん等も被

害に遭われたと思っております。 

 そういった中で、そういった方への補助だったり、そういった支援というのはないんで

しょうか。その辺り、副町長のほうで動かれているというお話を聞いておりますので、ご

答弁をよろしくお願いします。 

○議長（宮本修治君） 三輪副町長。 

○副町長（三輪孝之君） 中小企業支援の現状についてお答えします。既に、県のほうで

は、融資制度、具体的には金融円滑化特別資金、ちょっと長いんですが、令和７年８月大

雨枠というのを創設されておりまして、通常よりも有利な利息と保証料の融資制度は創設

されております。 

 ただし、今時点では、熊本地震のときのグループ補助金、また、令和２年７月豪雨水害

のときの生業再建支援補助金、このような補助制度はまだできていないということでござ

います。 

 先日、玉東町のほうに、中小企業支援ということで、激甚災害の局激、本激と局激があ

るんですが、本激は災害自体を指定する、局激は市町村単位ですが、これが中小企業を対

象にしたいというような大臣の発言もございましたので、おそらくでございますが、自治

体連携型補助金、この補助金はかなり可能性が高いのではないかと思っています。具体的

には、ハードの復旧、これに関わる４分の３の補助というような内容でございます。 

 ただ、この補助金では、補助対象額の上限額がちょっと低くなることや、補助対象事業

者に例えば公益法人とか含まれないとか、そういう幅のちょっと狭いというそういう課題

もございますので、先日、知事などが国のほうに行きまして、そういうところについて何

かもう少し拡大するような補助制度を要望されていると伺っております。 
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 時間が非常に重要と思っておりますので、それは県のほうも同じと思います。おそらく

そんな遠くない時期に、そのような補助制度が発表されると思いますので、そのような制

度が発表されましたら、町内の中小企業様にもしっかり周知をさせていただいて、速やか

に利用していただくように努めたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ４番、森田議員。 

○４番（森田精子君） ４番、森田です。歳入ですが、８ページの雑収入2,274万5,000円。

これの内訳と、17ページのオンライン見積り業務委託料、この業務委託内容と、その下の

18節介護基盤緊急整備特別事業交付金で150万ありますけれども、それの内容をご説明願

いたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） それでは、まず、オンライン見守り事業のほうのご説明をさ

せていただきます。 

 こちらにつきましては、高齢者、被支援者と支援する側、高齢者を見守る側、民生委員

さんとのタブレットを利用したオンライン見守り事業を行うものです。 

 こちらにつきましては、現在の課題としまして、少子高齢化、本町におきましては高齢

化率が40％を超えているような状況です。今後また人口の減少等ありまして、老年人口、

65歳以上の方、また、生産年齢人口15歳から64歳未満の方、共に減少する見込みとなって

おります。高齢者を支える現役世代の減少も考えられますから、今後、高齢者の見守りを

行っている民生委員さんの１人当たりの見守り対象者の増加もまた見込まれることが予想

されています。 

 こういったところで、高齢者の見守り方法の一つとしまして、オンライン見守りを行っ

ていきたいと考えております。 

 次に、介護基盤緊急特別整備対策事業につきましては、こちらにつきましては、介護基

盤のほうの補助単価のほうが1,050万円だったのが、物価高騰等により1,100万ということ

で50万上げていただいております。 

 これに対しまして、本町が今年度、３地区のほうが希望あっていますので、差額の50万

掛ける３地区分で150万のほうを上げているところになります。 

 この介護基盤整備事業の中身につきましては、地域における介護予防の継続的な実施の

ため、ハード整備を目的としまして、熊本県の介護基盤緊急整備特別対策事業補助金を活

用した介護予防拠点施設、公民館等の整備を実施する事業となっております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前10時27分 

再開 午前10時27分 
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────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ４番森田議員。 

○４番（森田精子君） 先ほどの諸収入については、失礼いたしました。説明書がありま

した。17ページのオンラインの高齢者を民生委員の方がオンラインで見守るというような

ことを考えているということですけれども、このオンラインを使うその高齢者というのは、

なかなか、もう私も含めてですけれども、機械に慣れない部分がありますが、そういった

ところの対応も考えてされるということですよね。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） はい、当然高齢者の方でもタブレットとか、こういった機械

が苦手な方もいらっしゃると思いますので、当然サポートしながら行っていきたいと考え

ております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） そのオンラインの見守りですけれども、せんだって説明を受け

たんですけども、私が一番問題にしたのは、高齢者の方が持ってそれを受けるとなると、

費用が8,800円負担をしてもらうことになるかもしれませんと。その金額はまだ分からな

いということでしたけれども、やっぱりそれが私ちょっと問題だなというふうに、高齢者

にとってですね。だから、それを利用する人たちが少なくなったらどうするのかというこ

とをちょっとこの前お聞きしたんですけれども。 

 あと１点、やっぱり民生委員は行政区ごとにいらっしゃるわけですよね。それで、民生

委員さんたちがこの負担を軽くするということなんですけれども、どういった見守りの仕

方をやっておられるのか、町で月に１回ですよとか、週に１回ですよと、そういうのが決

まっているのかということをちょっと１点。 

 それと、その間に支援員という方を入れて、その支援員の方が常時、その高齢者等やり

取りをしながら、それで、直接行ってもらったほうがいいですよということに関して、民

生委員の方が出かけるというような形になっているわけですけども、その支援員というこ

とをずっと増やそうということになっているわけなんですけれども、間に支援員をどうし

ても入れなくちゃいけないのかと。民生委員の人が直接その高齢者と結びついてオンライ

ンでやり取りしたほうが私はいいんじゃないかなと思って、そのやり取りの中でやっぱり

行ったほうがいいんじゃないかと自分で判断をしたときに、それは行ってもらうというよ

うな形にしたほうがいいんじゃないかというふうに思うんですけども。 

 要するに、支援員を増やすということは、支援を統括するような、やっぱりまた組織が

必要になるのでまた、それがまた別の組織として考えられているわけですけれども、そう

いった負担というのがかなりこの金額的に年度ごとに大きくなっているので、そこら付近

はどうしてもその支援員を入れなくちゃいけないのかというのが疑問にありますので、オ
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ンラインについては、取りあえずその２点。 

 それから、あと１点なんですけども、学校のオンラインがありましたよね。学校のオン

ラインはどこだったかな。23ページのオンライン、これについても、オンライン学習を支

援を学習支援をしようということで、今度始めようということなんですけれども、そこで

ちょっと私考えるんですけども、やっぱり子どもたちというのはですよね。学力の差は

やっぱり得手不得手いろいろあって、勉強時間が少ない多い。子どもたちにはそれぞれ学

力の差というのはあるというふうに思うんですけれども、やっぱり子どもたちが分からな

いところが分かるような、何ですかね、オンラインについても、そういったシステムが作

れないのかなというふうに思うんです。 

 やっぱりこのオンラインシステムもですよね。１か所にみんなで集まって、何かそこに

集まって、集団で受けようということになれば、もう一律に学習をオンラインで学習を受

けるということになるので、オンラインならば、そういったところの何というんですかね。

子どもたち、自分が本当に知りたいとかですよね。ここが分からないとか、そういった子

どもたちの悩みに応えるようなこのオンラインシステムというのは、ちょっと１点できな

いのかなというふうに思いましたので、その点をお尋ねしたいというふうに思います。 

 それから、いきいき芸術体験教室公演委託料というふうにありますけども、この内容に

ついてお尋ねをいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） それでは、まずオンライン見守りのほうの金額についてお答

えいたします。こちらのほうにつきましては実証実験中というんですかね。この期間中に

つきましては、見守りタブレットのほうの利用料は取らないと考えております。 

 このタブレットに係る経費としまして、現時点の概算でいいますと、１台当たり月額8,

800円ぐらいかかりますということになります。ただこれはタブレットにかかる利用者負

担ではなく、経費の一つというふうに考えております。見守り支援体制構築中の期間につ

きましては費用がないように、事業構築を進めていきたいと考えております。利用者負担

につきましては、高齢者に負担がかからないように事業構築を進めていきたいと考えてお

ります。 

 次に、その前に、民生委員さんのほうで訪問回数を決めているかということですけれど

も、民生委員さんの基準等は特にちょっと確認しておりませんけども、民生委員さんのほ

うで、訪問される方がデイサービスに行かれる方は３か月に１回ぐらい訪問するとか、介

護予防給付に来られる方は訪問しない。活動せずに訪問参加の数ですね。地域の既に活動

している参加を確認するとか、働いている方にはちょっと訪問しないけども、何もしてな

い方につきましても月に１回行くとか、そういった独居老人とか、そういったところに回

数を改めて、自分で考えられてされていることを聞いております。 

 次に、見守り支援員さんのほうですね。こちらのほうにつきましては、まず一番最初に

考えておりますのが、高齢者と民生委員さんの公的支援サービス、今の訪問されていると

ころ、こちらのほうをオンラインにちょっと、３回訪問しているのを１回オンラインに当
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てるとか、そういったところで、民生委員さんの負担軽減を考えているところになります。 

 また、それとは別に、見守り支援員さんというのが、こちらのほうも高齢者のほうにコ

ミュニケーションを取る機会を図るとか、そういったところでするんですけども、こちら

のほうにつきましては、直接訪問しなくて、オンライン上で行うことになっています。 

 そういったところで、高齢者の方と見守り支援員さんが会話の中で、ちょっと見守り支

援員さんのほうが気になる点があったりした場合に、民生委員さんのほうにちょっと情報

共有して、民生委員さんのほうが通常訪問をされておりますので、そういったところで気

にかけて行っていただくような形、そういった連携体制が取れればと思っています。 

 また一つ、見守り支援員さんのほうが民生委員さんと変わって違うのが、見守り支援員

さんのほうにつきましては、高齢者との話の中で、買物代行の支援とか、生活支援サービ

ス、お家の庭のほうの草が伸びてきたからということで、シルバー人材センターのほうに

ちょっとつないであげるとか、そういった生活のほうの支援サービスのほうもつなげるこ

とを見守り支援員さんのほうが行っていければというふうに考えております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） それでは、民生委員の人がそういったことというのは、もう常

時やられているわけだ。ですから、特別に支援員の方が間に入ってですよね。その高齢者

と、通常ですね。そこまでしなくちゃいけないのか。そこまでするあれがあるのかなとい

うのは思うんだけど、それはもう民生委員さんも行っているわけですから、行っておられ

るわけだから、そういった日常の木が伸びているとか、そういった問題についてはもう分

かっていらっしゃると思うんですよね。私はこの支援員さんについてはどうかなというふ

うに思うんですけども。 

 あと１点ですけれども、20ページの提案型事業補助金というのが新しく始まったわけで

すけれども、これについて、30万予算が上げられておりますけれども、これについて説明

をお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 先ほどの質問に対して、まだ社会教育課の答弁が残っておりま

すけども、もう要りませんか。失礼いたしました。お願いいたします。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 井芹議員の質問されたオンライン学習支援に関する内容

についてでございますけども、今回の補正に組んでおります支援内容といたしましては、

集団によるオンライン学習となります。講師１人に対して、オンラインでつなぐ多数の学

生に対しての学習支援ということでございますけども、井芹議員のおっしゃるように、一

対一での勉強の仕方とか、そういう勉強のやり方、学力の向上の仕方というところも、こ

のオンライン学習の事業者によっては、そういう一対一のオンライン学習というのを行っ

ている事業所もございますので、今後は、そういう一対一の学習支援に関しても、ちょっ

と町のほうで何らか支援できないかというのは検討していくところでございます。 
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 以上です。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） それでは、いきいき芸術体験教室公演委託料についてご

説明申し上げます。 

 これは小学生が生きた芸術に触れる機会を創出するものでございまして、今年度は乙女

小学校が九州打楽器楽団を小学校のほうに呼びまして、講演をしていただくという委託料

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 20ページの提案型事業補助金につきまして、ご説明い

たします。 

 こちらにつきましては、令和７年度当初予算におきまして150万の予算を計上させてい

ただいておりまして、それに基づきまして補助金の募集をかけましたところ、４団体180

万の要望がございました。 

 こちらにつきましては、審査を行った結果、全ての団体につきまして採択要件を満たし

ておりましたので、不足する30万につきましてを今回補正で上げさせていただいたところ

でございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 宮川議員。さっき質問された関連ですかね。乙女台地の。もう３回既にあっていますけ

ども、何かあれの場合は休憩を取ってから。大丈夫ですか。 

 ほかにありませんか。 

 ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。歳出について幾つか質問があります。お尋ねし

ます。総務費、14ページ。財産管理の地域力持続化基金積立金３億円があると思いますが、

３億も含めた現在の積立金は幾らなのかということと、この基金の目的は何かということ

でご説明をお願いします。 

 それと、22ページの第９款教育費の中で、小学校管理費、工事請負費に乙女小学校トイ

レ改修工事とありますが、その工事の内容ですね。それと併せて、小中学校のトイレ洋式

化の状況はどうなのかということです。 

 それと、教育振興費の備品購入費で、吹奏楽部用楽器で100万円がありますが、これは

どんな楽器なのかということのご説明をお願いします。 

 それと、ページ23の文化財保護費に、民俗資料館についてありますが、資料館の状況と

現在の来訪者数はどうなっているのかということです。 

 それと、ページ数は別にして、過去にご説明を受けたかもしれませんが、ちょっとしっ

かり覚えてないところもありますので、いわゆる障害者という表記ですね。漢字で書かれ

ている場合と平仮名で書かれてある場合、その違いは何なのかということでご説明をお願
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いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） すいません、それでは、まず教育費のほうからご説明申

し上げます。 

 まず、乙女小学校トイレ改修工事200万でございますけれども、これにつきましては、

佐野議員が言われましたとおり、トイレの改修ということで、和式の便器のみのところに

ついて洋式化を図るというところで今考えております。この200万につきましては、乙女

小学校の和式の便座６基について、今回改修する予定としております。 

 全体的に洋式化率で申し上げますと、まず学校ごとがよろしいですかね。後者のほうで

いきますと、まず甲佐小学校が79.3％、それと白旗小学校、これは100％。それと、乙女

小学校が35.5％、これが改修によって今度56％まで上がると。それと、龍野小学校が90.

9％、現在のところ、トイレの中で和式、洋式と両方あるところもございますので、和式

しかないようなところについては、現在、乙女小学校で１か所、改修後ですね。乙女小学

校で１か所、龍野小学校の職員用の男子トイレが１か所、それと甲佐小学校の１階の男子

トイレが１か所の３か所のみ。これについても、随時変更していきたいというふうに考え

ております。 

 それと、次が吹奏楽部用の楽器でございますけれども、これにつきましては、中学校の、

去年、令和６年度の県の吹奏楽コンクールというところで、43年ぶりに金賞を受賞したと

いうことで、部員のほうが今まで24人だったのが34人、10名増えております。 

 これによって楽器が不足しているということで、今回１、２、３、４、楽器が５台、そ

れと関連のマウスピースとか、そういったものを購入すると。それと、今の現在の壊れて

いる楽器について修繕を行って、部員全部に充足するようにするというところでの予算で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） それでは、地域力持続化基金についてご説明申し上げます。 

 まず、この目的といたしましては、中長期的な視点に基づく地域力の持続化対策を計画

的に継続的にできるためということで、過疎対策債が令和12年度で切れるという部分にな

りますので、それの財源としての代わりの財源として今積立てを行っているところでござ

います。 

 今年度、この３億円も含めまして、令和７年度末につきましては12億円になる見込みと

いうふうになっております。 

 以上であります。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 甲佐町民俗資料館の利用状況についてご説明いたします。 

 民俗資料館の利用者に関しましては、令和６年度で126名の方が見学に訪れているとこ
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ろです。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 障害者の害の平仮名表記、漢字表記につきましては、正式な

決まりはございませんけども、平仮名表記の場合は人を指す場合が好ましいということで、

漢字の場合につきましては、法律用語等の場合は漢字を使うということにしております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ５番、佐野議員。 

○５番（佐野安春君） ５番、佐野です。答弁ありがとうございます。今、説明を受けた

部分で、小学校、中学校のトイレの関係ですけど、乙女小学校だけ特別ちょっとまだ進ん

でないというところがあると思うんですよね。100％できているところもありますけど、

やはり教育委員会としては、そういうふうに、100％を目指されるということで考えてよ

ろしいんでしょうかね。はい、分かりました。 

 それと、民俗資料館については、令和６年度、126名訪問されているということであり

ますが、この民俗資料館というのは、宮内社会教育センターの中にあるんですかね。あり

ますよね。 

 この民俗資料館については、ちょっと社会教育センター自体が体育館とかが、何という

か、急傾斜地のほうにあって入れないんじゃないかと思うんですけど、民俗資料館はその

点は大丈夫なんでしょうかねということをお尋ねしたいということです。あとはなかった

な。 

 以上、また質問いたします。 

○議長（宮本修治君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（内田健司君） 議員おっしゃるように、民俗資料館につきましては、宮

内地区の社会教育センターの中にありまして、実際、その民具等を展示してありますのが

空き教室になります。空き教室に関しては一応開放できるエリアでありますので、今、開

放しているところでございます。 

 以上です。 

 体育館に関してはやはりおっしゃったように、ちょっと危険で、天井が壊れるとか、破

損、危険性が高いので、今、入れないようにはしていますけども、教室のほうに関しては

開放できるような形になっておりますので、そこに今、展示しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 学校教育課長。 

○学校教育課長（井上幸介君） すいません。トイレの改修についてございますけれども、

議員おっしゃいましたとおり、基本的には100％を目指すということで、取りあえずは和

式と洋式が一つのトイレの中に混在しているところについては、これはもう小学校、中学

校と話をしながら、和式を残したほうがいいのかどうなのかということで、また検討した
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いと思います。 

 まずは、和式しかないところについては、先ほど言いました、今回の乙女小学校の２か

所、それと、来年以降ちょっと計画している１か所、それと、龍野小学校の職員用トイレ、

それと、甲佐小学校の男子用トイレについては早急にちょっと対応していきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。２点ほどお聞かせいただきます。19ページの環境衛生

費の中で、水道料金の軽減補助金がございます。これについては、広報こうさに載っとっ

たかなとちょっと思うんですけど、対象世帯とか期間について分かれば教えていただきた

いと思います。 

 それともう一つ、次のページの20ページのふるさと応援チケット事業の補助金がござい

ますけれども、対象者数とか、実施時期ですね。これについて少し説明をいただきたいと

思います。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（田上和広君） 水道料金軽減事業につきまして、お答えいたします。 

 こちらの事業につきましては、昨年度水道料金の軽減ということで、４か月間、実施し

ておりますけれども、また、今年度も同じく実施するということでございます。 

 こちらの事業の目的といたしましては、原油価格や物価高騰により、住民生活の経済的

負担が大きくなっているということで、水道料金、基本料金の軽減措置を行うことで、住

民生活の負担軽減を図るということでございます。 

 対象者といたしましては、上水道事業の水道料金の補助ということで、一般家庭、また、

公的機関以外の事業者についての水道料金の基本料金の助成、それと、簡易水道事業、ま

た、飲料水供給施設、それに加入されている方の基本料金相当分の補助、これを行うこと

としております。 

 実施期間につきましては、11月から２月、４か月分、11月から２月に検針した水道料金

ということで、請求月に直しますと、12月請求分から３月請求分ということで、４か月間

の軽減事業を行うこととしております。 

 以上でございます。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） 20ページのふるさと応援チケットにつきましてが、人

数につきましては、町民全員というところで想定しておりますので約9,900人、それから、

実施時期につきましては、予定といたしまして、11月の中旬から１月の中旬ぐらいまでを

予定しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 
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 ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） ８番です。14ページでございます。企画費、バス通学用定期購入

助成金ということでございますけれども、これ大体何人ぐらいの方が利用されて、その助

成金が幾らぐらいになっているのか。教えていただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 企画政策係長。 

○企画政策係長（本田幸嗣君） お答えいたします。これにつきましては、バス通学用定

期券ということで、町内の高校生のバス通学用の定期券及び町外の方の甲佐高校に通学さ

れる際の定期券ということになっております。 

 これにつきまして、今、８月末現在の交付決定者数なんですけども、町内在住の高校生

の方につきましては63人です。町外の方、全て甲佐高校生になりますけども、29名の方が

一応交付決定ということで、町から交付決定のほうを行っている状況でございます。 

 それと、８月末なんですけども、現在の歳出ですけども、熊本バスさんから請求のほう

をされて、熊本バスさんのほうに支払いのほうをしておりますけども、223万6,000円のほ

うを支払いしているというようなところでございます。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ８番、福田議員。 

○８番（福田謙二君） 今も、夏休みも終わったんですけども、その夏休みの利用状況は

どうだったですかね。利用されている方も幾らかおられるかと思いますけども、どうだっ

たんでしょうか。 

○議長（宮本修治君） 企画政策係長。 

○企画政策係長（本田幸嗣君） この定期券につきましては、長期休み、夏休みとか冬休

みにつきまして、除外するものでありません。 

 これにつきましては、個人さんの判断で、学校に行かれる際には課外だったりとか、部

活動も当然ありますので、定期券は購入されて結構です。それにつきましては、個人さん

で長期休みについても定期券を利用される方については購入されている方もいらっしゃい

ますし、１学期のみでいいですよということで利用される方もいらっしゃいますので、そ

こについては、個人さんの判断ということになっている事業になります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番、先ほど鳴瀬議員のほうがふるさと応援チケットにご質問さ

れましたけど、課長、この今回これ追加分ですよね。その辺りを詳しくですね。要は金額

面ですよね。なぜ、このように増やしたかという部分をちょっと答えていただければと思

います。 

○議長（宮本修治君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（羽祢田直美君） ふるさと応援チケットにつきましての金額につきまし

て、改めてご説明いたします。 
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 まず、こちらにつきましては、議員がおっしゃるように、当初予算の中で１人当たり2,

000円というところで計上させていただいておりましたけれども、３月議会の中で、町長

の答弁の中で、もう少し町民の方に寄り添ったところで、金額についても検討する必要が

あるというところで答弁をされたところでございます。その後に町長から指示を受けまし

て、物価等高騰等を勘案したところで、金額の見直しにつきましての指示がございました

ので、改めて計算をさせていただきまして、今回2,000円にプラス5,000円を追加いたしま

して、7,000円というところで予算を計上しております。 

 主な理由といたしましては、やはり物価高騰というところでございますので、統計局の

家計調査におけます１人当たりの食糧費を計算しまして、それに対する物価高騰率を掛け

たところの約６か月分というところで、7,000円というところで計上させていただいてお

ります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） あと１点ほどお願いいたします。24ページで、一番最後のページ

ですけれども、災害復旧ですけれども、農業用施設の災害復旧ということで補正がされて

おります。昨日、承認第８号の補正第２号のほうで、災害、８月10日から11日にかけての

補正については承認をいたしたということでございます。これはその前の現年災だろうか

という思いがありますけれども、施設災害ですので、それを利用される方々、利用者の負

担ということが当然発生してくるかなと思いがあります。この現年災とこの前の災害、特

にこの前の災害は、話を聞けば、激甚災害になるような話も伺っております。 

 今ここに表示されておる現年災について、補助率についてでございますけれども、施設

災害でございますので、本当は激甚にかかるんであれば、相当な率で増嵩で上がっていく

とは思うんですが、これと、この前の８月の関連性といいますかね。連携して補助率を

持っていけるのか。それとも、単独で補助率は決定されてとなれば、参考までに、この現

年の災害のここに表示されているのは、どのくらい施設で補助率が上がっていくのかを、

もし想定でも分かれば、お聞かせいただければ、今度の激甚災害はおそらくそれよりも

もっと高額な補助率になれば、相当の数で今度の施設災害を拾い上げることが可能にな

りゃせんのかという思いがありますので、その辺をちょっと少しお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。24ページに計上しております分は、６月24

日の雨になります。県への報告が７月上旬ということで報告しておりますので、今回の８

月の分とは別になります。施設災害になりますので、基本65％という形になります。今の

ところ６月分ですので、激甚災害とかそういうのには当たりませんので、多分増嵩はない

のかなというところで見ております。 

 以上になります。 
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○議長（宮本修治君） ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） 今度の８月の10日から11日、今、現地調査とか測量とかいろいろ

されとると思います。査定も、昨日の話では10月以降ということでございました。 

 想定で、どのくらいの数が甲佐町で箇所数出てくるのか。そして、想定できる激甚災に

対する確定ではないでしょうけど、これまでの事例からするなら、どのくらいまで補助率

が上がっていって、残りの受益者負担は何％ぐらいになるのかというのは、ある程度、担

当課としての思いといいますかね。思いじゃないですけど、これまでの経験上、どのくら

いまで上がっていくと思われておりますかねという思いがありますけども。 

○議長（宮本修治君） 農政課長。 

○農政課長（上古閑一徳君） お答えします。農災でいいですかね。林災もあるんですけ

ど。農災の場合が今、農地に関しましては50か所の5,000万と、施設で43か所の４億600万

ほど計上をしております。 

 今までの感覚で行きますと、おそらく85から94ぐらいになるんじゃないかなという感覚

でおります。分担金に関しましては、補助残の２割ということになりますので、そこら辺

を想定は今後していく予定にしております。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。議案第48号、令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第

３号）でございます。補正額で９億995万1,000円との増額でございますけれども、歳入で

は物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、同じく生活者支援金、さらには低所得者、

保険料軽減負担金等の増額補正。歳出では、ふるさと甲佐応援基金積立金に４億5,585万

8,000円。地域力持続化基金積立金に３億円、水道料金軽減補助金、さらにはふるさと応

援チケット事業補助金などですね。物価高騰による住民生活を支援するための施策等への

補正でありますことから、その効果に期待を申し上げ、異議なく、賛成とさせていただき

ます。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第48号、令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 
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 よって、議案第48号「令和７年度甲佐町一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり

可決されました。 

 しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時02分 

再開 午前11時02分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総務課長。 

○総務課長（荒田慎一君） ただいま一般会計補正予算の第３号についてご議決いただき

まして、ありがとうございました。ご議決をいただきました直後でございますけども、今

回８月の豪雨によります災害に対しまして、町道河川測量設計委託の箇所数が増加するこ

とによります増額、及び早急に対応しなければならない公園施設、学校施設、社会教育施

設の災害復旧工事費を計上する必要となってまいります。 

 また、８月19日に保健福祉センター鮎緑において、落雷があったことで、火災警報器等

の不具合などの被災が判明しましたので、利用者の安全面等を考慮しますと、早急に対応

する必要となってまいります。 

 そのようなことから、今後、緊急的に補正予算の専決処分をさせていただきたいという

ふうに思っておりますので、どうかご了承いただければというふうに思っております。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） しばらく休憩します。11時15分から再開します。 

────────────── 

休憩 午前11時04分 

再開 午前11時15分 

────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────── 

 日程第２ 議案第49号 令和７年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮本修治君） 日程第２、議案第49号「令和７年度甲佐町国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） では、議案第49号、令和７年度甲佐

町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和７年度甲佐町の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よります。 
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 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,773万2,000円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ13億9,990万2,000円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるとするものです。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 

 次のページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。款５財産収入に２万1,000円を追加し、３万7,000円としております。項１財

産運用収入です。 

 款７繰入金に79万9,000円を追加し、１億2,546万9,000円としております。項１一般会

計繰入金です。 

 款８繰越金に1,691万2,000円を追加し、2,691万2,000円としております。項１繰越金で

す。 

 歳入合計。補正前の額13億8,217万円に1,773万2,000円を追加し、13億9,990万2,000円

としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出です。款１総務費に79万9,000円を追加し、3,299万円としております。項１総務管

理費及び項２徴税費です。 

 款６基金積立金に２万1,000円を追加し、３万8,000円としております。項１基金積立金

です。 

 款７諸支出金に60万9,000円を追加し、161万3,000円としております。項２繰出金です。 

 款８予備費に1,630万3,000円を追加し、1,989万9,000円としております。項１予備費で

す。 

 歳出合計。補正前の額13億8,217万円に1,773万2,000円を追加し、13億9,990万2,000円

としております。 

 今回の補正は、歳入では主に令和６年度決算に基づく繰越金の増額、歳出では主に令和

６年度一般会計繰入金の精算に伴う繰出金の増額と定期の人事異動に伴いましての職員手

当等の事務費の増額となります。 

 ご説明につきまして、以上でございます。ご審議のほどどうぞお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。 

 質疑は、本予算全部について質疑をお願いします。本予算全部です。 

 何か質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 ６番、荒田議員。 

○６番（荒田 博君） ６番、議案第49号、令和７年度甲佐町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）でございますが、ただいま担当課長の説明がございましたけども、歳入歳

出それぞれ1,773万2,000円を増額した補正予算でございます。令和６年度決算を受けての

増額補正でございますので、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから、議案第49号、令和７年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第49号「令和７年度甲佐町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第３ 議案第50号 令和７年度甲佐町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

○議長（宮本修治君） 日程第３、議案第50号「令和７年度甲佐町介護保険特別会計補正

予算（第１号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） それでは、議案第50号、令和７年度甲佐町介護保険特別会計

補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

 次のページをお願いします。 

 令和７年度甲佐町の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところにより

ます。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億642万8,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ17億8,958万1,000円とします。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によります。 

 令和７年９月12日提出、町長名でございます。 

 次のページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。款８繰入金から692万2,000円を減額し、２億8,926万9,000円としております。

項１一般会計繰入金です。 

 款９繰越金に１億1,335万円を追加し、１億1,335万1,000円としております。項１繰越

金です。 

 歳入合計。補正前の額16億8,315万3,000円に１億642万8,000円を追加し、17億8,958万
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1,000円としております。 

 次のページをお願いします。 

 歳出です。款１総務費に11万9,000円を追加し、4,538万4,000円としております。項２

徴収費、項３運営協議会費です。 

 款５基金積立金に3,000万円を追加し、3,011万3,000円としております。項１基金積立

金です。 

 款７諸支出金に6,350万3,000円を追加し、6,350万6,000円としております。項１償還金

及び還付加算金、項２繰出金です。 

 款８予備費に1,780万6,000円を追加し、2,443万4,000円としております。項１予備費で

す。 

 歳出合計。補正前の額16億8,315万3,000円に１億642万8,000円を追加し、17億8,958万

1,000円としております。 

 今回の補正の主なものは、令和６年度の決算の確定に伴い、歳入においては、繰越金の

増額、歳出においては、基金積立金、国及び県への返還金並びに町の一般会計への繰出金

になります。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。 

 本予算全部について質疑をお願いします。 

 何か質疑はありませんか。 

 ９番、井芹議員。 

○９番（井芹しま子君） 介護保険は決算がありまして、１億1,300万が繰越しをされて

おります。本年度７年度に繰り越されていますけれども、８年度、９年度、この繰越額が

今の状況でいけば、そうあまり変わりなく、こういうふうに１億1,300万。こういった近

い金額が残るのかなというふうに、どういうふうに予想されているのか。ちょっとお尋ね

をいたします。 

○議長（宮本修治君） 福祉課長。 

○福祉課長（高原貞典君） 今回１億1,000万、１億ほど繰越しを行っております。また、

今回の繰越しの中から、国、県、また、町のほうに戻す分が大体5,000万ちょっとぐらい

ありますので、大体そこを差し引くと、繰越金については大体5,000万ぐらいになってき

ます。 

 昨年度のほうの繰越しにつきましても5,000万ほどになっていますので、繰越しについ

ては大体5,000万円ぐらいで推移しているかと思っております。介護給付費のほうにつき

ましては、年々増加傾向になっているところでございます。 

 そういったところにありまして、高止まりの状況ですね。介護給付費の高止まりの状況

があっていますので、まだまだ給付費は増額ということを見込んでいるところになります。 

 以上になります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 
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〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） １番、甲斐でございます。議案第50号、令和７年度甲佐町介護保

険特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 ただいま担当課のほうから説明がありましたとおり、歳入歳出それぞれ１億642万8,000

円を追加されたということでございます。 

 歳入に関しましては、繰越金の増加、それから、歳出に関しましては、諸支出金等の増

加によるものということでございますので、何ら異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから、議案第50号、令和７年度甲佐町介護保険特別会計補正予算（第１号）を採決

します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第50号「令和７年度甲佐町介護保険特別会計補正予算（第１号）は、原案

のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第４ 議案第51号 令和７年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮本修治君） 日程第４、議案第51号「令和７年度甲佐町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長兼町民センター所長（奥名雄吉君） では、議案第51号、令和７年度甲佐

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。 

 次のページをお願いいたします。 

 令和７年度甲佐町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

によります。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ422万7,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億2,980万4,000円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるとするものです。 

 令和７年９月12日提出、町長名です。 
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 次のページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。款４繰入金に２万円を追加し、7,127万3,000円としております。項１一般会

計繰入金です。 

 款５繰越金に420万7,000円を追加し、420万8,000円としております。項１繰越金です。 

 歳入合計。補正前の額２億2,557万7,000円に422万7,000円を追加し、２億2,980万4,000

円としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出です。款１総務費に２万円を追加し、208万5,000円としております。項２徴収費で

す。 

 款２後期高齢者医療広域連合納付金に340万8,000円を追加し、２億2,078万8,000円とし

ております。項１後期高齢者医療広域連合納付金です。 

 款５予備費に79万9,000円を追加し、80万7,000円としております。項１予備費です。 

 歳出合計。補正前の額２億2,557万7,000円に422万7,000円を追加し、２億2,980万4,000

円としております。 

 今回の補正予算は、歳入につきましては、主に令和６年度決算に基づく繰越金の増額、

歳出につきましては、主に令和６年度の納付金の確定に伴いましての追加の納付の必要が

生じた後期高齢者医療広域連合納付金の増額について補正をお願いするものです。 

 ご説明は以上でございます。ご審議のほどどうぞお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。 

 質疑に対しましては、本予算全部について質疑をお願いします。 

 何か質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 １番、甲斐議員。 

○１番（甲斐良二君） １番、甲斐でございます。議案第51号、令和７年度甲佐町後期高

齢者医療特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 ただいま担当課のほうから説明がございましたとおり、歳入歳出それぞれ422万7,000円

を追加されたということでございます。これにつきましては、令和６年度の決算に伴いま

して、繰越金の増加によります広域連合納付金の増加ということでございますので、何ら

異議なく賛成いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから、議案第51号、令和７年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
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を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第51号「令和７年度甲佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり可決されました。 

────────────── 

 日程第５ 議案第52号 令和７年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（宮本修治君） 日程第５、議案第52号「令和７年度甲佐町水道事業会計補正予算

（第１号）」を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（田上和広君） 議案第52号、令和７年度甲佐町水道事業会計補正予算に

ついてご説明いたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 総則。第１条、令和７年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号）は、次の定めるとこ

ろによります。 

 収益的収入及び支出。第２条、令和７年度甲佐町水道事業会計予算第３条に定めた収益

的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものでございます。 

 以下、科目、既決予定額、補正予定額、計の順で説明させていただきます。 

 収入です。第１款事業収益第１項営業収益につきましては、１億5,944万円から1,980万

円を減額し、１億3,964万円としております。 

 第２項営業外収益につきましては、1,815万5,000円に2,086万9,000円を追加し、3,902

万4,000円としております。 

 支出です。第１款事業費第１項営業費用につきましては、１億5,980万8,000円に106万

9,000円を追加し、１億6,087万7,000円としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 他会計からの補助金。第３条、予算第８条に定めた一般会計から補助を受ける金額661

万8,000円を2,748万7,000円に改めるものでございます。 

 以上、令和７年９月12日提出、町長名でございます。 

 なお、ただいまご説明いたしました補正予算につきましては、先ほど一般会計補正予算

で説明をさせていただきました水道料金軽減事業の実施に伴う一般会計からの補助金受入

れによる増額補正並びに軽減する水道料金収入の減額補正となります。 

 以上で説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮本修治君） これより質疑を行います。本予算全部について質疑をお願いしま

す。 

 何かありませんか。本予算全部です。 
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 ３番、鳴瀬議員。 

○３番（鳴瀬美善君） ３番です。今、課長が説明していただきましたとおり、給水収益

のほうで1,980万ほど減額にされております。先ほどの一般会計の補正のほうでご説明が

ございました。基本料金の軽減という説明をいただきました。そういう中で、この前の

ちょっと新聞に載っていたんですけど、近隣の町村では人口減少に伴って給水人口も減っ

ていくということで、基本料金の増額というのが載っておりました。 

 甲佐町といたしましては、近隣町であります美里町、お隣に、給水も将来的にはされて

いくということでございます。となると、甲佐町も人口が減っていくという可能性も十分

あります。今後ですね。 

 そういったところも含めて、給水人口は減っていく。美里町には逆に排水をするという

ようなことで、まずもって排水できるその水量の確保。人口が減少していくのに対して、

将来的に赤字を出さないで経営していけるのかということ。併せて、前回、一般質問の中

で、甲斐議員のほうから、水質の安全性、これについても、ほかの地域でもまだ安全性に

ついてはいろいろな問題もあるような地域もありますので、その点について担当課として

どのような考えをお持ちなのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（宮本修治君） 環境衛生課長。 

○環境衛生課長（田上和広君） まず、美里町への水の供給に対する給水量の確保という

ことでございますけれども、美里町の簡易水道事業創設に伴う計画給水人口は4,571人で、

計画給水量は１日当たり929名を予定されております。新たな水源、こちらにつきまして

は、甲佐町の現在の上水道の計画給水人口は9,460人で、計画水量は１日最大で4,848立米

でございます。令和２年度末の甲佐町上水道事業の給水人口は8,490人になりまして、１

日平均給水量は2,515立米となっておりますので、美里町に提供する給水量は十分賄える

ということでございます。 

 続きまして、今後の水道料金、赤字になるのではないかということでございますけれど

も、水道料金の見直しにつきましては、本町では令和元年度に料金を約10％値上げさせて

いただきました。その後、令和３年度に策定した甲佐町水道事業経営戦略において、計画

的な老朽管の更新や、漏水調査に基づく修繕、また、経費の削減を図ることで、計画年度

中、令和４年度から令和13年度においては料金の値上げはしなくてもよいとの見解であり

ました。 

 しかしながら、現在、燃料費や資材等の高騰が続いており、事業運営にかかる費用が大

きく膨らんでおります。毎年、水事業収支計画の検証を行っておりますが、令和13年度ま

で現在の料金を据え置くということは大変困難な状況というのが実情でございます。 

 今後、美里町の給水も含めて、計画的な事業実施を行う上では、水道料金の見直しは喫

緊の課題であるとは考えております。 

 今後、こういった収益の部分につきましては、今後、町において各種分析、また、検討

を重ねながら、また、町の諮問機関である水道事業運営委員会にお諮りしながら、今後の

水道事業の運営については進めていきたいと考えております。 
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 以上になります。 

 それとすいません、水質につきましては、毎月法定検査にのっとって、水質検査のほう

を実施しておりますので、そちらについてはしっかり水の管理をやっていきながら、安定

した水の供給を行っているところでございます。 

 以上となります。 

○議長（宮本修治君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 本案に対する反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

 11番、本田議員。 

○11番（本田 新君） 議案第52号、令和７年度甲佐町水道事業会計補正予算であります

けども、ただいま担当課長のほうから説明がありましたとおり、水道料金の減免に対し、

町からの補充ということでありますので、この議案につきましては、何ら異議なく賛成を

いたします。 

○議長（宮本修治君） これで討論を終結します。 

 これから議案第52号、令和７年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第52号「令和７年度甲佐町水道事業会計補正予算（第１号）は、原案のと

おり可決されました。 

────────────── 

 日程第６ 議員派遣について 

○議長（宮本修治君） 日程第６「議員派遣について」を議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣については、お手元に配付のとおり派遣することにしたいと思います。 

 なお、日程等に変更があった場合は、議長に一任していただきたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 しばらく休憩します。 

────────────── 

休憩 午前11時47分 

再開 午前11時49分 
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────────────── 

○議長（宮本修治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、議員派遣については、お手元に配付のとおり派遣することに、日程等の変更に

ついては、議長に一任することに決定しました。 

────────────── 

 日程第７ 各委員会からの閉会中の継続審査の申し出について 

○議長（宮本修治君） 日程第７「各委員会からの閉会中の継続審査の申し出について」

を議題とします。 

 お手元に配付のとおり、総務文教、産業厚生の二つの常任委員会及び議会運営委員会か

らの閉会中の継続審査の申出があっております。 

 お諮りします。 

 各委員会からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮本修治君） 異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

 以上をもって、本定例会に付議されました事件は全て議了いたしました。 

 これで会議を閉じます。 

 閉会前に当たり、町長よりご挨拶をお願いいたします。 

 甲斐町長。 

○町長（甲斐高士君） ９月定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 今期定例会は９月12日から本日までの７日間にわたり、ご提案いたしました議案等の各

案件につきまして精力的にご審議をいただき、いずれも原案どおりご議決いただき、本日

ここに閉会の運びとなりましたことは、町政の執行に当たり、ご同慶に存ずるものであり

ます。 

 ここにご議決いただきました令和７年度一般会計補正予算をはじめ、各議案の成立によ

りまして、町政全般にわたり政策の推進を図ることができますとともに、ご指摘をいただ

きましたことを踏まえまして、なお一層の住民生活の安全と福祉の向上に努めてまいる所

存でございます。 

 併せまして、８月に発生いたしました豪雨災害への対応につきましては、早期の復旧復

興に向けて全力で取り組んでいくとともに、被災されました町民の皆様方にしっかりと寄

り添い、一日も早い生活再建に向けて、職員一丸となって取り組んでまいる所存でござい

ます。 

 今後とも町政発展のため、特段のご協力とご指導をいただきますよう心からお願い申し

上げ、閉会のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 
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○議長（宮本修治君） 本定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本定例会は12日から本日18日までの７日間にわたり、各案件について終始熱心に審議さ

れ、ここに全て議了し、無事に閉会の運びとなりましたことは、議員各位とともに誠にご

同慶にたえません。ここに、今会期中における議員並びに執行部各位のご努力に対し深く

感謝申し上げます。 

 なお、執行部におかれましては、議員各位の意見等を尊重していただき、町政発展に向

けた今後の施策に十分反映されますことを切に希望するものでございます。議員各位にお

かれましては、今後とも町民の負託と期待に応えるべく、さらなるご尽力を賜りますよう

お願い申し上げる次第でございます。 

 最後に、皆様のますますのご健勝を祈念申し上げ、令和７年第３回甲佐町議会定例会を

閉会いたします。お疲れさまでした。 

────────────── 

閉会 午前11時53分 
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